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説
〉米

国
に
お
け
る
再
保
険
と
租
税
回
避

―
内
国
歳
入
法
典
八
四
五
条
の
検
討
を
通
し
て
―

Ｉ
　
は
じ
め
に

Ｈ
　
再
保
険
の
概
略

Ｉ
　

は

じ
め

に

地
震
や
台
風
等
の
自
然
災
害
に
よ
っ
て
、
特
定
の
地
域
に
被
害
が
集
中
し
、
当
該
地
域
に
係
る
保
険
を
引
き
受
け
て
い
る
保
険
会
社
に

多
額
の
保
険
金
の
支
払
が
必
要
と
な
る
場
合
、
保
険
金
支
払
の
確
保
や
保
険
会
社
の
経
営
の
維
持
等
の
観
点
か
ら
、
再
保
険
の
利
用
が
有

効
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
〈
′
後
、
再
保
険
市
場
の
成
長
が
見
込
ま
れ
て
い
る
が
、
同
時
に
、
海
外
の
子
会
社
等
と
の
再
保
険
に
よ

る
損
失
の
移
転
や
税
負
担
を
免
れ
る
た
め
の
資
産
の
移
転
等
の
課
税
上
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

Ⅲ
　
八
四
五
条
の
検
討

Ⅳ
　
お
わ
り
に

野
　
一　
色

　

直

人
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日
本
に
お
い
て
も
、
平
成
二
〇
年

一
一
月
二
七
日
の
東
京
地
裁
判
決
に
お
い
て
、
は
じ
め
て
、
再
保
険
と
租
税
回
避
の
問
題
に
つ
い
て

裁
判
所
の
判
断
が
示
さ
れ
た
が
、
米
国
に
お
い
て
は
、
再
保
険
に
よ
る
重
大
な
租
税
回
避
を
防
止
す
る
包
括
的
な
規
定
で
あ
る
内
国
歳
入

法
典

（Ｆ
お
日
』
″
お
●
お

，
０こ

以
下
、
条
文
の
み
引
Ｕ

八
四
五
条
が
設
け
ら
れ
て
お
は
、
再
保
険
と
租
税
回
避
が
問
題
と
な

っ
た
種
々
の

事
案
に
つ
い
て
、
内
国
歳
入
庁

（，
お
日
２
″
お
口需
ｒ
■
ｏｃ

以
下
、
「歳
人
庁
」
と
で
つ
。）
の
見
解
が
公
表
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

本
稿
に
お
い
て
、
再
保
険
と
租
税
回
避
の
課
税
上
の
問
題
に
つ
い
て
の
議
論
を
深
め
る
た
め
、
米
国
に
お
け
る
再
保
険
に
よ
る
重
大
な

租
税
回
避
を
防
止
す
る
規
定
の
内
容
、
当
該
規
定
の
立
法
趣
旨
、
判
例
あ
る
い
は
、
歳
入
庁
の
解
釈
等
を
紹
介
し
、
検
討
す
る
。

具
体
的

に
は
、
再
保
険
特
約

↑
ｏ】●
∽●
『”●
８
品
お
ＯＢ
０３

（（再
保
険
契
約
）
Ｆ
】●
∽●
『”●
８
８
●〓
単

）
に
よ
り
重
大
な
租
税
回
避

の
結
果

●
唱
澤
”二
諄
一“ュ
０
３
８
０滲
３

と
な
る
場
合
、
当
該
再
保
険
特
約
に
関
し
て
再
計
算
等
の
権
限
を
財
務
長
官

（以
下

「長
官
」
と
で
つ
。）

に
認
め
て
い
る
八
四
五
条

↑

）
の
規
定
を
中
心
に
、
八
四
五
条
の
構
造

・
沿
革
、
具
体
的
事
案
に
係
る
歳
入
庁
の
八
四
五
条

↑

）
の

解

釈
、

さ

ら

に
、

八

四
五
条

Ｔ
）
の
解

釈

・
適

用

が
問

題

と

な

っ
た
唯

一
の
判

決

で
あ

る

『
ミ
誘

Ｑ
せ
ぃ
ヽ

き
К
Ｓ
ｓ
ｔ

，

や
ミ
ミ
滋

ミヽ
ミ

に
つ
い
て
概
観
し
て
い
く
。

最
後
に
、
八
四
五
条
に
係
る
米
国
の
議
論
に
つ
い
て
は
、
再
保
険
と
租
税
回
避
の
問
題
に
有
益
な
示
唆

・
視
点
が
得
ら
れ
る
と
考
え
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
八
四
五
条
に
係
る
検
討
を
踏
ま
え
、
日
本
に
お
い
て
考
慮
す
べ
き
点
を
示
し
て
い
く
。
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Ｈ
　
再
保
険

の
概
略

一　
再
保
険
の
意
義
・
機
能
に
つ
い
て

再
保
険
と
は
、
「元
受
保
険
者
が
そ
の
保
険
引
受
Ｌ
の
損
失
リ
ス
ク
を
移
転
す
る
た
め
の
損
害
保
険
」
、
「保
険
者
が
自
己
の
負
担
す
る

保
険
責
任
の

一
部
ま
た
は
全
部
を
、
他
の
保
険
会
社
に
転
嫁
す
る
経
済
機
構
」
あ
る
い
は
、
「保
険
の
保
険
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。

再
保
険
の
機
能
等
に
つ
い
て
、
「元
受
保
険
の
保
険
者
が
保
険
の
引
受
に
基
づ
い
て
保
険
給
付
し
た
こ
と
に
よ
る
被
る
損
失
を
て
ん
補

す
る
た
め
に
締
結
さ
れ
る
の
が
再
保
険
」
や

「元
受
保
険
者
は
再
保
険
を
通
し
て
、
自
ら
の
引
受
能
力
を
補
完
す
る
と
と
も
に
引
受
け
た

危
険

，

ス
と

の
分
散
と
平
均
化
を
図

っ
て
お
り
、
再
保
険
は
保
険
事
業
経
営
の
安
定
と
強
化
を
図

っ
て
い
く
う
え
で
非
常
に
重
要
な

（‐２
）

手
段
」
と
さ
れ
て
い
る
。

再
保
険
の
特
色
と
し
て
、
①
保
険
会
社
や
再
保
険
会
社
が
取
引
す
る
保
険
で
あ
り
、
個
人
や
企
業
相
手
に
取
引
さ
れ
な
い
保
険
で
あ
る

こ
と
、
②

一
般
人
や
企
業
を
契
約
者
と
す
る
元
受
保
険
の
引
受
を
前
提
と
し
て
い
る
が
、
当
該
元
受
契
約
か
ら
離
れ
、
再
保
険
に
よ
る
カ

バ
ー
を
求
め
る
保
険
者
で
あ
る
出
再
者
と
再
保
険
を
引
受
け
る
保
険
者
で
あ
る
受
再
者
の
間
の
独
立
別
個
の
契
約
で
あ
る
こ
と
、
③
再
保

（‐８
）

険
に
お
け
る
て
ん
補
範
囲
は
、
元
受
保
険
者
が
契
約
者
に
対
し
て
負
う
補
て
ん
範
囲
と
は
必
ず
し
も

一
致
し
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
再
保
険
の
意
義

・
機
能
等
に
つ
い
て
、
米
国
に
お
い
て
も
同
様
の
内
容
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
再
保
険
と
は
、
保
険
者

（保

（
‐９
）
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一
２０
）

険
ム^社
）
の
た
め
の
保
険
、
あ
る
い
は
、
保
険
会
社
に
よ
る
保
険
の
購
入
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
保
険
会
社
が
、
再
保
険
を
利
用
す
る

理
由
と
し
て
、
例
え
ば
、
①
リ
ス
ク
を
移
転
し
、
大
規
模
災
害
等
の
一
つ
の
原
因
に
よ
る
損
失
の
お
そ
れ
を
限
定
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
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保
険
会
社
の
収
益
の
変
動
の
幅
を
減
少
さ
せ
る
こ
と

（再
保
険
の
購
人
に
よ
る
保
険
引
受
リ
ス
ク
の
軽
減
）、
②
州
の
保
険
当
局
の
規
定
し
た
剰

余
金

∂
口０
】●
３

の
維
機
、
あ
る
い
は
、
再
保
険
の
購
入
は
資
本
保
有
の
代
替
案
と
な
る
た
め
、
保
険
会
社
の
支
払
不
能
確
率
の
増
加
を

（２４
）

抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

二
　
内
国
歳
入
法
典
に
お
け
る
再
保
険
の
定
義
等
に
つ
い
て

（
２５
）

　

（
２６
）

再
保
険

に
つ
い
て
は
、
内
国
歳
入
法
典
等

に
明
確
な
定
義
が
な
く
、
判
例

に
お

い
て
、
保
険

生

命
保
険
）

，
∽●
『ｐ●
８

，
お
一●
∽●
『”●
Ｏｏ
こ

（２７
）

は

、

「リ

ス
ク

移

転

」

言
算

争
晉
品

）
と

「リ

ス
ク

分
散

」

Ｆ
絡

０
お
〓
ｇ
８
こ

を

合

む

と

さ

れ

て

い
る

。⌒
２８
）

判
例
上
、
「リ
ス
ク
移
転
」
と

「リ
ス
ク
分
散
」
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
明
確
に
示
さ
れ
て
い
な

い
が
、
例
え
ば
、
「リ
ス
ク
移
転
」

は
、
特
定
の
者
か
ら
別
の
特
定
の
者
に
リ
ス
ク
を
移
転
す
る

Ｆ
”ヽ●
浄
じ

こ
と
を
意
味
し
、
「リ
ス
ク
分
散
」
は
、
集
岡
に
お
い
て
リ
ス

（２９
）

ク
を
分
散
さ
せ
る

お
０ヽ
ｏ●３

こ
と
を
意
味
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
内
国
歳
人
法
典
に
お
い
て
、
再
保
険
と
租
税
回
避
の
問
題
が
関
連
す
る
場
合
と
し
て
、
①

一
六
二
条
に
関
し
て
、
再
保
険
特
約

（
３０

）

に
係
る
支
払
保
険
料
の
事
業
経
費
と
し
て
の
控
除
を
否
認
す
る
場
合
、
②
四
八
二
条
に
関
し
て
、
関
連
者
に
つ
い
て
、
独
立
当
事
者
間
価

格
に
基
づ
き
再
保
険
特
約
に
係
る
支
払
保
険
料
の
配
分
等
の
調
整
を
行
う
場
合
及
び
③
八
四
五
条
に
関
し
て
、
再
保
険
特
約
に
よ
り
重
大

（
３２
）

な
租
税
回
避
の
結
果
と
な
る
こ
と
を
理
由
等
と
し
て
、
当
該
特
約
に
係
る
費
用

・
収
益
等
の
配
分

・
再
計
算
等
の
調
整
を
行
う
場
合
が
挙

げ
ら
れ
る
。

ま
た
、
日
外
の
保
険
会
社

へ
の
再
保
険
特
約
に
係
る
支
払
保
険
料
に
関
し
て
、
当
該
保
険
料

へ
の

一
％
の
付
加
税

δ
ｘ

，
２
銘
）
の
課

⌒
３３
）

税

（円
一モ

一
条

全
こ
）
も
再
保
険
特
約
に
係
る
課
税
上
の
問
題
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
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以
下
、
③

の
八
四
五
条
に
関
し
て
、
卜
と
し
て
、
長
官
が
、
再
保
険
特
約
に
よ
り
重
大
な
租
税
回
避
の
結
果
と
な
る
と
認
定
す
る
場
合

に
、
当
該
再
保
険
特
約
を
否
認
で
き
る
こ
と
を
規
定
し
た
八
四
五
条

↑

）
に
つ
い
て
、
当
該
規
定
の
内
容
、
沿
革
、
判
決
や
歳
人
庁
の

解
釈
等
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

Ⅲ
　
八
四
五
条
の
検
討

一　

規
定
の
内
容

。
沿
革

・
適
用
基
準

１
　
八
四
五
条
の
内
容
に
つ
い
て

（内
国
歳
人
法
典
八
四
五
条
試
訳
参
照
）

八
四
五
条
は
、
保
険
会
社

０
・
∽●
“ヽ●
８
９
ヨ
ｏ
”●
魔
）
の
課
税
所
得
を
決
定
す
る
特
別
な
条
項
で
あ
る
内
国
歳
人
法
典
の
∽
匡
汗

，
Ｓ
けｑ

ｒ

（
３４
）
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（
３５
）

に
規
定
さ
れ
て
い
る
。　
一
定
の
場
合
に
長
官
に
再
保
険
特
約
の
当
事
者
に
係
る
費
用

・
収
益
等
の
配
分

。
再
計
算
等
の
調
整
を
行
う
権
限

が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
八
四
五
条
の
適
用
対
象
と
な
る
再
保
険
特
約
に
つ
い
て
は
、
当
該
特
約
の
内
容
に
応
じ
て
、
以
下
の
よ
う
に
区
分

さ
れ
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
再
保
険
特
約
の
当
事
者
が
関
連
者

↑
３
（２

罵
『∽ｏ●
■

で
ぁ
る
場
合

ス

四
五
条

（
３
）
と
再
保
険
特
約
に
よ
り
重
大
な

租
税
回
避
の
結
果
と
な
る
場
合

ス

四
圧
条

〓

こ

に
区
分
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、

こ
れ
ら

の
規
定

に
つ
い
て
は
、
Ｆ
ｇ
ぎ
ｏ
一ｑ

ｒ
に
お

い
て
課
税
対
象
と
な
る
保
険
会
社
間

の
ど

の
よ
う
な
再
保
険
取
引

（
３６
）

（ａ
●∽口ヽ
”●８
ぎ
●
∽”０ま
し

に
も
適
用
さ
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
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０
　
関
連
者
間
の
再
保
険
特
約

（八
四
五
条

（
ι
）
に
つ
い
て

八
四
五
条

（
３

に
お
い
て
、
関
連
者
間
の
再
保
険
特
約
が
配
分

・
再
計
算
等
の

一
定
の
調
整
の
対
象
と
な
る
。
具
体
的
に
、
関
連
者

の
意
味
と
し
て
、
八
四
五
条

（
こ

の
本
文
に
お
い
て
、
四
八
二
条
の
内
容
が
示
さ
れ
て
お
り
、
四
八
二
条
に
規
定
す
る

「
霰
人
格
を
有

す
る
か
否
か
、
米
国
に
お
い
て
設
立
さ
れ
た
か
否
か
、
そ
し
て
、
連
結
申
告
を
す
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
否
か
を
問
わ
ず
）
同

一
の
利
墨
晶
恩
係
者
に
よ

（
３７
）

っ
て
直
接
又
は
間
接
に
、
所
有
又
は
支
配
さ
れ
て
い
る
二
以
上
の
複
数
の
組
織

。
営
業
又
は
事
業
」
の
保
険
会
社
が
、
八
四
五
条

（
３

の
対
象
と
な
る
こ
と
が
特
色
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
関
連
者
間
の
再
保
険
特
約
に
関
し
て
、
八
四
五
条

（
３

に
お
い
て
、
も
し
、
長
官
が
、
各
関
連
者
の
課
税
所
得
に
係
る
適

正
な
金
額
、
適
正
な
源
泉
又
は
適
正
な
性
質
を
反
映
す
る
た
め
に
、
Ｌ
記
の
配
分
、
再
計
算
あ
る
い
は
調
整
が
必
要
と
認
定
す
る
な
ら

（
３８
）

ば
、
長
官
は
、
配
分
や
再
計
算
等
の
一
定
の
調
整
を
行
う
旨
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

０
　
再
保
険
特
約
に
よ
り
重
大
な
租
税
回
避
の
結
果
と
な
る
場
合

（八
四
五
条

↑
し

に
つ
い
て

八
四
五
条

↑
）
に
お
い
て
、
再
保
険
特
約
に
つ
い
て
、
①
当
該
特
約
に
よ
り
租
税
回
避
の
結
果
と
な
り
、
②
当
該
租
税
回
避
の
結
果

が
重
大
と
な
る
場
合
、
長
官
は
、
当
該
特
約
の
当
事
者
に
関
し
て
、
再
配
分
や
再
計
算
等
の

一
定
の
調
整
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ

て
い
る
。
八
四
五
条

（
こ

と
異
な
り
、
再
保
険
特
約
の
当
事
者
が
、
関
連
者
で
あ
る
こ
と
が
要
件
と
さ
れ
て
い
な
い
点
が
特
色
で
あ
る

と
言
え
る
。

た
だ
、
八
四
五
条

〓
）
の
本
文
あ
る
い
は
、
八
四
五
条

Ｔ
）
の
立
法
経
緯
や
立
法
趣
旨
等
を
説
明
し
た

６
ミ

ミヽ
こ
ぼ
ざ
ミ
き
ヽ
ミ

（３９
）

き
ヽ
お
ヽ
ヾ
ミ

ミ

や

Ｓ

お
Ｓ
ｓ
ｔ

き
ヽ
υ
ヽ

い
ヽヽ
も
ヽ

ミ

ヽヽ
Ｒ

ヽ
ヽ

ミ

』
Ю
∞
へ

（ヽ

「

含

む
ヽ
桃

ヽ

９

ペ

ミ
‘

゛

゛
澪

き

ｓ
桧

―
“
Ｓ

）

（以
下
、

「八

四
年
改
正
説
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塑

と
で
つ
。）
に
お
い
て
、
「租
税
回
避
」
や

「重
大
」
の
定
義
は
明
確
に
示
さ
れ
て
い
な
い
。

な
お
、
八

四
五
条

Ｔ
）
と
八

四
五
条

↑
）
の
審
査
基
準

δ
雪

０
，『〓

ヽ
「１
２
）
に
関
し

て
、
例
え

ば
、
「
も

し
、
非
関
連
者

ε
●
Ｌ
”け
Ｏ
ｏ
鋒
一ｏ３

に
よ

っ
て
締
結
さ
れ
、
調
整

●
８
５
ヨ
ｏ３

の
問
題
が
浮
か
び
上
が

っ
て
こ
な
い
取
引

（特
約
）
で
あ

っ
て
も
、
関
連

（“
）

者

Ｆ
】諄
＆
罵
簿
諄
）
間
の
場
合
、
調
整
さ
れ
る
結
果
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
」
と
の
表
現
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
八
四
五
条

〓
）
の

（４‐
）

審
査
基
準
は
、
八
四
五
条

（
３

の
審
査
基
準
よ
り
も
高
い
の
で
は
な
い
か
と
の
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
■

）
課
税
所
得
の
適
切
な
源
泉
と
性
質
を
反
映
す
る
た
め
に
必
要
な
調
整
で
あ
る
か
ど
う
か

（八
四
五
条

（
３
）、
あ
る
い
は
、

（二
）
再
保
険
特
約
に
よ
り
重
大
な
租
税
回
避
の
結
果
と
な
る
の
か
ど
う
か

（八
四
五
条

↑
こ

と
の
客
観
基
準

（客
観
テ
ス
ト
）
（ｏご
ｏｏ一〓

（
４２
）

け
∽じ

が
、
再
保
険
特
約
に
係
る
両
規
定
に
つ
い
て
の
効
力
を
発
生
さ
せ
る
基
準

δ
ｏｏヽ
ま
お
∽Ｓ
●
０
”ヽ
０
３

で
あ
る
と
も
説
明
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
八
四
五
条

の
適
用
に
当

っ
て
、
再
保
険
特
約
が
、
事
業
上

の
目
的

３
ａ
●
ｏ∽∽
雇
む
ｏ
■

を
有
す
る
か
、
独
立
当
事
者
問

（
４３
）

●
目
．■
ｏ●鴨
こ

で
な
さ
れ
た
か
否
か
の
点
は
無
関
係
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

２
　
八
四
五
条
の
沿
雄

・
適
用
基
準
に
つ
い
て

（
４４
）

一
九
八
二
年
改
正
以
前
に
お
い
て
、
現
行
の
八
四
五
条
に
相
当
す
る
規
定
は
存
在
し
な
か
っ
た
が
、　
一
九
八
二
年
改
正
に
お
い
て
、
関

連
者
が
当
事
者
で
あ
る
再
保
険
特
約
に
つ
い
て
は
、　
一
定
の
調
整
を
長
官
に
認
め
る
規
定
が
初
め
て
制
定
さ
れ
た
。

一
九
八
三
年
改
正
に
お
い
て
、　
一
定
の
再
保
険
特
約
の
調
整
を
認
め
た
条
項
の
制
定
の
理
由
は
、
明
確
に
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
例
え

（４５
）

ば
、
修
正
共
同
保
険
特
約

Ｆ
ｏ」
【い
ａ

８
諄
〓
”●
８
“的
『ｏｏョ
０３

と

ぃ
っ
た
種
類

の
再
保
険
特
約

の
利
用
に
よ

っ
て
、
出
再
者

お
ｏＯ
一員

８
ヨ
０“●ｔ

と
受
再
者

↑
３
∽に
お
じ

が
課
税
を
回
避
し
て
い
る
こ
と
、
あ
る
い
は
、
投
資
所
得
で
あ
る
み
な
し
譲
渡

ε
ｏｏ日
ａ

言
●
浄
‥
」
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（
４６
）

ゴ
くｏ∽ヨ
ｏ●
（）
に
よ
り
受
再
者
に
関
し
て
増
大
す
る
所
得
が
、
投
資
所
得
か
ら
役
務
料

（手
数
料
）
π
ユ
８
３
”品
９

を
控
除
し
た
金
額
に
等

（
４７
）
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

⌒
４８
）

し
い
出
再
者

へ
の
経
験
割
戻
金

お
ｘｏ
３
ｏ●
８
『ｏど
ａ
）
に
よ
り
相
殺
さ
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

一
九
八
二
年
改
正
に
お

い
て
、
八

一
八
条

（
ｇ

に
関
し
て
、
租
税
回
避
又
は
脱
税
を
含
む
再
保
険
特
約

の
事
例

に
お
け
る
配
分

ε
一ｏｏ注
８
ゴ
８
Ｘ
魚
お
一●
∽〓
『”●
８
“『
００日
０●
［
】●くｏ】く】品

，
Ｘ
黙
ｏ一０
”●
８
９
２
≧
ｏこ

の
項
目
を
追
加
し
、
改
定
す
る
形
で
、
再
保
険
特
約
を
調

（
４９
）

整
す
る
規
定
が
制
定
さ
れ
た
。

追
加
さ
れ
た
規
定
に
お
い
て
、
も
し
、
当
事
者
の
課
税
所
得
に
係
る
適
切
な
源
泉
と
適
切
な
性
質
を
反
映
す
る
必
要
性
を
長
官
が
認
め

る
な
ら
ば
、
関
連
者
間
に
お
け
る
再
保
険
特
約
に
関
す
る
項
目

合
けｏ日
３

に
つ
い
て
、
長
官
に
再
配
分

Ｆ
“【】ｏｏ●こ

や
見
直
し

（再
計
算
）

⌒
５０
）

Ｆ
ｏ〓
”『“ｏ一ｏさ
こ

の
権
限
を
認
め
る
と
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。

な
お
、
こ
の
規
定
に
お
い
て
認
め
ら
れ
た
権
限
は
、　
一
般
的
に
、
既
存
の
規
定

（例
えヽ
ば
、
四
八
二
条
）
に
お
い
て
認
め
ら
れ
た
も
の
よ

り
も
幅
広

い
も
の
と
さ
れ
、
ま
た
、
当
該
規
定
は
、
連
結
申
告
を
な
し
う
る
関
係
に
あ
る
災
害
保
険
会
社

合島
】】静
ら
８
∽●
２
■
諄
〓
『”●
８

８
日
つ０●
し

に
も
適
用
さ
れ
、
た
と
え
、
再
保
険
特
約
の
関
連
者
が
米
国
内

ａ
ｏヨ
ｏ∽」
ｅ

の
生
命
保
険
会
社
で
な
い
場
合
で
も
当
該
規
定

（
５２
）

が
適
用
さ
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、　
一
九
八
四
年
改
正
に
お
い
て
、
八
四
五
条

（
３

に

「
書
じ

他
の
調
整
を
行
う

ｒ
”履

〓
く
ｏ一，
ｑ

，３
●
∽ヨ
ｏこ

」
の
項
目
と

現
行
の
重
大
な
租
税
回
避
の
結
果
に
係
る
規
定
で
あ
る
八
四
五
条

Ｔ
）
を
追
加
す
る
形
で
、
再
保
険
特
約
を
調
整
す
る
八
四
五
条
が
制

（
５３
）

定
さ
れ
た
。

加
え
て
、
二
〇
〇
四
年
改
正
に
お
い
て
、
八
四
五
条

（
こ

の
文
言
に
つ
い
て
、
「源
泉
と
性
質
」
（∽ｏ」
８ヽ
８
一
３
”『”ｏ一■

を
削
除
し
、

「金
額
、
源
泉
又
は
性
質
」
（”日
０●
３
８
ｃ
『３

９
，
“『”●彗
）
を
追
加
す
る
段
で
、
現
行
の
八
四
五
条
が
制
定
さ
れ
た
。
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な
お
、
二
〇
〇
四
年
改
正
の
理
由
と
し
て
、
議
会
は
、
米
国
と
外
国
の
関
連
者
間
の
再
保
険
特
約
に
よ
り
、
所
得
、
控
除
あ
る
い
は
他

の
項
目
に
つ
い
て
不
適
切
に
配
分
さ
れ
る
こ
と
や
外
国
の
関
連
者
と
の
再
保
険
特
約
は
、
米
国
の
課
税
標
準

↑
輿
ｇ
ι

を
侵
食
す
る

Ｔ
ｏＯ
】・
り

手
法
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
こ
と
に
関
心
を
示
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
が
。

３
　
八
四
五
条
の
重
大
な
租
税
回
避
の
結
果
の
判
断
基
準
等
に
つ
い
て

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
八
四
五
条
本
文
や
八
四
年
改
正
説
明
に
お
い
て
、
「租
税
回
避

↑
輿
黙
ｏ
一０
“●ｏｏ
こ

や

「重
大

″
一電
【い
ｏ“已

」
の

定
義
は
明
確
に
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
八
四
年
改
正
説
明
に
お
い
て

「
一
般
的
に
、
再
保
険
特
約
が
、
現
在
の
年
度
あ
る
い
は
他
の
年
度

に
お
い
て
、
重
大
な
租
税
回
避
の
結
果
を
当
事
者

（片
方
あ
る
い
は
両
当
事
者
）
に
も
た
ら
す
か
ど
う
か
の
点
に
つ
い
て
は
、
金
銭
の
時
間

的
価
値

３
２
一３
ｏ
Ｓ
一月
Ｒ
ヨ
ｏ
つｏし

を
考
慮
し
て
、
決
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
（脚

ピ

と
し
た
上
で
、
「租
税
回
避
の
結
果
は
、
例
え
ば
、

再
保
険
特
約
に
よ

っ
て
、
会
社
の
資
本

お
ｏ
・
こ
）
の
減
少
、
所
得
の
源
泉
や
性
質
の
変
化
、
所
得
の
課
税
の
繰
延
べ
、
事
業
損
失
に
係
る

（
５７
）
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

＾
５８
）

損
失
控
除
の
制
限
を
汚
す
こ
と

（に
反
す
る
一」と

（Ｓ
Ｒ
Ｌ
Ｙ

δ
ｏつ”ユ
ｏ
ユ
●
日
】ョ
【巨
】８
ヽ
Ｒ
日
雹

け
〓
）
を
除
去
す
る
こ
と

（免
れ
る

，ア
こ

こ
一ユ
●

，■

、
異
な
る
課
税
段
階

（諄
・マ
“ｏ庁
３

の
納
税
者
間
に
お
い
て
税
務
上
の
利
益

言
銘
ｇ
・
ｏ目

の
移
転
、
あ
る
い
は
、
繰
越
控
除

（５９
）

の
期
間

ε
彗
ぢ
くｏＣ
ａ
ａ
）
を
延
長
し
た
場
合
に
生
じ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
仮
に
、
再
保
険
特
約
に
係
る
片
方
あ
る
い
は
両
当
事
者
に
よ

っ
て
享
受
さ
れ
る
税
務
上
の
利
益
が
、
移
転
さ
れ
た
リ
ス
ク
に

（６０
）

比
し
て
不
均
衡

（不
釣
〈ｔ

ａ
ｇ
「ｏ３
ュ
ｏ●●こ

で
あ
る
な
ら
ば
、
租
税
回
避
の
結
果
が
重
人
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
点
を
踏
ま
え
、
非
関
連
者
間
に
お
け
る
再
保
険
特
約
に
よ
り
、
当
該
特
約
の
当
事
者
の
片
方
あ
る
い
は
両
方
に
関
し
て
重
人

な
租
税
回
避
の
結
果
と
な
る
か
否
か
を
認
定
す
る
上
で
、
長
官
は
、
以
下
の
要
素

（要
因
）
Ｆ
ｏ一ｏこ

を
考
慮
に
入
れ
つ
つ
、
再
保
険
特
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約
の
経
済
的
実
質

８
８
●
０ュ
３
●
ど
目
ｏｃ

を
検
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
以
下
の
要
素
の
い
ず
れ
も
が
、
決

（
６２
）

定
的

貧
ｏ一ｏ目
【●
”Ｌ
くこ

で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

（
６３
）

考
慮
す
べ
き
要
素
と
し
て
、
①
再
保
険
に
付
さ
れ
た
保
険
契
約
の
経
過
年
数

（経
過
期
間
・
継
続
期
Ｕ

又
は
年
数

３
・
２
『”Ｌ８
８
品
ｏ
魚

（“
）　
　
　
　
（６５
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（６６
）

［汀
ｇ
∽】●Φ３
ａ
●∽ヨ
ｏＯ
）、
②
再
保
険
に
付
さ
れ
た
保
険
契
約
の
性
質

３
ｏ
３
”『”ｏ一Ｏ
ｏ「
一Ｆ
ぎ
∽いうｏ２
こ
●∽●お
ｅ
、
③
各
当
事
者
の
潜
在
的

（
６７
）

な
利
益
の
決
定
構
造

ａ
言
・言
お
け
『
らの台ｏ目

ュ̈
お

，
０
つｏ一ｏユ
”】
ｏヽ
ｏいこ

や
経
験
料
率

δ
ｘｏ８
ｏ●８

”ヽＬ
昌
）、
④
当
事
者
の
再
保
険
契
約
の

（“
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（６９
）

経
過
年
数

（経
過
期
間
・
継
続
期
国

、
⑤
当
事
者
の
再
保
険
特
約
の
終
了

（解
約
）
Ｆ
目
】●静
）
の
権
利
と
終
了

（解
約
）
の
結
果

３
ｏ

８
●ｏ００●０●●３
Ｒ
鮮
ｏ目
【●“”】８
）、
⑥
当
事
者
の
相
対
的
な
税
務
上
の
状
態

（状
況
）
Ｆ
ｏ
こ
”Ｌお
Ｓ
Ｃ
ａ
Ｌ
８
Ｒ
Ｂ
ユ
ｏ３

及
び
⑦
当
事
者
の

（
７２
）

全
体
的
な
財
務
状
況

↑
Ｆ
鴇
口
ｏユ

Ｐ
”う
ｏこ
のご
算
」ｏ３
ｏ「

，
ｏ
マ
ユ
ｏ２

の
七

つ
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
前
述
の
よ
う
に
、
再
保
険
特
約
に
よ
り
重
大
な
租
税
回
避
の
結
果
と
な
る
か
否
か
を
認
定
す
る
上
で
、
当
事
者
の
動
機
は
、
ま

っ
た
く
無
関
係

一
ス
）Ｔ
”３

と
さ
れ
、
ま
た
、
再
保
険
特
約
が
事
業
上
の
目
的
を
有
す
る
こ
と
、
租
税
回
避
や
脱
税
を
目
的
と
し
て
再

保
険
特
約
が
締
結
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
、
あ
る
い
は
、
独
立
当
事
者
間
で
あ

っ
た
場
合
で
あ

っ
て
も
、
長
官
が
再
保
険
特
約
を
検

（７３
）

討
す
る
こ
と
を
妨
げ
る

♂
『ａ
Ｏ
■

も
の
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

加
え
て
、
長
官
が
、
再
保
険
特
約
の
当
事
者
の

一
方
に
つ
い
て
、
当
該
特
約
に
よ
り
租
税
回
避
が
重
大
な
結
果
と
な
る
と
認
定
し
た
場

（
７４
）

合
で
あ

っ
て
も
、
当
該
特
約
の
当
事
者
の
他
方
に
つ
い
て
、
対
応
的
調
整

８
８
Ｌ
と
お
二
房
目
ｏ３

は
必
要
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

次
に
、　
一
九
九
六
年
の
八
四
五
条

Ｔ

）
に
係
る
租
税
裁
判
所
の
判
決
前
の
歳
人
庁
の
八
四
五
条

↑

）
に
係
る
解
釈

・
適
用
事
例
に

つ
い
て
概
観
し
て
い
く
。
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一
一　
ゴ
彗
∽
Ｑ
ぐ
〓
ぉ
き
〓
譴
３
ｏ
ｏ
５
ｏ
Ｏ
ヨ
ヨ
お
∽
ざ
コ
ｑ

前
の
歳
入
庁
の
解
釈
に
つ
い
て

（７５
）

１
　^
蜀
ユ
く
”一の
ｒ
わ
諄
①
『
”
」
〓
●
∞
Φ
Ｎ
Ｎ
∞
〇
〇
∞
に
つ
い
て

（
７６
）

一
九
八
五
年
、
納
税
者
の
損
害
保
険
会
社
Ｔ
社
は
、
非
関
連
者
で
あ
る
損
害
保
険
会
社
Ｘ
社
と
損
失
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
特
約

Ｏｏａ

Ｂ
ａ
ｏ５
”『
ｏｏ日
０３

を
内
容
と
す
る
再
保
険
特
約
を
締
結
し
た
。
当
該
特
約
に
よ
り
Ｘ
社
か
ら
Ｔ
社
へ
一
億
五
八
〇
〇
万
ド
ル
の
労
働
者

（
７７
）

災
害
補
償
責
任

↑
ｏキ
ｏあ
．８
日
つ０●
∽”Ｌ
８

き
０
葺
諄
）
等
が
移
転
さ
れ
た
。　
一
九
八
五
年
末
時
点
に
お
い
て
、
当
該
特
約
に
基
づ
き
、
Ｘ
社

に
対
し
て
五
〇
〇
〇
万
ド
ル
の
保
険
金
を
支
払

い
、
結
果
と
し
て
、
Ｔ
社
は
、
残
り
の

一
億
八
〇
〇
万
ド
ル
分
の
未
払
保
険
金

ε
●
〓
０

（
７８
）
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（
７９
）

ラ
∽ｏ∽）
に
つ
い
て
は
、
保
険
給
付
支
払
準
備
金

含
ｏ
あ

ｏヽ∽ｏコ
と

に
合
め
て
い
た
。
ま
た
、　
一
九
八
六
年

一
二
月
三

一
日
以
後
の
開
始
の

（８。
）

事
業
年
度
に
お
い
て
、　
一
九
八
六
年
改
正
法
の
八
四
六
条
の
規
定
に
よ
り
、
損
害
保
険
会
社
は
、
保
険
給
付
支
払
準
備
金
の
控
除
に
つ
い

て
、
従
来
の
未
払
保
険
金
に
よ
る
控
除
が
制
限
さ
れ
、
金
銭
の
時
間
的
価
値
を
考
慮
し
て
割
り
引
く
も
の
と
さ
れ
、
具
体
的
に
は
、
保
険

金
支
払
の
実
績

，
一鋒
３
０“】】ｏあ
つミ
ヨ
ｏこ

に
基
づ
き
、
割
り
引
か
れ
た
木
払
保
険
金

（未
払
保
険
金
の
現
価
）
０
∽８
５
一ａ
Ｅ
も

，一２
ｏの∽ｏ３

を

控
除
す
る
も
の
と
さ
れ
た
。

歳
入
庁
は
、
再
保
険
特
約
に
よ

っ
て
、
Ｔ
社
に
つ
い
て
、
同
社
の
保
険
金
支
払
の
実
績
に
統
計
上
の
歪
み
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
り
、

（８‐
）

ま
た
、　
一
九
八
六
年
改
正
の
中
の
３

∽，
ユ
条
項
の
適
用
に
よ
り
、
過
度
な
二
重
の
税
務
上
の
利
益
を
受
け
て
い
る
と
し
た
。

結
論
と
し
て
、
八
四
五
条

Ｔ
）
に
基
づ
き
、
Ｔ
社
の
保
険
金
支
払
の
実
績
の
傾
向
に
つ
い
て
再
計
算
が
認
め
ら
れ
る
と
判
断
し
た
。

（８２
）

２
　
”
『て

，
一の
ｒ
①
諄
の
『
”
ｃ
】い●
”
Φ
∞
〇
∞
〇
〇
ω
に
つ
い
て

納
税
者
で
あ
る
外
国
の
保
険
会
社
Ａ
社

マ
国
法
を
準
拠
法
と
し
て
設
エヮ
さ
れ
、
米
国
の
Ｘ
州
に
お
い
て
保
険
販
売
に
関
す
る
免
許
を
有
し
な
い
保
険
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会
社
）
の
主
た
る
業
務
は
再
保
険
の
引
受
で
あ

っ
た
。
Ａ
社
は
、
非
関
連
者
で
あ
る
Ｂ
社
が
引
き
受
け
た
消
費
者
信
用
保
険
、
医
療
保

険
、
保
証
責
任
保
険
等
に
関
し
て
、
Ｂ
社
と
再
保
険
特
約
を
締
結
し
た
。
な
お
、
Ａ
社
は
、
従
業
員
や
主
た
る
事
務
所
を
有
さ
ず
、
ま

た
、
Ａ
社
の
株
主
は
、
二
人
の
個
人
で
あ
り
、
当
該
個
人
は
、
Ｘ
州
に
お
い
て
、
車
の
販
売
を
行

っ
て
い
た
。
Ａ
社
は
、　
一
九
八
五
年
に

中
告
を
行

い
、　
一
万
六
四
二
〇
ド
ル
の
純
損
失
を
計
上
し
た
。

再
保
険
特
約
の
具
体
的
内
容
は
、
Ａ
社
は
、
Ｂ
社
が
Ｃ
社
か
ら
引
き
受
け
た

一
時
払
据
置
年
金

Ｓ

Ｐ
Ｄ
Ａ

ａ
一品
一ｏ
「
お
ヨ
【ε
ヨ
０●Ｔ
お
０

（８３
）

営
目
】こ

）
に
係
る
再
保
険
に
関
し
て
、
Ｂ
社
と
再
々
保
険
特
約

（再
保
険
特
約
）
を
締
結
し
た
。
Ａ
社
は
、
Ｂ
社
か
ら
保
険
料
を
受
領
す
る

（
８４
）

が
、
Ｂ
社

に
対
し
て
、
出
再
手
数
料

∂
ｏＯ
一品

８
８
ヨ
π
一０し

を
支
払
う
も

の
と
さ
れ
、
ま
た
、
経
験
割
戻
金

（実
績
に
基
づ
く
還
付
額
）

δ
ё
■
ｏ●
８
『”け
や
ｏど
都
一
の
条
項
が
当
該
特
約
に
規
定
さ
れ
、
Ｂ
社
は
、
当
該
特
約
に
係
る

一
定
の
利
益
で
あ
る
経
験
割
戻
金
を
受
領
で

き
る
と
さ
れ
た
。

Ａ
社
と
Ｂ
社
の
間
に
お
け
る

一
番
目
の
再
保
険
特
約
は
、　
一
九
八
六
年

一
〇
月
に
締
結
さ
れ

（
一
九
八
八
年
一
月
に
終
こ

、
当
該
特
約
に

よ
り
Ａ
社
の
純
利
益
は
、
九

一
四
ド
ル
で
あ

っ
た
が
、
二
番
目
の
再
保
険
特
約
は
、　
一
九
八
八
年

一
〇
月
に
締
結
さ
れ

（
一
九
八
九
年
八
月

末
に
終
こ

、
当
該
特
約
に
よ
り
Ａ
社
は
約
二
〇
万
ド
ル
の
損
失
を
中
告
し
た
。
な
お
、　
一
九
八
九
年

一
〇
月
、
Ａ
社
は
、
Ｂ
社
に
よ
り
買

収
さ
れ
た
。

再
保
険
特
約
に
よ

っ
て
、
Ａ
社
は
、
内
国
歳
人
法
典
上
の
保
険
会
社
と
し
て
の
適
格
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
か
ら
、
小
生
命
保
険

会
社
控
除

ａ
ヨ
』
】序
一●
∽民
８
８
８
日
も
営
ヽ
計
〓
ｏき
じ

を
適
用
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
歳
人
庁
は
、
再
保
険
特
約
に
よ

っ
て
、
Ａ
社
が
保
険
会
社
と
し
て
課
税
上
の
適
格
を
得
た
こ
と
か
ら
、
当
該
特
約
に

よ
り
租
税
回
避
の
結
果
と
な
る
と
示
し
た
。
具
体
的
に
は
、
小
生
命
保
険
会
社
控
除
の
適
用
に
よ

っ
て
、
Ａ
社
は
、

一
九
八
六
年
か
ら

一
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九
八
八
年
に
お
い
て
、
約

一
一
五
万
ド
ル
の
税
負
担
を
免
れ
た
こ
と
か
ら
、
当
該
特
約
は
、
納
税
者
に
関
し
て
租
税
回
避
の
結
果
と
な
る（８６

）

と
判
断
し
た
。
ま
た
、
Ａ
社
は
、
約

一
一
五
万
ド
ル
の
税
負
担
を
免
れ
た
が
、
Ａ
社

に
移
転
さ
れ
た
引
受
保
険
金
額

ｓ
日
ｏＥ
３
〓
升

ヨ
●
浄
ｌ
ｏｅ

は
最
小

Ｆ
」・
Ｆ
と

で
あ
る
と
し
た
。

さ
ら
に
、
歳
入
庁
は
、
Ａ
社
は
、
再
保
険
特
約
の
受
再
者
で
あ
る
Ａ
社
に
移
転
さ
れ
た
引
受
保
険
金
額
を
査
定
し
た
証
拠
を
提
出
で
き

な
か
っ
た
と
し
、
そ
れ
以
上
に
、
Ｂ
社
と
Ｃ
社
の
関
係
、
Ａ
社
が
買
収
さ
れ
る

一
ヶ
月
前
に
二
番
目
の
再
保
険
特
約
が
終
了
し
た
理
由
等

に
つ
い
て
の
十
分
な
説
明
等
が
Ａ
社
か
ら
な
か
っ
た
と
し
た
。

こ
れ
ら
の
歳
入
庁
の
見
解
に
対
し
て
、
Ａ
社
は
、
問
題
と
な

っ
て
い
る
再
保
険
特
約
は
、
八
四
年
改
正
説
明
に
小
さ
れ
て
い
る
安
全
港

（８７
）
　

　

（８８
）

（承
認
領
域
）
の
項
日

δ
慾
一ヨ
「０
９
ｏ「〓
３
し

に
該
当
す
る
こ
と
か
ら
、
八
四
五
条
は
適
用
さ
れ
な
い
と
主
張
し
た
。

Ａ
社
の
主
張
に
対
し
て
、
歳
人
庁
は
、
八
四
年
改
正
説
明
の
安
令
港
の
項
目
は
、
リ
ス
ク
や
分
配
の
割
合
に
応
じ
て
、
出
再
者
及
び
受

再
者
の
間
に
お
い
て
、
費
用

・
所
得
が
分
配
さ
れ
る
場
合
に
適
用
さ
れ
る
と
し
た
。
た
だ
、
問
題
と
な

っ
て
い
る
再
保
険
特
約
に
お
い
て

は
、
保
険
料
や

Ｂ
社

の
再
保
険

の
支
払
を
確
保
す
る
た
め
、
Ｂ
社
と
Ｃ
社

の
契
約
に
よ
り
設
定
さ
れ
た
条
件
付
第
二
者
預
託
勘
定

（
８９
）

雰
●『０１
８
８
Ｅ
こ

の
資
金
に
係
る
利
子
や
譲
渡
益
の
七
五
％
か
ら
年
金
給
付
や
死
亡
保
険
金
の
金
額
等
を
差
し
引

い
た
残
額
で
あ
る
経
験

割
戻
金
に
関
し
て
、
仮
に
、
プ
ラ
ス
で
あ

っ
た
場
合
、
Ｂ
社
に
償
還
さ
れ
る
が
、
他
方
、
当
該
利
子
等
の
二
五
％
の
み
が
Ａ
社
に
帰
属
す

る
と
い
っ
た
内
容
で
あ

っ
た
た
め
、
Ｂ
社
に
対
し
て
当
該
特
約
に
係
る
利
益
を
不
均
衡
な
割
合
で
配
分
す
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
こ
と

か
ら
、
当
該
特
約
は
、
八
四
年
改
正
説
明
の
安
全
港
の
項
目
に
該
当
し
な

い
と
し
た
。
そ
の
上
で
、
歳
入
庁
は
、
当
該
特
約
に
よ
り
Ａ
社

が
享
受
し
た
税
務
上
の
利
益
は
、
Ａ
社
が
負

っ
た
最
小
の
リ
ス
ク
と
比
較
し
て
不
均
衡
な
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
該
特
約
に
よ
り
八

四
五
条

↑

）
に
規
定
す
る
重
大
な
租
税
回
避
の
結
果
と
な
る
と
し
た
。
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結
論
と
し
て
、
歳
入
庁
は
、
八
四
五
条
に
基
づ
き
、
Ａ
社
が
八

一
六
条
の
生
命
保
険
会
社
と
し
て
の
適
格
を
有
す
る
か
ど
う
か
を
判
断

す
る
上
で
、
問
題
と
な

っ
て
い
る
再
保
険
特
約
は
、
否
認

ε
】のお
”
”『ｅ

さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
判
断
し
た
。

（
９０
）

３

「
『イ
”
お
Ｆ
澪
ｑ
”
曇
●
”
綸
８
８
い
に
つ
い
て

納
税
者
で
あ
る
Ｔ
社

２
国
法
人
）
は
、
米
国
の
市
民
権
を
有
す
る
個
人

（関
連
者
）
の
五
人
に
よ

っ
て
保
有
さ
れ
て
い
る
被
支
配
外
国

（９‐
）

法
人

∂
ｏ・ぎ
】】ａ

お
ユ
雹

８
０
０『”Ｌ
８
）
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
Ａ
社

貫
州
法
人
）
の
事
業
は
、
自
動
車
販
売
で
あ
り
、
株
主
は
Ｔ
社
と
同
じ

（
９２
）

で
あ

っ
た
。
Ａ
社
は
、
顧
客
に
対
し
て
、
Ｂ
社

（非
関
連
者
の
生
命
保
険
会
社
）
と
共
同
で
信
用
生
命
保
険

∂
『ｏ争

瞑
ｏ
【●
∽１
８
●９

や
信
用
傷

（
９３
）

害
医
療
保
険

∂
『ｏ肇

８
●】０●二
‥
ヽ
Ｆ
“Ｆ

【５
∽日
営
ｏ２

の
販
売
を
行

っ
て
い
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
生
命
保
険
等
に
関
し
て
、
Ｂ
社
が
信
用

生
命
保
険
の

一
定
金
額
以
上
の
金
額
の
支
払
や

一
定
金
額
以
上
の
信
用
傷
害
医
療
保
険
の
支
払
の
リ
ス
ク
を
保
有
し
つ
つ
、
当
該
保
険
に

係
る
他
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
Ｂ
社
と
Ｔ
社
は
、
再
保
険
特
約
を
締
結
し
た
。

（
９４
）

な
お
、
再
保
険
特
約
の
発
効
日

筋
力
発
生
旦

（ｏ序
ｏオ
ｏ
３
こ

に
つ
い
て
、
信
用
生
命
保
険
に
関
し
て
は
、
新
規
加
入

（保
険
証
券
の
発

⌒
９５
）

行
）
を
基
準

ξ
∽
π
ｃ
ａ

ｇ
静
）
と
し
て
、
Ｔ
社
は
保
険
金
額
の
全
額
を
準
備
金
と
し
、
他
方
、
信
用
傷
害
医
療
保
険
に
関
し
て
、
経
過
保

（
９６
）

険
料
を
基
準

ｓ
Ｘ
営
】ａ

ｇ
静
）
と
し
、
未
払
保
険
料
に
関
す
る
部
分
に
つ
い
て
、
Ｂ
社
が
準
備
金
と
し
て
維
持
す
る

Ｆ
餞
●
Ｓ
Ｅ

も
の

で
あ

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
場
合
、
八

一
六
条
に
規
定
す
る
Ｔ
社
の
生
命
保
険
準
備
金

０
滞

，
∽●
轟
●８
８
∽０コ
０３

に
つ
い
て
、
再
保
険
特
約
に
基
づ
い

て
計
算
し
た
場
合
、
生
命
保
険
準
備
金
に
該
当
し
な
い
準
備
金
は
存
在
せ
ず
、
結
果
と
し
て
、
生
命
保
険
準
備
金
に
含
ま
れ
る
準
備
金
が

総
準
備
金
の
五
〇
％
以
上
を
占
め
る
こ
と
か
ら
、
内
国
歳
入
法
典
上
、
Ｔ
社
に
つ
い
て
、
生
命
保
険
会
社
と
し
て
八
〇
六
条
に
基
づ
き
小



79(37-1-79)米 国における再保険と11税「J避―内国歳入法典八ツЧ ri条 の検討を通して一 (里 r一色)

生
命
保
険
会
社
控
除
の
適
用
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

ま
た
、
ｃ
Ｓ

Ｒヽ

∽
ざ
ゞ
ξ

，
ｓ
∽ミ
ミ
ミ
い
ヽ

き
終
磯
ミ
ヽ
ｏ
町

に
お
い
て
、
連
邦
最
高
裁
は
、
再
保
険
特
約
が
事
業
目
的
を
有
す
る
こ
と

を
理
由
に
、
本
件
の
事
案
と
同
様
の
準
備
金
の
計
算
を
認
め
る
と
の
判
断
を
示
し
て
い
た
。

た
だ
、
歳
入
庁
は
、
Ｏ
Ｓ
゛
ヽ
∽
ざ
諄

ゞ
（
ゞ
ｓ
∽ミ
ミ
ヽ
い
ヽ

き
顔
ミ
ミ
ヽ
３
・
の
連
邦
最
高
裁
の
判
断
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
八
四
五
条
に
基

づ
き
、
再
保
険
特
約
に
よ
り
重
大
な
租
税
回
避
の
結
果
と
な
る
場
合
、
再
配
分
の
権
限

↑
ｏ”】一ｏ●“Ｌ
８

８
，

８
こ

を
行
使
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
し
た
。
ま
た
、
八
四
年
改
正
説
明
を
引
用
し
つ
つ
、
当
該
権
限
の
行
使
に
当
た
り
、
事
業
目
的
等
は
無
関
係
で
あ
る
と
し
て
、
本

件
の
事
案
と
類
似
の
準
備
金
の
計
算
を
容
認
し
た

ｑ
ヽ
き
ヽ
∽
き
おヽ
ヽ
３
ｓ
∽ミ
ミ
ヽ
い
ヽ

き
終
ξ
ミ
ヽ
３
・
は
、
八
四
五
条
の
行
使
の
妨
げ
に

な
ら
な
い
と
示
し
た
。

そ
の
上
で
、
歳
人
庁
は
、
信
用
生
命
保
険
と
信
用
傷
害
医
療
保
険
に
係
る
再
保
険
特
約
の
発
効
Ｈ
の
違
い
に
よ

っ
て
、
八

一
六
条
や
八

〇
六
条
に
基
づ
き
、
Ｔ
社
は
、
生
命
保
険
会
社
の
適
格
を
有
す
る
こ
と
と
な
り
、
小
生
命
保
険
会
社
控
除
を
適
用
で
き
た
も
の
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
当
該
控
除
の
適
用
の
結
果
は
、
Ｔ
社
の
再
保
険
特
約
に
係
る
所
得
を
低
い
税
率
の
課
税
段
階
に
移
転
し
た
こ
と
に
類
似
し
て
い

る
と
し
て
、
当
該
特
約
に
よ
り
租
税
同
避
の
結
果
と
な
る
と
示
し
た
。

さ
ら
に
、
租
税
回
避
の
結
果
が
重
大
で
あ
る
か
否
か
の
点
に
つ
い
て
、
仮
に
、
Ｔ
社
が
、
直
接
、
信
用
生
命
保
険
と
信
用
傷
害
医
療
保

険
を
引
受
け
た
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
税
務
上
の
利
益

（小
生
命
保
険
会
社
控
除
の
適
用
）
を
享
受
で
き
な
か

っ
た
こ
と
か
ら
、
再
保
険
特
約

に
よ
り
租
税
回
避
の
結
果
は
重
大
で
あ
る
と
し
た
。

結
論
と
し
て
、
八
四
五
条
に
基
づ
き
、
八

一
六
条
に
お
い
て
Ｔ
社
が
生
命
保
険
会
社
と
し
て
の
適
格
を
有
す
る
か
否
か
を
判
断
す
る
上

（９８
）

で
、
信
用
傷
害
医
療
保
険
に
係
る
米
経
過
保
険
料
積
立
金

ε
・８
日
＆
「
０日
【●ヨ
お
∽ｏａ
ｇ

は
、
Ｔ
社
に
帰
属
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
判
断
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し
た
。

な
お
、
八
四
五
条

↑

）
の
重
大
な
租
税
回
避
の
結
果
と
な
ら
な

い
と
さ
れ
た
再
保
険
特
約
の
事
例
と
し
て
、
「
ュ
≦
８

Ｆ
諄
ｑ

”
曇
●
”

（硼
）

Φ
３
８
肺
が
あ
る
。
当
該
事
案
は
、
納
税
者
の
Ｔ
社
が
、
Ｅ
生
命
保
険
会
社
と
総
括
引
受
再
保
険

（協
約
）
雰
∽●
ヨ
〓
８

ａ
●
∽〓
営
ｏｃ

を
締

結
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。
な
お
、
Ｅ
社
は
、
財
産
保
管
人

８
ｏ・
∽ｏ，

， 一測

で
あ
る
Ａ
州
の
保
険
監
督
官
の
下
、
更
生
中
で
あ
り
、
当
該
協

約
は
、
Ｅ
社
の
更
生
計
画
に
基
づ
き
締
結
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
結
論
と
し
て
、
歳
入
庁
は
、
再
保
険
協
約
に
よ

っ
て
、
た
と
え
、
課
税
上
、
Ｔ
社
が
生
命
保
険
会
社
と

し
て
の
適
格
を
有
す
る
と
し
て
も
、
Ｅ
社
の
更
生
計
画
の

一
部
で
あ
る
当
該
協
約
に
よ
り
、
重
大
な
租
税
回
避
の
結
果
と
な
ら
な

い
と
判

断
し
た
。

次
に
、
八
四
五
条
に
係
る
唯

一
の
判
決
に
つ
い
て
概
観
し
て
い
く
。

（肥
）

〓
一　
ギ
”
コ
∽
Ｑ
ｔ

〓
お

ョ
∽
電
お
、
ｏ
ｏ
５
０
ｏ
ョ
ョ
お
∽
ざ
お
Ｑ

に
つ
い
て

１
　
事
実

の
概
要

（再
保
険
特
約
の
概
要
等
）
に
つ
い
て

原
告

の
納
税
者

で
あ
る

↓
『曽
∽
Ｑ
ｅ

ｒ
静

Ｆ
〓
３
君
①
ｏ
ｏ
日
Ｒ
●
く

（以
下
、
〒

社
」
又
は

月

”ヽ３

０
■
社
」
と
Ｔ
つ
。
）
は
、

ア
リ
ゾ
ナ
州

（鵬
）

内
に
お
い
て
、
就
業
不
能

（所
得
補
償
）
保
険

ε
ご
げ
一辱

】●
∽●
『”●
ｏ９

等
の
生
命
保
険
を
販
売
し
て
い
た
八

一
六
条

（
３

に
規
定
す
る
生

命
保
険
会
社
で
あ

っ
た
。

Ｔ
社
と
非
関
連
者
で
あ
る
↓
ぎ

〇
臣
ａ
一曽

ピ
Ｆ

Ｆ
響
『８
８

ｏ
ｏ
日
罵
長

３
と
お
コ．８

（以
下

ご

社
」
と
で
つ
。）
と
の
間
に
お
い
て
、　
一

九
八
八
年
と

一
九
八
九
年
に
締
結
さ
れ
た
一
＾
つ
の
再
保
険

（再
々
保
険
）
Ｆ
暉
ｏｏｏ多
輌
））
特
約

（以
下
、
「本
件
特
約
」
と
で
つ
。）
が
本
件
に
お
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い
て
問
題
と
な

っ
た
。

本
件
特
約
は
、
剰
余
金
救
済
型
再
保
険

ａ
●
色
易
Ｌ
ヽ
ュ
●
∽●
」ヽ
鰤
））
で
あ
咆
ヽ
当
該
特
約
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
、　
一
九
八
八
年

の
再
保
険
特
約

（再
々
保
険
特
約
）
は
、
Ｇ
社
が
、
Ｃ
●
【一の
０
「
月
日
の
目
お

Ｆ
〓
Ｅ
”
Ｒ

ｏ
ｏ
日
ｏ
日
く
（以
ド

「Ｕ
Ｐ
Ｌ
社
」
と
で
つ
。）
等
と
結
ん

だ
再
保
険
特
約
に
関
し
て
、
当
該
特
約
の
九
五
％
を
引
き
受
け
る
も
の
で
あ
り
、
Ｇ
社
は
Ｔ
社
に
対
し
て
保
険
料
を
支
払
う
こ
と
と
さ
れ

た
。ま

た
、　
一
九
八
九
年
の
再
保
険
特
約

（再
々
保
険
特
約
）
は
、
Ｇ
社
が
、
Ｕ
Ｐ
Ｌ
社
と
結
ん
だ
再
保
険
特
約
に
関
し
て
、
当
該
特
約
の
三

〇
％
を
引
き
受
け
る
も
の
で
あ

っ
た
ｃ
Ｇ
社
は
Ｔ
社
に
対
し
て
、
保
険
料
を
支
払
う
こ
と
と
さ
れ
た
。

他
方
、
Ｔ
社
は
Ｇ
社
に
対
し
て
、
Ｇ
社
が
引
き
受
け
た
再
保
険
に
係
る
生
命
保
険
等
に
関
し
て
保
険
証
券
所
持
人

（契
約
者
）
に
死
亡

給
付
金
が
支
払
わ
れ
た
場
合
、
償
還

（支
払
）
Ｆ
一ヨ
げ
ｃ
一細
一
を
行
う
も
の
と
さ
れ
、
ま
た
、
Ｔ
社
が
Ｇ
社
に
対
し
て
、

一
〇
〇
万
ド
ル
の

出
再
手
数
料
を
支
払
う
こ
と
と
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
本
件
特
約
に
お
い
て
、
再
保
険
特
約
に
付
さ
れ
た
保
険
が
利
益
と
な
る
場
合
、
Ｔ
社
は
、
出
再
手
数
料
等
に
相
当
す
る
金
額

を
受
領
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
経
験
割
戻
金
に
よ

っ
て
、
Ｔ
社
は
、
利
益
の

一
〇
％
、
Ｇ
社
は
、
残
り
の
九

〇
％
を
受
領
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
。
な
お
、
仮
に
、
当
該
利
益
が
、
十
分
で
は
な
い
場
合
に
は
、
Ｔ
社
は
、
損
失
を
被
る
こ
と
に
な

る
内
容
で
あ

っ
た
。

本
件
特
約
の
締
結
の
目
的
と
し
て
、
Ｇ
社
は
、
リ
ス
ク
の
担
保

言
算
８
く０「”∞
２

と
剰
余
金
救
済

Ｆ
〓
置
５
Ｌ
ュ
）
を
得
る
こ
と
で
あ

り
、
ま
た
、
Ｇ
社
が
Ｔ
社
に
対
し
て
支
払
う
保
険
料
と
Ｇ
社
が
受
領
す
る
保
険
料
の
差
額
で
あ
る
利
鞘
を
受
領
す
る
こ
（型

で
も
あ

つ
た
ｏ

（朋
）

一
方
、
Ｔ
社
は
、
利
益
を
生
じ
る
債
務
者
信
用
就
業
不
能
保
険
業

δ
『ｏ争

ｅ
∽”げ
一】辱

ｇ
旨
ｏを

の
維
持
、
投
資
収
益
を
生
じ
る
債
務
者
信
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（
１１０
）

用
就
業
不
能
保
険
に
係
る
資
産
の
保
持
、
内
国
歳
人
法
典
上
の
基
準
を
満
た
す
た
め
に
必
要
な
生
命
保
険
準
備
金

０
序

お
りｏコ
Ｃ

を
得
る

こ
と
に
よ

っ
て
、
生
命
保
険
会
社
と
し
て
の
地
位
を
維
持
す
る
こ
と
、
あ
る
い
は
、
保
険
料
等
を
獲
得
す
る
こ
と
で
あ

っ
た
。

な
お
、
内
国
歳
入
法
典
の
生
命
保
険
準
備
金
の
割
合
の
計
算
上
、
仮
に
、
本
件
特
約
に
係
る
準
備
金
が
生
命
保
険
準
備
金
と
し
て
扱
わ

れ
な
い
場
合
、　
一
九
八
九
年
か
ら

一
九
九
二
年
を
通
じ
て
、
Ｔ
社
は
、
八

一
六
条
の
規
定
す
る
生
命
保
険
準
備
金
等
が
準
備
金
の
五
〇
％

以
上
と
の
要
件
を
満
た
さ
ず
、
結
果
と
し
て
、
内
国
歳
人
法
典
上
、
生
命
保
険
会
社

０
静

〓
∽口
『“●
８
８
日
つ●●じ

と
し
て
の
適
格
を
有
し

な
い
こ
と
と
な
る
状
況
で
あ

っ
た
。

た
だ
、
本
件
特
約
に
よ

っ
て
、
繰
越
控
除
の
期
間
の
延
長
、
通
常
所
得
を
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
ヘ
の
変
更
等
の
所
得
の
種
類
の
変
更
、

国
内
か
ら
外
国

へ
の
源
泉
地
の
変
更
等
は
な
か

っ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

本
件
特
約
に
よ
り
、
Ｔ
社
は
、
八

一
六
条
の
生
命
保
険
会
社
と
し
て
の
適
格
を
有
す
る
こ
と
と
な

っ
た
た
め
、
結
果
と
し
て
、
八
〇
六

条
に
基
づ
い
て
、
小
生
命
保
険
会
社
控
除
を
適
用
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
歳
入
庁
は
、
調
査
に
基
づ
き
、
本
件
特
約
に
よ
り
、
Ｔ
社
に
関
し
て
、
八
四
五
条
に
規
定
す
る
重
大
な
租
税
回
避
の

結
果
と
な
る
と
判
断
し
た
。
ま
た
、
租
税
回
避
の
結
果
を
排
除
す
る
た
め
に
本
件
特
約
を
調
整
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
Ｔ
社
は
、
八

一
六

条
の
生
命
保
険
会
社
と
し
て
の
適
格
を
有
し
な
い
こ
と
か
ら
、
Ｔ
社
の
小
生
命
保
険
会
社
控
除
の
適
用
を
否
認
し
た
。
こ
の
否
認
に
基
づ

き
、
Ｔ
社

に
対
し
て
、

一
九
八
九
年
か
ら

一
九
九
二
年
の
不
足
税
額
が
合
計
約

一
七
九
万
ド
ル
等

の
査
定
を
行

い
、
不
足
税
額
告
知

Ｆ
ｏＬ
８
８
計
い
浄
●
Ｏ
）
を
通
知
し
た
。
当
該
告
知
を
受
領
し
た
Ｔ
社
は
、
歳
入
庁
長
官
を
被
告
と
し
て
訴
え
を
租
税
裁
判
所
に
提
起
し
、

（
‐‐３
）

税
額
の
再
決
定

↑
ｏ」ｏけｏ目
】●ｃ

を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。
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２
　
争
点
及
び
当
事
者
の
主
張
に
つ
い
て

本
件
に
お
け
る
主
た
る
争
点
は
、
本
件
特
約
に
よ
り
、
Ｔ
社
に
関
し
て
、
八
四
五
条

Ｔ
）
に
規
定
す
る
東
大
な
租
税
回
避
の
結
果
と

（‐‐４
）

な
る
と
歳
入
庁
が
判
断
し
た
こ
と
が
、
裁
―‐ｔ
の
濫
川
に
当
た
る
か
否
か
で
あ

っ
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
本
件
特
約
に
よ

っ
て
、
Ｔ
社
が
八

〇
六
条
の
小
生
命
保
険
会
社
控
除
を
適
用
し
、
税
務
上
の
利
益
を
一早
受
し
た
こ
と
か
ら
、
Ｔ
社
に
関
し
て
、
本
件
特
約
に
よ
り
重
大
な
租

税
回
避
の
結
果
と
な
る
の
か
否
か
の
点
が
問
題
と
な

っ
た
。

歳
人
庁
は
、
本
件
特
約
に
よ

っ
て
、
小
生
命
保
険
会
社
控
除
に
よ
り

Ｔ
社
が
得
る
利
益
に
比
し
て

ε
『ｏつｏ簿
】８
●こ

、
Ｔ
社
に
対
し
て
、

（
‐‐５
）

生
命
保
険
の
リ
ス
ク
が
移
転
さ
れ
て
い
な
い
と
し
て
、
Ｔ
社
が
当
事
者
で
あ
る
本
件
特
約
に
つ
い
て
は
、
重
大
な
租
税
回
避
の
結
果
と
な

る
と
主
張
し
た
。

こ
の
主
張
に
対
し
て
、
Ｔ
社
は
、
本
件
特
約
に
よ

っ
て
、
Ｔ
社
に
生
命
保
険
の
リ
ス
ク
が
移
転
す
る
も
の
で
あ
り
、
本
件
特
約
に
よ

り
、
重
大
な
租
税
回
避
の
結
果
と
な
ら
な
い
と
反
論
し
た
。

ま
た
、
歳
入
庁
は
、
Ｔ
社
が
、
本
件
特
約
を
締
結
し
た
唯

一
の
理
由
は
、
小
生
命
保
険
会
社
控
除
の
利
益
の
た
め
に
生
命
保
険
会
社
と

し
て
の
適
格
を
得
る
こ
と
で
あ
る
と
主
張
し
、
さ
ら
に
、
本
件
特
約
に
つ
い
て
は
、
節
税

（野

∽̈盟
員
）
を
除
け
ば
、
名
Ｈ
上
の
利
益
以

上
の
何
ら
の
利
益
を
Ｔ
社
に
対
し
て
、
も
た
ら
す
こ
と
を
予
定
し
て
い
た
も
の
で
は
な
い
と
主
張
し
た
。

他
方
、
Ｔ
社
は
、
小
生
命
保
険
会
社
控
除
を
享
受
す
る
こ
と
は
、
八
四
五
条

〓

）
に
規
定
す
る
重
大
な
租
税
同
避
の
結
果
と
な
る
も

（
‐‐６
）

の
で
は
な
く
、
本
件
特
約
に
つ
い
て
は
、
有
効
で
実
質
的
な
事
業
上
の
目
的

↑
巴
】０
８
０
β
０
３
５
８
ｇ
争
ｏあ
Ｅ
Ｃ
ｏ∽こ

を
有
す
る
と
ｌｉ
張

し
た
。

（‐‐７
）
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

⌒
‐‐８
）
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（‐‐９
）

租
税
裁
判
所
は
、
剰
余
金
救
済
型
再
保
険
の
概
要
、
経
験
割
一戻
金
の
条
項
や
経
験
勘
定
残
高
、
リ
ス
ク
移
転
と
再
保
険
の
関
係
等
の
再
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保
険
特
約
に
関
す
る

一
般
的
な
内
容
を
概
観
し
た
上
で
、
仮
に
、
再
保
険
特
約
に
係
る
片
方
あ
る
い
は
両
当
事
者
に
よ

っ
て
享
受
さ
れ
る

税
務
上
の
利
益
が
移
転
さ
れ
た
リ
ス
ク
に
比
し
て
不
均
衡
で
あ
る
な
ら
ば
、
租
税
回
避
の
結
果
は
重
大
で
あ
る
と
し
た
八
四
年
改
正
説
明

（
‐２０
）

を
引
用
し
た
。
そ
の
上
で
、
租
税
裁
判
所
は
、
八
四
年
改
正
説
明
に
お
い
て
示
さ
れ
た
基
準
は
、
特
約
の
経
済
的
実
質
に
着
目
す
る
も
の

で
あ
り
、
八
四
年
改
正
説
明
の
七

つ
の
要
素
が
本
件
特
約
の
経
済
的
実
質
を
判
断
す
る
上
で
参
考
に
な
る
と
し
て
、
七
つ
の
要
素
と
本
件

（皿
）

事
案
を
判
断
す
る
上
で
関
連
す
る
要
素
を
分
析
し
、
本
件
特
約
に
よ
り
重
大
な
租
税
回
避
の
結
果
と
な
る
か
否
か
の
検
討
を
行

っ
た
。

な
お
、
租
税
裁
判
所
は
、
八
四
五
条
は
、
四
八
二
条
と
同
様
に
歳
入
庁
長
官
に
広
範
囲
な
裁
量

ａ
π

ｏヽＬ
ｏし

を
付
与
し
て
い
る
こ
と

（Ｗ
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（‐２３
）

か
ら
、
歳

人

庁

長
官

の
判

断

が
、
恣

意

的

ξ
登
言
晏
）
や
気

ま

ぐ

れ

お
”も
】ヽ３
こ

等

で
な

い
限

り
、
歳

人
庁

長

官

の
認
定

ａ
ｏけ
目
【●
き
ｏし

を
認
め
る

δ
房
ュ
こ

と
言
及
し
た
。

３
　
租
税
裁
判
所
の
判
断
に
つ
い
て

⌒昴
）

０
　
再
保
険
に
付
さ
れ
た
保
険
契
約
の
経
過
年
数

（経
過
期
間
　
継
続
期
間
）
又
は
年
数

０
」「“Ｌ８
９
＞
器
Ｒ
ω
Ｌ∽】●ｏあ
器
一●∽●８
３

に
つ

い
て

本
件
特
約
に
付
さ
れ
た

一
時
払
据
置
年
金
の
保
険
契
約
の
期
間
が
数
年
間
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
Ｔ
社
は
利
益
を
見
込
め
る
こ
と
が
予
想

す
る
こ
と
が
で
き
る

一
方
、
出
再
手
数
料
の
交
渉
を
通
じ
て
、
移
転
さ
れ
る
リ
ス
ク
を
最
小
に
で
き
る
と
歳
人
庁
は
主
張
し
た
。

し
か
し
、
租
税
裁
判
所
は
、
本
件
に
お
い
て
、
年
数
の
経
過
し
た
保
険
に
係
る
再
保
険
に
つ
い
て
は
、
新
規
の
保
険
で
あ
る
場
合
よ
り

も
、
結
果
と
し
て
、
よ
り
大
き
な
リ
ス
ク
が
移
転
す
る
と
示
し
た
。
本
件
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
保
険
に
つ
い
て
、
当
該
保
険
の
解
約
料
に

つ
い
て
、
保
険
の
年
数
が
経
過
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
低
く
な
る
た
め
、
保
険
の
解
約
を
遅
ら
せ
よ
う
と
の
意
図
が
働
く
と
考
え
ら
れ
、
ま
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た
、
解
約
料
が
低
く
な

っ
た
後
に
当
該
保
険
の
解
約
の
制
合
が
高
ま
る
こ
と
、
ま
た
、
保
険
の
年
数
が
経
過
す
る
ほ
ど
、
Ｔ
社
の
被
る
損

失
の
リ
ス
ク
が
増
大
す
る
と
の
専
門
家
の
意
見
を
踏
ま
え
、
０
に
つ
い
て
は
、
Ｔ
社
に
有
利
で
あ
る

（雪
ｏこ

と
判
断
し
た
。

０
　
再
保
険
に
付
さ
れ
た
保
険
契
約
の
性
質

８
，”ヽ
”ｏけ
８
ａ
ｃ，
ｏ∽∽
″
【●∽●いｏｅ

に
つ
い
て

歳
人
庁
は
、
再
保
険
に
付
さ
れ
た
保
険
契
約
に
つ
い
て
、
保
険
料
が

一
括
の
一
時
払
い
で
あ
る

一
時
払
据
置
年
金

Ｓ
Ｐ
Ｄ
全

や
一

（Ｊ
）

時
払
終
身
保
険

Ｓ

Ｐ
ｗ
Ｌ

δ
】品
【ｏ
「
ｏユ
●
ヨ
■
す
ｏ一■
”こ
）
で
あ
り
、
長
期
間
の
準
備
金
が
生
じ
る
こ
と
か
ら
、
租
税
回
避
に
つ
な
が
る
旨

を
主
張
し
た
。

（Ⅲ
）

し
か
し
、
租
税
裁
判
所
は
、
ま
ず
、
八
四
年
改
正
説
明
に
お
い
て
、
毎
年
更
新
式
生
命
保
険

マ

Ｒ
Ｔ
Ｌ
Ｉ

ｃ
ｏＬ
く
ｏヽ●
２
”げ
】２
８
三
澤

（瀾
）

フ
●
「”●
ｏ２

の
共
同
保
険
に
つ
い
て
、
当
該
共
同
保
険
に
お
い
て
、
長
期
間
の
準
備
金
の
移
転
を
伴
わ
な

い
こ
と
か
ら
、

一
般
的
に
重
大

（
‐３０
）

な
租
税
回
避
の
結
果
と
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
言
及
し
た
。
ま
た
、
毎
年
史
新
式
生
命
保
険
が
関
係
す
る
再
保
険
特
約
に
お
い

て
、
受
再
者
は
、
長
期
間
の
準
備
金
を
設
定
せ
ず
、
毎
年
の
リ
ス
ク
の
引
受
け
に
応
じ
た
保
険
料
を
受
領
す
る
こ
と
か
ら
、
当
事
者
に
お

い
て
毎
年
の
保
険
料
等
に
つ
い
て
交
渉
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
上
で
、
本
件
に
お
い
て
、
準
備
金
の
大
部
分
が
Ｇ
社
に
お
い
て

保
有
さ
れ
、
Ｔ
社
に
移
転
す
る
も
の
で
は
な
い
と
す
る
専
門
家
の
意
見
を
踏
ま
え
、
本
件
特
約
が
、
毎
年
更
新
式
生
命
保
険
の
再
保
険
と

類
似
す
る
も
の
と
し
て
、
０
に
つ
い
て
は
、
Ｔ
社
に
有
利
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

０
　
潜
在
的
な
利
益
と
経
験
料
率
の
決
定

Ｏ
ｏ（の目
一ュ
品
Ｆ
一ｏ３
”】「
「ｏ「一３
ａ
Ｗ
ｏ３
ｏ●８
Ｐ
（一品
）
に
つ
い
て

歳
人
庁
は
、
本
件
特
約
の
保
険
料
の
構
造
は
、
貸
付
の
特
約
で
あ

っ
て
、
経
験
勘
定
残
高

Ｅ
Ａ
Ｂ

δ
ｘｏ３
ｏ●８
”ｏ８
Ｅ
３
計
●●ｏ
こ

が
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ゼ
ロ
と
な

っ
た
場
合
に
、
本
件
特
約
は
終
了
す
る
も
の
で
あ
り
、　
一
二

一％
の
保
険
料
と
交
換
に
Ｔ
社
が
、
自
社
の
剰
余
金
を
Ｇ
社
に
対

し
て
貸
し
出
し
た
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
た
。

し
か
し
、
租
税
裁
判
所
は
、
歳
入
庁
の
議
論

・
結
論
を
裏
付
け
る
記
録
が
な
い
と
し
た
上
で
、
Ｔ
社
の
損
益
は
、
本
件
特
約
が
終
了
し

た
時
点
の
み
に
お
い
て
確
実
な
も
の
に
な
る
と
し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
本
件
特
約
に
お
い
て
、
Ｇ
社
が
継
続
す
る
限
り
、
Ｔ
社
は
終

了
を
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
こ
と
や
Ｔ
社
は
、
本
件
特
約
に
付
さ
れ
た
生
命
保
険
の
保
険
契
約
者
の
死
亡
、
解
約
等
の
リ
ス
ク
に
さ
ら
さ

れ
て
お
り
、
Ｇ
社
の
選
択
に
よ

っ
て
は
、
収
入
よ
り
も
Ｔ
社
に
損
失
が
残
り
う
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
種
の
再
保
険
特
約

（Ｂ
）

に
お
い
て
、　
一
二

一％
の
保
険
料
や

一
〇
％
の
利
益
分
配

（Ｅ
匹

ε
ｏヽ摯
∽〓
主
品
）
を
受
領
す
る
こ
と
は
、　
一
般
的
な
数
値
で
あ
る
と
の

専
門
家
の
意
見
を
採
用
し
、
０
に
つ
い
て
は
、
Ｔ
社
に
有
利
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

０
　
特
約
の
経
過
年
数

（経
過
期
間
・
継
続
期
間
）
８
日
〓
８
Ｒ
＞
彎『ｏｏ日
８
ｃ

に
つ
い
て

歳
入
庁
は
、

一
九
八
八
年
の
再
保
険
特
約
は
、
新
し
い
関
係
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
約
六
ヶ
月
間
の
短
い
も
の
で
あ

っ
た

事
実
は
、
租
税
回
避
の
結
果
と
な
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
た
。

し
か
し
、
租
税
裁
判
所
は
、　
一
九
八
八
年
の
再
保
険
特
約
は
、
新
し
い
関
係
に
よ
り
生
じ
た
も
の
で
あ
る
が
、
当
該
特
約
の
経
過
年
数

（経
過
期
間

継
続
期
Ｕ

は
、
限
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
Ｔ
社
は
、　
一
方
的
に
当
該
特
約
を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
と
認
め
た
。
ま

た
、
当
該
特
約
が
比
較
的
に
短
期
間
と
な

っ
た
理
由
は
、
Ｇ
社
の
判
断
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
Ｔ
社
が
関
与
し
た
も
の
で
は
な
か

っ
た
と

し
、
さ
ら
に
、
当
該
特
約
に
お
い
て
、
特
約
の
当
事
者
が
収
入
、
費
用
及
び
利
益
の
配
分
の
調
整
を
可
能
に
す
る
経
験
料
率
に
係
る
条
項

が
規
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
、
０
に
つ
い
て
は
、
Ｔ
社
に
有
利
で
あ
る
と
判
断
し
た
。
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ω
　
再
保
険
特
約
を
終
了

露
理

す
る
権
利
と
終
了

扉
約
）
の
結
果

，
い，一が
浮
ヨ
】●器

営
０
２
●∽ｏｏ」ｏ●８
ｏ「が
目
”●”一ぃｏこ

に
つ
い

て

歳
入
庁
は
、
本
件
特
約

の
書
面

の
条
項
１１
、
Ｔ
社
が

一
方
的

に
本
件
特
約
を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
こ
と
と
、
Ｇ
社
が
当
初

の
期

（
‐３６

）

間

含
肇
笙
Ｒ
３
ｅ

に
本
件
特
約
を
終
了

⌒解
約
）
し
た
場
合
、
Ｇ
社
が
Ｔ
社
に
出
再
保
解
約
手
数
料

↑
ｏｏ”ｏ（ｃ
お
け
２

を
支
払
う
こ
と
を

認
め
て
い
る
が
、
Ｇ
社
は
Ｔ
社
の
要
請
に
基
づ
き
、
本
件
特
約
を
終
了
す
る
と
当
事
者
が
理
解
し
て
い
た
こ
と
や
Ｇ
社
は
Ｔ
社
に
対
し

て
、
本
件
特
約
の
解
約

（終
了
）
に
関
し
て
生
じ
た
損
失
全
額
を
補
填
す
る
意
図
を
有
し
て
い
た
旨
を
主
張
し
た
。

し
か
し
、
租
税
裁
判
所
は
、
記
録

（訴
訟
記
録
）
Ｆ
８
『ｅ

か
ら
は
、
本
件
特
約
の
終
了
等
に
関
し
て
書
面
に
さ
れ
て
い
な
い
理
解
が
存

在
す
る
と
い
う
歳
入
庁
の
主
張
を
一装
付
け
ら
れ
な
い
と
し
た
上
で
、
本
件
特
約
の
条
項
上
、
Ｇ
社
の
選
択
の
み
に
よ

っ
て
、
解
約
が
生
じ

（‐３７
）

る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
本
件
特
約
に
お
い
て
、
八
四
年
改
正
説
明
で
言
及
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
単
な
る
貸
付

（融
資
）
特
約
で
あ
る
払

戻
し

ε
”く０
”ｏこ

の
条
項
は
な
く
、
保
険
契
約
上
の
慣
習
を
反
映
し
た
早
期
の
解
約

（終
二

に
係
る
条
項
が
含
ま
れ
て
い
た
も
の
と
し

て
、
ｍ
に
つ
い
て
は
、
Ｔ
社
に
有
利
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

０
　
相
対
的
な
税
務
上
の
状
態

（状
と

（″
】詳
訂

↓
輿
ざ
∽【亀
麹
）
に
つ
い
て

所
得
や
控
除
の
経
済
的
な
価
値
は
、
保
険
契
約
者
の
税
率
に
よ
る
こ
と
か
ら
、
再
保
険
の
当
事
者
の
相
対
的
な
税
務
上
の
状
況
は
、
租

税
回
避
の
結
果
と
な
る
か
否
か
を
決
定
す
る
上
で
判
断
す
べ
き
要
素
で
あ
る
と
し
た
上
で
、
Ｇ
社
に
つ
い
て
は
、
Ｔ
社
よ
り
も
高

い
税
率

の
課
税
段
階

で
あ
る
と
言
え
る
が
、
こ
の
点

に
つ
い
て
は
、
決
定
的

で
は
な

い

０
い
うｏ
己
ａ
こ

と
し
て
、
因
に
つ
い
て
は
、
中
立

Ｆ
ｏ●
一聖
）
で
あ
る
と
判
断
し
た
。
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０
　
全
般
的
な
財
務
状
況

６
ｏ・ｏこ

「
一●
”●
８
【∽
】ご
営
】ｏ●
２

に
つ
い
て

歳
人
庁
は
、
Ｇ
社
に
つ
い
て
、
債
務
超
過

（支
払
不
能
）
Ｆ
∽ｏマ
ｏう
ｏし

を
免
れ
る
た
め
、
再
保
険
特
約
に
よ
る
剰
余
金
救
済
を
必
要
と

し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
Ｇ
社
の
全
般
的
な
財
務
状
況
は
、
本
件
特
約
が
重
大
な
租
税
回
避
の
結
果
と
の
結
論
を
示
す
も
の
で
あ
る

と
主
張
し
た
。

（
‐４０
）

し
か
し
、
こ
の
主
張
に
対
し
て
、
租
税
裁
判
所
は
、
八
四
年
改
正
説
明
の
例
示
か
ら
債
務
超
過
を
回
避
す
る
場
合
で
な
い
限
り
、
剰
余

金
救
済
に
つ
い
て
、
例
外
な
く
、
重
大
な
租
税
回
避
の
結
果
と
な
る
と
の
否
定
的
な
推
論
は
導
き
出
せ
な
い
と
し
た
。
ま
た
、
本
件
特
約

を
通
じ
て
Ｔ
社
が
行

っ
た
よ
う
な
保
険
会
社
が
増
大
す
る
払
戻
の
債
務
に
備
え
て
剰
余
金
や
資
本
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
は
、　
一
般
的
で
あ

る
と
の
専
門
家
の
意
見
を
採
用
し
、
０
に
つ
い
て
は
、
Ｔ
社
に
有
利
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

ω
　
移
転
さ
れ
た
リ
ス
ク
に
対
し
て
得
ら
れ
た
税
務
上
の
利
益

ａ
弁
り
”・浄
■
２
ぎ

∽ヽ●
∽
↓
銘
Ｐ
●ｏいけ∽
∪
＆
くｏ３

に
つ
い
て

歳
入
庁
は
、
Ｔ
社
が
受
領
し
た
保
険
料
が
Ｇ
社
か
ら
Ｔ
社
に
移
転
さ
れ
た
リ
ス
ク
の
適
切
な
算
定
基
準

↑
汀

む
ｏ『ｏ■
詳
ｏ
日
０”∽●こ

で

（
‐４２
）

あ
る
こ
と
、
ま
た
、
本
件
特
約
に
よ
り
Ｔ
社
が
享
受
し
た
税
務
上
の
利
益
が
小
生
命
保
険
会
社
控
除
で
あ
る
と
し
、
結
論
と
し
て
、
Ｔ
社

が
小
生
命
保
険
会
社
控
除
に
よ
る
税
務
Ｌ
の
利
益
と
同
程
度
の
リ
ス
ク
を
Ｇ
社
は
Ｔ
社
に
移
転
し
て
い
な
い
と
主
張
し
た
。

（
‐４３
）

し
か
し
、
租
税
裁
判
所
は
、
支
払
保
険
料
に
よ

っ
て
移
転
さ
れ
た
リ
ス
ク
の
査
定

ｒ
ｏ●∽●
８
Ｒ
諄
じ

を
行
う
べ
き
と
の
歳
人
庁
の
主

（Ш
）

張
を
退
け
た
。
租
税
裁
判
所
は
、
よ
り
適
切
な
基
準
と
し
て
は
、
税
務
Ｌ
の
利
益

（本
件
に
お
い
て
、
小
生
〈叩
保
険
会
社
控
除
の
適
用
に
よ
る
Ｔ

（
‐４５
）
　

　

　

　

一
‐４６
）

社
の
節
税
）
と
本
件
特
約
に
お
け
る
Ｔ
社
の
損
失
の
恐
れ

（リ
ス
ク
）
（ｏｘｏｏ∽●８
ざ
Ｆ
Ｌ

を
比
較
す
る
こ
と
で
あ
り
、
再
保
険
に
付
さ
れ
た

（
‐４７
）

保
険
契
約
の
額
面
保
険
金
額

３
●
澪
ｏ
“日
０●
ュ
０「
一汀

■
●
∽●
『＆

Ｂ
Ｅ
と

と
当
該
保
険
契
約
を
保
証
す
る
保
険
会
社
の
準
備
金
の
金
額



89(37-1-89)米 国におけるlj保険と利lllL[1避―内国歳人法典八ソЧ li条 の検討を通して一 III一 色,

一  (加
３
０
”日
ｏ●
●”
Ｒ
「ｏ∽ｏコ
８
ｇ
Ｏ庁
”●電
ぎ
Ｘ
８
【【器
３

と
の
差
額
に
基
づ
く
Ｔ
社
の
損
失
の
恐
れ

，

ス
Ｚ

を
査
定
す
る
こ
と
で
あ
る
と
し
た
。

租
税
裁
判
所
は
、
こ
の
よ
う
に
評
価
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
Ｔ
社
に
よ

っ
て
負
担
さ
れ
た
保
険
リ
ス
ク
は
、
税
務
１１
の
利
益
に
対
し
て
不

均
衡
な
も
の
で
は
な
い
と
し
た
。

ま
た
、
Ｕ
Ｐ
Ｌ

社
の
財
務
上
の
問
題
の
結
果
、
予
想
さ
れ
た
よ
り
も
解
約
さ
れ
た
生
命
保
険
契
約
が
非
常
に
多
か

っ
た

一
九
九

一
年

の
場
合
、
本
件
特
約
に
付
さ
れ
た
生
命
保
険
契
約
に
付
随
す
る
リ
ス
ク
は
、
明
ら
か
な
も
の
に
な

っ
た
と
言
及
し
た
ｃ

さ
ら
に
、
租
税
裁
判
所
は
、
リ
ス
ク
が
真
に
移
転
さ
れ
る
再
保
険
特
約
と
リ
ス
ク
が
移
転
さ
れ
な
い
再
保
険
特
約
を
区
別
す
る
全
米
保

一郎
）

険
監
督
官
協
会

２
，一一ｏ●”】ン
∽ａ
鮮
【８
Ｒ
】●∽ｃ
「”●８
０
日
日
π
】０●Ｒ

Ｓ
Ａ
Ｉ
９

）
の

一
九
八
五
年
生
命
保
険
再
保
険
特
約
モ
デ
ル
規
則

目
ｏらｏ一
″
管
】諄
】８
８
Ｌ
お
層
一●∽●ヽ
”●８
と
「『うｏ日
０●こ

に
お
い
て
、
租
税
裁
判
所
の
見
解
は
根
拠
づ
け
ら
れ
る
と
し
、
当
該
モ
デ
ル
規
則
の

内
容
は
、
八
四
年
改
正
説
明
の
内
容
と
類
似
性
を
有
す
る
と
も
言
及
し
た
。

結
論
と
し
て
、
的
に
つ
い
て
、
Ｔ
社
に
有
利
で
あ
る
と
判
断
し
、
損
失
の
恐
れ

，

ス
‘

の
基
準

Ｆ
ｘつｏのｃお
ざ
Ｆ
‥
一”う
０，こ

に
基

（
‐‐９
）

づ
い
て
、
Ｔ
社
に
よ
っ
て
負
担
さ
れ
た
リ
ス
ク
は
、
税
務
■
の
利
益
に
対
し
て
不
均
衡
な
も
の
で
は
な
い
と
し
た
。

一

‐５〇

一

州
の
判
断

分Ｆ
計ｏ
マ
（●ヨ
ご
（一ｏ●
２

に
つ
い
て

九
八
九
年
の
再
保
険
特
約
は
、
ア
リ
ゾ
ナ
州
の
保
険
監
督
当
局
に
よ
リ
リ
ス
ク
移
転
が
検
証
さ
れ
、
リ
ス
ク
移
転
が
認
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
的
に
つ
い
て
は
、
Ｔ
社
に
有
利
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

結
論
と
し
て
、
租
税
裁
判
所
は
、
ほ
と
ん
ど
の
要
素
が
Ｔ
社
に
有
利
で
あ
り
、
本
件
特
約
に
よ
り
、
八
四
五
条

τ
）
の
規
定
す
る
重

大
な
租
税
回
避
の
結
果
と
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
歳
人
庁
の
判
断
に
つ
い
て
は
、
裁
量
の
濫
川
が
あ

っ
た
も
の
と
判
断
し
た
。
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四
　
ゴ
ヨ
∽
Ｑ
ぐ
〓
ぉ
き
鍵
お
コ
ｏ
ｏ
５
ｏ
Ｏ
ヨ
ヨ
お
∽
δ
コ
ｑ

に
係
る
歳
入
庁
の
見
解
及
び
同
判
決
後
の
歳
入
庁
の
解
釈
に
つ
い
て

（
‐５‐
）

↓
ミ
畿

Ｑ
せ
ぃ
ヽ

き
終
ミ
ミ
ヽ
ヽ
９
ミ
ミ
ン

Ｒヽ
ミ

に
つ
い
て
、
歳
人
庁
は
控
訴
し
な
か
っ
た
。
た
だ
、
歳
入
庁
は
、
租
税
裁
判
所
の
裁

量
の
濫
用
に
係
る
事
実
認
定
や
重
大
な
租
税
同
避
の
結
果
が
存
在
す
る
か
否
か
を
判
断
す
る
上
で
、
「移
転
さ
れ
た
リ
ス
ク
に
対
し
て
得

（虚
）

ら
れ
た
税
務
上
の
利
益
」
が

一
つ
の
要
素
と
し
か
用
い
ら
れ
な
か

っ
た
こ
と
に
つ
い
て
同
意
で
き
な
い
と
し
た
。

⌒
‐５３
）

ま
た
、
租
税
裁
判
所
の
リ
ス
ク
の
定
義
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
は
、
危
険
保
険
金

（額
）
３
つ
”ヨ
ｏＥ
け
●〓
のこ

又
は
損
失
の
確
率

（蓋
然

（
‐５４
）

性
）
３
ｏ
ｏヽ
３
静
】】辱

Ｒ
】ｏａ

ょ
り
む
し
ろ
、
保
険
者
の
引
受
保
険
金
額

↑
汀

”３
８
●
８
ｈ
み
じ

や
損
失
の
可
能
性

３
ｏ
Ｂ
４
Ｅ
辱

Ｒ
】ｏι

（‐５５
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（鵬
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（１５７
）

の
点
か
ら
の
リ
ス
ク
の
定
義
に
対
し
て
同
意
で
き
な
い
と
し
て
、
不
同
意

（非
黙
認
）
２
８
“ｏｆ
】●∽●ｏ●ｏｃ

と
の
見
解
を
表
明
し
た
。

た
だ
、
↓
ミ
磯

Ｑ
さ
い
ヽ

き
終
ミ
ミ
ｓ

，
０
ミ
ヾ
滋

ミヽ
ミ

に
お
い
て
、
納
税
者
の
締
結
し
た
再
保
険
特
約
が
重
大
な
租
税
回
避
の
結
果

が
な
い
と
認
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
八
四
五
条
に
基
づ
き
、
市
場
価
格
で
の
再
保
険

ｒ
”寿
ｏＴ
〓
ｏ＆
ａ
●φ“
『”●Ｏｇ

に
つ
い
て
は
、
再
計

算
等
が
な
さ
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
の
見
解
や
歳
人
庁
が
八
四
五
条
に
基
づ
き
、
再
保
険
特
約
に
関
し
て
再
計
算
等
の
権
限
を
行
使
す

（
‐５９
）

る
こ
と
は
困
難
と
の
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。

確
か
に
、
歳
入
庁
は
、
い
き
磯

６
さ

い
ヽ

き
Ｋ
Ｓ
ミ
ヽ
ゞ
９
ミ
ミ
諄
ざ
ミ
ヽ
に
つ
い
て
不
同
意

（非
獣
総

）
の
姿
勢
を
基
本
的
に
変
更
し
て

い
な
い
が
、
以
下
の
よ
う
に
↓
ミ
湧

Ｑ
せ
い
ヽ

き
く
こ
ミ
ヽ
ヽ
０
選
ミ
ン

Ｒヽ
ミ
を
考
慮
し
た
と
解
さ
れ
る
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。

（硼
）

例
え
ば
、　
一
九
九
七
年
二
月
二
日
に
発
遣
さ
れ
た

「
●
Ｏ
Ｐ
ａ
【お

＞
０
‘ユ８

〓
①
ヨ
９
８
針

３

９
卜
）
に
お
い
て
、
詳
細
な
事
案
は
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
な

い
が
、
八
四
五
条

Ｔ
）
の
経
済
的
実
質
の
基
準
に
優
先
す
る

δ
お
■
一
】品
）
「移
転
さ
れ
た
リ
ス
ク
に
対
し
て
得
ら
れ

た
税
務
上
の
利
益
」
の
分
析
に
お
い
て
、
単
な
る

一
つ
の
項
目
と
し
て
下
位
に
置
い
た

δ
ヽ
げ
ｏ
３
・
“，
電

こ
と
、
リ
ス
ク
の
定
義
、
あ
る

い
は
九
番
目
の
要
素
と
し
て
リ
ス
ク
移
転
に
関
し
て
州
の
判
断
を
加
え
た
こ
と
等
を
理
由
と
し
て
、
租
税
裁
判
所
は
誤

っ
て
い
る
と
の
見
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解
が
示
さ
れ
た
。
ま
た
、
重
大
な
租
税
回
避
の
結
果
を
判
断
す
る
上
で
、
歳
人
庁
も

い
こ
磯

Ｑ
せ
い
ヽ

゛
Ｋ
ミ
ミ
ヽ
ド
０
いミ
ミ
ン

Ｒヽ
ミ

の

租
税
裁
判
所
の
分
析
を
重
視
す
る
が
、
裁
量
の
濫
川
の
判
断
に
同
意
で
き
な
い
点
で
は
、
い
さ
磯

Ｑ
さ
い
ヽ

き
К
ミ
ミ
ヽ
ヽ
９
ミ
ヽ
み

Ｒヽ
ミ

は
、
事
案
の
方
向
を
決
定
す
る

ａ
ｇ
ａ
”訂
）
も
の
で
は
な
い
と
示
し
た
。

さ
ら
に
、　
一
九
九
九
年

一
二
月
二
七
日
に
発
遣
さ
れ
た

ｏ
Ｆ
】Ｒ
ｏ
ｏ
匡
お
２
≧
】く
【Ｒ

〓
の
日
Ｒ
営
き

に
お
い
て
、
詳
細
な
事
案
は
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
な
い
が
、
再
保
険
特
約
に
お
い
て
、
納
税
者
が
控
除
を
適
用
し
、
受
再
者
が
当
該
特
約
の
終
了
の
時
点
に
お
い
て
支
払
保
険

料
と
相
殺
す
る
よ
う
払
戻
し
を
行
う
よ
う
な
事
案
に
つ
い
て
、
八
四
五
条

〓
）
を
適
用
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
当
該
事
案
に
お

（虚
）

い
て
、
ｃ
Ｓ

ヨヽ

ヽ
「
ミ
ヽヽ
お
こ
さ

ゞ
９
ミ
ミ
ン

もヽ
ヽ
ミ
と

の
類
似
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
た
上

で
、
↓
ミ
減

Ｑ
さ
い
ヽ

き
Ｋ
ミ
ミ
ヽ
ド

や
ミ
ミ
ン

Ｒヽ
ミ
と
区
別
し
、
結
論
と
し
て
、
問
題
と
な

っ
て
い
る
再
保
険
特
約
に
よ
り
、
重
大
な
租
税
回
避

の
結
果
と
な
る
と
し
て
、

八
四
五
条

〓
）
の
適
用
が
可
能
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

（瑚
）

加
え
て
、
三
〇
〇
九
年
二
月
四
日
に
示
さ
れ
た

〇
日
常

Ｒ
ｏ

，
一Ｒ
ｏ
ｏ
口
３
２
〓
の
日
Ｒ
留
０
●
ヨ

に
お
い
て
、
関
連
会
社
間
の
再
保
険
特
約

に
よ
り
、
重
大
な
租
税
回
避
の
結
果
と
な
る
と
し
て
、
八
四
五
条

Ｔ
）
の
適
用
が
可
能
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
Ａ
社
が

一
〇
〇
％
株
主
で
あ
る
Ｂ
社
、
そ
し
て
Ｂ
社
が

一
〇
〇
％
株
主
で
あ
る
Ｃ
社
及
び
Ｄ
社
、
さ
ら
に
、
Ｃ
社
が

一
〇
〇
％
株
■
で
あ
る
Ｅ
社

（米
国
法
人
）
と
Ｄ
社
が

一
〇
〇
％
株
主
で
あ
る
Ｆ
社

マ
国
法
人
で
あ
る
が
、
九
五
二
条
が
適
用
さ
れ
米
国
法
人
と
扱
わ
れ
る
）
の
企
業
グ
ル
ー
プ

に
お
い
て
、
Ｅ
社

（出
再
者
）
と
Ｆ
社

（受
再
者
）
の
間
の
再
保
険
特
約
が
問
題
と
さ
れ
た
。
年

一
を
除
き
、
年
二
か
ら
年
六
ま
で
損
失
が

生
じ
て
い
た
Ｆ
社
は
、
当
該
特
約
に
よ
り
、
年
七
と
年
八
に
お
い
て
課
税
所
得
が
生
じ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
な
お
、
Ａ
社
は
、
Ｅ
社
と
Ｆ

社
の
間
の
当
該
特
約
は
、
税
務
上
の
考
慮
で
は
な
く
、
正
当
な
事
業
上
の
理
由
が
あ
る
と
主
張
し
た
。

歳
入
庁
は
、
問
題
と
な

っ
て
い
る
再
保
険
特
約
が
剰
余
金
救
済
で
あ
る
と
認
め
た
が
、
年
七
と
年
八
に
お
い
て
、
十
分
な
剰
余
金
を
有
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す
る
Ｅ
社
に
つ
い
て
、
当
該
特
約
に
よ
る
剰
余
金
救
済
の
必
要
性
が
疑
わ
し
い
と
し
た
。

ま
た
、
歳
入
庁
は
、
関
連
者
間
の
再
保
険
特
約
に
つ
い
て
、
法
令
上
、
八
四
五
条

〓

）
の
適
用
を
禁
止
す
る
文
言
が
な

い
と
し
て
、

当
該
特
約
に
よ
り
、
重
大
な
租
税
回
避
の
結
果
と
な
る
場
合
、
八
四
五
条

Ｔ
）
が
適
用
で
き
る
と
し
た
。
さ
ら
に
、
Ｅ
社
と
Ｆ
社
は
関

連
者
で
あ
り
、
両
社
間
の
再
保
険
特
約
の
結
果
、
①
Ｆ
社
に
つ
い
て
、
累
積
し
た
損
失
を
吸
収
で
き
る
だ
け
の
課
税
所
得
が
生
じ
た
こ

⌒翔
ご

②
Ｅ
社
は
、　
一
定
金
額
の
税
負
担
を
免
れ
て
い
る
と
言
え
る
と
し
た
。
こ
れ
ら
の
点
は
、
八
四
年
改
正
説
明
に
お
い
て
、
例
示
さ
れ

て
い
る
事
業
損
失
に
係
る
損
失
控
除
の
制
限

§

Ｒ
Ｌ
こ

に
反
す
る
こ
と
を
免
れ
る
こ
と
を
満
た
し
て
い
る
と
言
え
る
こ
と
か
ら
、
当

該
特
約
に
よ
り
、
租
税
回
避
の
結
果
と
な
る
と
判
断
し
た
。

次
に
、
租
税
同
避
の
結
果
が
重
大
で
あ
る
か
否
か
の
点
に
つ
い
て
は
、
八
四
年
改
正
説
明
に
お
い
て
、
示
さ
れ
た

一
番
日
か
ら
五
番
日

ま
で
の
要
素
、
ま
た
、
七
番
目
の
要
素
と

い
こ
誘

Ｑ
さ
い
ヽ

き
終
ミ
ミ
も
ヽ
９
ミ
ミ
ン

Ｒヽ
ミ

に
お
い
て
示
さ
れ
た
八
番
目
の
要
素

（移
転
さ

れ
た
リ
ス
ク
に
対
し
て
得
ら
れ
た
税
務
Ｌ
の
利
益
）
と
九
番
日
の
要
素

（州
の
判
断
）
に
つ
い
て
、
無
関
係
で
あ
り
、
中
立

Ｆ
ｏ●
嗜
じ

で
あ
る
と

し
た
。
た
だ
、
六
番
目
の
要
素
で
あ
る
当
事
者
の
相
対
的
な
税
務
上
の
状
況
に
つ
い
て
、
利
益
を
有
す
る
Ｅ
社
と
損
失
を
有
す
る
Ｆ
社
の

間
に
お
い
て
課
税
段
階
の
移
転
が
可
能
で
あ
る
と
し
て
、
歳
入
庁
の
判
断
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
と
示
し
た
。
ま
た
、
租
税
回
避
の
結

果

（損
失
控
除
の
制
限
と
課
税
段
階
の
移
転
の
問
題
）
が
重
大
で
あ
る
か
否
か
が
唯

一
の
問
題
で
あ
り
、
歳
入
庁
の
見
解
と
し
て
は
、
当
該
特
約

に
よ

っ
て
租
税
回
避
の
金
額
が
多
額
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
租
税
回
避
の
結
果
は
重
大
で
あ
る
と
示
し
た
。

結
論
と
し
て
、
八
四
五
条
の
立
法
趣
旨
等
か
ら
、
当
事
者
の
意
図
、
事
業
上
の
目
的
は
無
関
係
で
あ
る
と
し
た
上
で
、
Ｅ
社
と
Ｆ
社
の

再
保
険
特
約
は
、
八
四
五
条

Ｔ
）
に
基
づ
き
、
否
認

ａ
【色
】ｏこ

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
判
断
し
た
。
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Ⅳ
　
お
わ
り
に

現
在
の
と
こ
ろ
、
八
四
五
条
に
係
る
規
則

（″
磐
】”Ｌ
ｏ
３

が
発
選
さ
れ
て
お
ら
ず
、
歳
入
庁
に
お
け
る
解
釈
あ
る
い
は
適
用
の
基
準
も

必
ず
し
も
明
確
に
整
理
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
ず
、
ま
た
、
重
大
な
租
税
回
避
の
結
果
に
な
る
と
し
て
八
四
五
条

Ｔ
）
に
基
づ
き

再
保
険
の
再
計
算
等
の
適
用
を
認
め
た
判
決
は
な
く
、
さ
ら
に
、
唯

一
の
判
決
で
あ
る

↓
ミ
減

Ｑ
せ
い
ヽ

き
Ｋ
Ｓ
ド
ヽ
ド
０
選

ミ
ン
ざ
ミ
ヽ

（
‐６５
）

に
お
い
て
、
租
税
回
避
の
結
果
と
は
何
で
あ
る
か
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
八
四
五
条

〓
）
の
規
定
が
、
直
ち
に
有

効
に
機
能
す
る
と
は
言
い
難
い
面
を
有
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
「
こ
磯

Ｑ
せ
い
ヽ

き
Ｋ
Ｓ
ミ
ｓ

，
０
ミ
ｓ
み
ざ
ミ
ヽ
の
判
断
の
要
素
と
八
四
年
改
正
説
明
に
お
い
て
示
さ
れ
た
考
慮
す

べ
き
七
つ
の
要
素
に
基
づ
き
、
再
保
険
特
約
が
重
大
な
租
税
回
避
の
結
果
と
な
る
か
否
か
が
検
討
さ
れ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
こ
れ

ら
の
要
素
が
、
歳
人
庁

・
租
税
裁
判
所
の
検
討
に
お
い
て
、
判
断
基
準
と
し
て

一
定
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
八
四
五
条

↑
）
の
解
釈

・
適
用
に
関
し
て
、
八
四
年
改
正
説
明
に
お
け
る
安
全
港

（承
認
領
域
）
の
例
示
等
や
再
保
険
特
約
に

お
け
る
リ
ス
ク
移
転
と
言

っ
た
保
険
の
性
質
等
を
踏
ま
え
つ
つ
、
特
約
の
当
事
者
の
税
務
上
の
利
益
等
を
比
較
す
る
歳
入
庁
の
検
討
過

程

・
主
張
、
さ
ら
に
、
歳
入
庁
の
主
張
等
に
つ
い
て
、
専
門
家
の
意
見
や
再
保
険
特
約
の
慣
習
等
を
考
慮
し
つ
つ
検
討
す
る
租
税
裁
判
所

の
姿
勢
に
つ
い
て
は
、
米
国
に
お
い
て
、
再
保
険
特
約
と
租
税
回
避
の
問
題
に
つ
い
て
、
法
的
安
定
性
や
予
測
可
能
性
へ
の

一
定
の
配
慮

を
示
す
も
の
と
言
え
、
こ
の
姿
勢
自
体
に
つ
い
て
は
、　
一
定
の
評
価
が
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（鵬
）

さ
ら
に
、
歳
入
庁
は
、
今
後
も
八
四
五
条

〓

）
に
係
る
事
案
を
争
う
こ
と
を
表
明
し
て
お
り
、
米
国
に
お
い
て
、
今
後
も
八
四
五
条
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↑

）
に
巡
る
議
論
は
続
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

他
方
、
以
上
の
よ
う
な
歳
入
庁
の
主
張

・
考
え
方
等
と
冒
頭
に
示
し
た
東
京
地
裁
の
事
案
に
お
け
る
課
税
庁
の
主
張
等
と
大
き
く
異
な

る
も
の
と
言
え
る
。

例
え
ば
、
「ア
イ
ル
ラ
ン
ド
子
会
社
は
、
本
件
フ
ァ
イ
ナ
イ
ト
再
保
険
契
約
の
締
結
に
よ

っ
て
、
保
険
事
故
が
発
生
し
た
場
合
で
も
発

生
し
な
か

っ
た
場
合
で
も
、
受
領
時
期
は
異
な
る
も
の
の
、
《
省
略
》
か
ら
Ｅ
Ａ
Ｂ
繰
入
額
を
受
領
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
り
、
本
件

フ
ア
イ
ナ
イ
ト
再
保
険
契
約
に
係
る
再
保
険
料
の
う
ち
、
Ｅ
Ａ
Ｂ
繰
入
額
の
性
質
は
頂
け
金
で
あ

っ
て
、
損
金
に
該
当
し
な

い
。
ま
た
、

Ｅ
Ａ
Ｂ

繰
入
額
の
運
用
収
益
に
当
た
る
Ｅ
Ａ
Ｂ
加
算
額
は
、
益
金
に
該
当
す
製
ピ

や

「原
告
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
子
会
社
と
の
間
で
本

件
Ｅ
Ｌ
Ｃ
再
保
険
契
約
を
締
結
し
た
が
、
原
告
は
、
利
益
の
平
準
化
、
税
負
担
の
繰
延
べ

・
回
避
、
第
二
の
異
常
準
備
金
の
創
設
と
い
う

目
的
を
達
成
す
る
た
め
の

一
連
の
計
画
と
し
て
、
相
互
に
密
接
に
関
連
し
た
不
可
分

一
体
の
も
の
と
し
て
本
件
Ｅ
Ｌ
Ｃ
再
保
険
契
約
と
本

件
フ
ァ
イ
ナ
イ
ト
再
保
険
契
約
を
企
図
し
実
行
し
た
も
の
で
あ
り
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
子
会
社
は
、
原
告
が
フ
ァ
イ
ナ
イ
ト
再
保
険
契
約
を

直
接
に
締
結
せ
ず
に
、
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
す
る
た
め
の

『受
け
皿
』
あ
る
い
は

『導
管
』
に
ほ
か
な
ら
な
い
か
ら
、
原
告
が
本
件
Ｅ
Ｌ
Ｃ

再
保
険
契
約
の
再
保
険
料
名
日
で
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
子
会
社
に
支
出
し
た
金
員
の
う
ち
の
Ｅ
Ａ
Ｂ
繰
入
額
相
当
部
分
に
つ
い
て
は
、
本
件
フ

（協
）

ァ
イ
ナ
イ
ト
再
保
険
料
の
Ｅ
Ａ
Ｂ
繰
人
額
に
つ
い
て
の
損
金

・
益
金
性

の
判
断
と
同
じ
に
扱
わ
れ
る
べ
き
こ
と
に
な
る
。
」
の
よ
う
に
、

特
定
の
再
保
険
特
約
の
期
間
終
了
等
に
よ
り
、
納
税
者
の
海
外
子
会
社
が

一
定
の
金
銭
を
受
領
で
き
る
こ
と
を
主
な
理
由
と
し
て
、
納
税

者
の
再
保
険
特
約
に
係
る
保
険
料
の
損
金
算
入
を
否
認
す
る
課
税
庁
の
主
張
は
、
納
税
者
と
海
外
子
会
社
と
間
の
再
保
険
特
約
の
法
的
評

価

・
分
析
や
当
該
再
保
険
特
約
に
係
る
保
険
料
の
損
金
算
入
を
否
認
す
る
法
的
な
根
拠
を
明
確
に
説
明
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
結
果
と

し
て
、
恣
意
あ
る
い
は
権
限
の
濫
用
に
よ
る
課
税
で
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
解
さ
れ
る
。
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こ
の
よ
う
な
課
税
庁
の
主
張

・
検
討
と
比
較
し
た
場
合
、
歳
入
庁
あ
る
い
は
租
税
裁
判
所
は
、
い
く

つ
も
の
要
素
を
踏
ま
え

つ
つ
、
再

保
険
特
約
と
租
税
回
避
の
問
題
に
つ
い
て
、
詳
細
に
検
討
を
試
み
て
い
る
こ
と
か
ら
、
米
国
に
お
け
る
検
討
の
姿
勢
は
、
日
本
に
お
い
て

（湖
）

も
、
納
税
者
の
予
見
可
能
性
を
確
保
す
る
再
保
険
特
約
を
否
認
あ
る
い
は
容
認
す
る
基
準
等
の
検
討
を
進
め
る
上
で
参
考
に
な
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

（‐７０
）

再
保
険
特
約
と
課
税
上
の
問
題
に
つ
い
て
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

の
報
告
書
等
に
お
い
て
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
再
保
険
特
約
の
当
事

者
に
関
し
て
不
当
な
税
負
担
軽
減
等
の
租
税
回
避
の
問
題
が
生
じ
る
こ
と
は
、
否
定
で
き
ず
、
今
後
も
こ
の
問
題
に
つ
い
て
考
察
が
必
要

で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
例
え
ば
、
フ
ァ
イ
ナ
イ
ト
保
険
の
保
険
料
の
損
金
算
入
に
係
る
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の

残
さ
れ
た
問
題
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
て
い
き
た
い
。

（内
国
歳
人
法
典
八
四
五
条
試
訳
）

（特
定
の
再
保
険
特
約
）

（
ａ
）

租
税
回
避
又
は
脱
税
を
含
む
再
保
険
特
約
に
お
け
る
配
分

二
又
は
そ
れ
以
上
の
関
連
者

（四
八
二
条
の
定
義
）
が
再
保
険
特
約
の
当
事
者
で
あ
る
場
合

（又
は
再
保
険
特
約
の
当
事
者
の
一
方
が
、
当
該
再

保
険
特
約
に
よ
り
て
ん
補
さ
れ
る
契
約
に
関
し
て
、
実
質
上
、
当
該
再
保
険
特
約
の
他
の
当
事
者
の
代
理
人
又
は
関
連
者
間
の
導
管
で
あ
る
場
合
）、
も
）し
、
長

官
が
、
各
関
連
者
の
課
税
所
得

（又
は
い
に
お
い
‘
不
さ
れ
た
項
目
に
関
連
す
る
課
税
所
得
）
に
係
る
適
正
な
金
額
、
適
正
な
源
泉
又
は
適
正
な

性
質
を
反
映
す
る
た
め
に
、
配
分
、
見
直
し

（再
計
算
）
又
は
調
整
が
必
要
と
認
定
す
る
な
ら
ば
、
長
官
は
、
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Ol~l ０
　
当
該
関
連
者
の
所
得

（投
資
所
得
、
保
険
料
そ
の
他
）、
経
費
控
除
、
資
産
、
引
当
金
、
税
額
控
除
そ
の
他
当
該
再
保
険
特
約
に
係
る

他
の
項
目
を
配
分

項
目
の
見
直
し

（再
計
算
）
又
は

他
の
調
整
を
行
う
。

（ｂ
）

重
大
な
租
税
回
避

の
結
果
と
な
る
再
保
険
特
約

長
官
は
、
再
保
険
特
約

に
よ
り
、
当
該
再
保
険
特
約

の
当
事
者

に
つ
い
て
、
重
大
な
租
税
回
避

の
結
果
と
な
る
と
認
定
す
る
と
き
は
、

当
該
租
税
回
避

の
結
果
を
排
除
す
る
た
め
、
長
官
は
、
当
該
再
保
険
特
約

の
当
事
者

に
関
し
て
適
正
な
調
整
を
行
う

こ
と
が
で
き
る

（当

該
当
事
者
に
関
連
す
る
当
該
再
保
険
特
約
が
、
各
年
の
一
二
月
三

一
日
に
終
了
し
、
翌
年
の
一
月

一
日
に
復
す
る
も
の
と
し
て
扱
う
こ
と
を
含
む
。）
。

（１
）

一８
ｏ
簿
∪
・
〓
Ｒ
ユ
認

，
ｏ
●
”
〇
お
”
９
ヽ
″
Ｚ
一ｏＦ
”５
・
ヽ
」冬
鼠
ミ
ヽヽ

ミ
ミ
ヽ
、
、
ヽ
゛
К
ミ
ミ

，
∞Φ
β
ｏ」
・
〓
総
「
“■
―
〓
〓
Ｎｏ８
γ
Ｓ
　
Ｅ

ハ
リ
ン
ト
ン
、

Ｇ

・
Ｒ

・
ニ
ー
ハ
ウ
ス

（米
山
高
生
ほ
か
監
訳
）
『保
険
と
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』
（東
洋
経
済
新
報
社
、
二
〇
〇
五
年
）

一
四
四
頁
。

（２
）

日
本
の
商
社
が
、
ア
ジ
ア
で
の
再
保
険
市
場
の
成
長
余
地
が
大
き
い
と
し
て
本
格
的
に
参
入
す
る
と
の
報
道

（一
○^
〇
九
年

一
二
月
二
五
日
日
経
新
聞

朝
刊

（四
面
と
。

（
３

）

○

●
０
∪

´
ョ
ミ

ヽ
ゞ

」ヽ
ヽ

お

∽
ヽ
ミ
ミ

お

ヽ
ヨ
ミ

ヽヾ

”

゛

∽
ミ
ミ

ヽ
Ｒ

６
ｓ
ミ
ヽ
ヽ
ミ

あ

ヽ
Ｎ

じ

卜

営

い
∞
１
０
ｒ

旨

ｏ
ｏ
日

日

・
０
●

↓
贅

り

Ｌ

Ｓ

●ヽ
ヽ
ミ

ャ

『Ｓ

ヽ
ｓ
ヽ
ヽ

ヽ
ミ

ゝ

ン

ヽ
ヽ
き

ヽ
ミ

い

こ

∽
ヽヽ
ヽヽ
ヽヽ
き
ヽヽ
ミ
ヽ
」ざ
ヽ
ミ
ヨ
ミ
い
一ミ

，

ｃ
Ｏ
ｘ
‐
∞
甲
６
じ
・
∽
ｏ
つ
■
一
♪
∞
〇
〇
が
詳
０

た
だ
、
「キ
ャ
プ
テ
ィ
ブ
は
、
租
税
回
避
の
手
段
で
あ
り
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
手
段
と
し
て
意
味
が
な
い
と
い
う
が
こ
と
き
断
定
的
な
法
的
評
価

は
適
切
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
」
（山
ド
友
信

「キ
ャ
プ
テ
イ
ブ
に
関
す
る
序
論
的
考
察
」
『前
田
庸
先
生
喜
寿
記
念
　
企
業
法
の
変
遷
』
（有
斐
間
、
二
〇
〇

九
年
）
四
七
九
頁
）
と
の
指
摘
も
あ
る
。

（４
）

判
時
二
〇
三
七
号
三
二
頁
。
東
京
高
判
平
成
二
．
一年
二
月
二
七
日

（未
公
刊
）
に
お
い
て
、
納
税
者
の
勝
訴
が
確
定
し
た

（中
里
実
、
大
田
洋
ほ
か
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『国
際
租
税
訴
訟
の
最
前
線
』
（有
斐
閣
、
二
〇

一
〇
年
）

一
七
頁
）。
東
京
地
裁
の
判
決
の

‐
―平
釈
等
に
つ
い
て
、
渕
Ｌ
吾

「損
害
保
険
会
社
が
海
外
子
会
社

に
支
払

っ
た

『再
保
険
料
」
の
損
金
該
当
性
」
ジ

ュ
リ
ス
ト

一
四
〇
〇
号

（二
〇

一
〇
年
）

一
七
四
頁
、
小
林
登

「海
外
再
保
険
契
約
に
お
け
る
出
再
保
険

料
の
法
人
税
法
上
の
取
扱
い
」
保
険
毎
日
新
聞

（二
〇

一
〇
年
二
月

一
〇
日
）
四
頁
、
訟
務
月
報
五
五
巻

一
号
別
冊

一
一
．１
頁
、
長
谷
川
俊
明

「海
外
ｒ
会

社
と
の
再
保
険
契
約
の
再
保
険
料
の
損
金

・
益
金
該
当
性
が
争
わ
れ
た
事
例
」
国
際
商
事
法
務
二
七
巻
七
号

（二
〇
〇
九
年
）
九

一
一
．頁
、
望
月
文
人

「フ

ァ
イ
ナ
イ
ト
再
保
険
事
件
」
国
税
速
報
六
〇
六
〓
号

（二
〇
〇
九
年
）
四
三
頁
、
山
田
二
郎

「タ
ッ
ク
ス
　
ヘ
イ
ブ
ン
対
策
税
制
と
来
料
加
工
取
引
―
東
京

地
裁
平
成
２．
年
５
月
２８
日
判
決
を
素
材
と
し
て
―
」
税
務
事
例
四

一
巻

一
〇
号

⌒一
〇
〇
九
年
）
四
三
貞
、
堺
澤
良

「租
税
回
避
行
為
の
法
理
と
判
断
」
税

務
事
例
四
三
巻
四
号

（三
〇

一
〇
年
）
五
八
頁
。

フ
ァ
イ
ナ
イ
ト
再
保
険
と
課
税
に
係
る
裁
決
事
例
等
に
つ
い
て
、
平

一
七
年
七
月
二
〇
目
東
裁

（法
）
平

一
七
―

一
八

（裁
決
番
号
平

一
ヒ
○
〇

一
八
）

裁
決
事
例
集
未
登
載
）
。
当
該
裁
決
の
評
釈
等
に
つ
い
て
、
水
野
忠
恒

「
フ
ァ
イ
ナ
イ
ト
保
険
に
か
か
る
課
税
関
係
の
あ
り
方
」
国
際
税
務
二
七
巻
九
号

（二
〇
〇
七
年
）
五

一
頁
、
渡
辺
裕
泰

『
フ
ア
イ
ナ
ン
ス
課
税
』
（有
斐
間
、
三
〇
〇
六
年
）
二
〇
七
頁
、
辻
美
枝

「内
部
再
保
険
取
引
の
税
法
１１
の
認
識
」

税
法
学
五
六
〇
号

（二
〇
〇
八
年
）

一
六
五
頁
）
、
井
日
富
夫

「リ
ス
ク

・
フ
ア
イ
ナ
ン
シ
ン
グ
の
手
段
と
し
て
の
保
険
と
保
険
代
替
ス
キ
ー
ム
」
龍
谷
大

学
経
済
学
論
集
四
．１
巻
三
号

（二
〇
〇
二
年
）

一
九
頁
、
吉
澤
卓
哉

『保
険
の
仕
組
み
―
保
険
を
機
能
的
に
捉
え
る
―
」
（千
倉
書
房
、
二
〇
〇
六
年
）
九

六
頁
。

（５
）

Ｏ
Ｂ
０
０
Ｒ
↓
銘

「
ｏ
】一のヽ

∪
ｏ
■
鷺
日
Φ
ュ
Ｒ

，
０
↓
お
”
∽〓
ａ
ｋ
Ｖ
Ｓ
ｓ
き
ヽ
や
ヽ
あ
ど
ヽ
ヨ
ミ

，
ｓ
ヽヽ
き
ヽ
一
↓
ミ
、
ヽ
ミ
Ｃ

ミヽ
ヽ
８ヽ
ヽヽ
ヽ
総
ヽ
諄
お

（〓
“下
∞
ｏ
ｏ
じ

（６
）

「再
保
険
で
は

『特
約
書
」
と
い
う
呼
称
を
使
う
こ
と
が

一
般
的
で
あ
る
。
こ
の

『特
約
」
は
契
約
協
定
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
」
（大
沢
教

男

・
竹
貫
征
雄

『再
保
険
―
基
礎
理
論
、
実
務
な
ら
び
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
現
状
』
（損
害
保
険
事
業
総
合
研
究
所
、
二
〇
〇
八
年
）
六
圧
頁
）
、
生
命
保
険
文

化
セ
ン
タ
ー

『Ｎ
８
一
　
生
命
保
険
用
語
英
和
辞
典
』
（生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
四
年
）
七

一
〇
頁
。
本
稿
に
お
い
て
、
）ざ
一３
〓
”
月
ｏ

お
お
ｏ
８
９
■
又
は
３８
一房
日
８
８

８
ュ
『”２
．．
に
つ
い
て
は
、
「再
保
険
特
約
」
と
表
記
す
る
。

（こ

　
↓
ミ

，

６
さヽ
い
ヽ
き
く
ヽ
ｓ
こヽ

や
ミ
ミ
お
い８
曰
Ｏ
Ｎ
卜

（Ｈ８
９

（８
）

山
下
友
信

『保
険
法
」
（有
斐
閣
、
一
〇́
〇
五
年
）
四
四
頁
。

（９
）

ト
ー
ア
再
保
険
株
式
会
社
編

（以
ド

「ト
ー
ア
」
と
い
う
。
）
『再
保
険
　
そ
の
理
論
と
実
務
』
（損
害
保
険
事
業
総
合
研
究
所
、　
一
九
九
九
年
）

一
頁
、

「保
険
者
が
自
己
の
負
担
す
る
保
険
責
任
の

一
部
ま
た
は
全
部
を
、
他
の
保
険
会
社
に
転
嫁
す
る
取
引
」
（損
害
保
険
事
業
総
合
研
究
所
再
保
険
研
究
会

（以
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下

「再
保
険
研
究
会
」
と
い
う
。
）
編
著

『本
邦
お
よ
び
海
外
主
要
国
に
お
け
る
再
保
険
事
業
の
概
況
な
ら
び
に
規
制
の
動
向
』
（損
害
保
険
事
業
総
合
研
究

所
、
三
〇
〇
三
年
）

一
貞
）
。

（１０
）

大
沢

・
前
掲
注

（６
）

一
頁
。

（Ｉ
）

山
下

。
前
掲
注

（８
）
四
四
頁
。

（・２
）

ト
ー
ア

・
前
掲
注

（９
）

一
貞
。
再
保
険
取
引
の
経
済
的
意
義
と
し
て
、
受
再
者
と
し
て
の
意
義
を
強
調
す
べ
き
と
し
て
、
「や
や
粗
雑
に

一
般
化
す

る
と
、
中
小
保
険
会
社
ほ
ど
、
受
再
の
割
合
を
増
や
し
て
成
績
の
安
定
化
に
努
め
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。
」
と
の
指
摘

（古
澤

・
前
掲
注

（４
）

一
一
三

頁
）
。

多
く
の
再
保
険
は
再
保
険
者
に
と
っ
て
は
狭
義
の
保
険
と
い
う
よ
り
は
リ
ス
ク
投
資
の
性
格
を
有
し
て
い
る
と
の
指
摘

（大
垣
尚
司

『金
融
と
法
』
（有

斐
閣
、
二
〇

一
〇
年
）
三
〇
九
頁
）
。

（・３
）

大
沢

・
前
掲
注

（６
）
二
頁
。
再
保
険
に
つ
い
て
は
、
当
事
者
が
契
約
内
容
を
熟
知
し
た
上
で
契
約
締
結
の
判
断
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
原
則
と
し

て
主
務
官
庁
の
事
前
認
可
は
得
る
必
要
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る

（ト
ー
ア

・
前
掲
注

（９
）
六
頁
、
再
保
険
研
究
会

・
前
掲
注

（９
）
二
頁
）
。

（・４
）

自
社
の
保
有
を
超
え
る
責
任
部
分
を
他
人
に
引
き
受
け
て
も
ら
う
こ
と

（大
沢
　
前
掲
注

（６
）
四
〇
頁
）
。

（・５
）

卜
‐
ア
　
前
掲
注

（９
）

一
貞
。
本
稿
に
お
い
て
、
原
則
と
し
て
、
再
保
険
特
約
を
求
め
る
者
を
出
再
者

（８
一
【●
”
８
日
０
営
じ

と
表
記
す
る

（大

沢

・
前
掲
注

（６
）
二
九
貞
）
。

（・６
）

同
右
。
本
稿
に
お
い
て
、
原
則
と
し
て
、
再
保
険
特
約
を
提
供
す
る
者
を
受
再
者

（お
】ヨ
〓
ｏ
こ

と
表
記
す
る

（大
沢

・
前
掲
注

（６
）
二
九
頁
）
。

（・７
）

大
沢

。
前
掲
注

（６
）
三
頁
。

（・８
）

同
右
。

（
・９

）

『
”

Ｏ

ｏ
日

ヨ

０
口

弓

υ

３

・

つ

Ｓ

く

ヽ
こ

ざ

ミ

ヽ
ｓ
ヽ

ヽ

ヽ
ミ

ｙ

お

、

も
ざ

」
ミ

”

ざ

き

ヽ

い

ヽ

「

こ

ミ

ミ

ヽ
ヽ
ｒ

ヽ

、

も
、

∽
ミ

Ｓ

ヽ
Ｒ

↓

ミ

破

¨ヽ

い
、
や

あ

”

ヽ

Ｓ

Ｓ

ヽ

卜

ヽ

ヽ
き

さ

ヽ

”

ミ

」
ヽ
お

Ｇ
の
Ｘ
‐
∞
い‐
ドｏ
ド
』●
】Ч
】一
・ＮＯ
【〇
●́一
Ｗ

（２０
）

〓
営
ま
い
８

”
ｚ
”ｏ，
営
∽́
∽ミ
ミ
Ｐ
ｒ
詳
Ｓ

Ｓ

．
Ｅ

ハ
リ
ン
ト
ン
・
前
掲
注

（１
）

一
四
四
貞
。

（２‐
）

〕”
Ｏ
ｏ
日
ヨ
・
０●
↓
υ
Ｓ
ｃ
コ
ミ
く
ヽ
こ
Ｓ
Ｓ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ｓ
ミ
ビ
ン
ヽ
ざヽ
ミ
”ヽ
ご
ヽ
ヽ
い
ミ
ョ
ミ
ミ
ミ
ミヽ
ミ
ヽ
もヽ
磯
ミ
ミ
ｓ
ｔ
コ
ミ

，
ｓ
ａ
Ｓ
ヽ
∽
”
」ヽミ
Ｓ
ヽ
卜
ヽ
さヽ
」ヽ
、
”
ヽ
ヽ
ヽ
お

Ｃ
Ｏ
Ｘ
‐
∞
い‐
【ｏ
ド
〕●
イ
【ド
一ｏ
Ｈｐ
●［
９
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（２２
）

〓
”
■
・
電
８

”
ｚ
一の

，
営
∽
く́
ヽ
き

，
デ
営
Ｓ

Ｓ

・
Ｅ

ハ
リ
ン
ト
ン
　
前
掲
注

（１
）

一
四
四
頁
。

（
２３

）

ヽ
ｒ

Ｏ

。
日

Ｂ

Ｏ
●

弓

υ

３

・

カ

ミ

く

ヽ
■

露

”
Ｓ

ｓ
ｓ
ヽ

ヽ

ヽ
ミ

〓

ン

ヽ

ヽ
き

ヽ
ヽ
ヽ
い

こ

濠

ヽ

ヨ

ミ

『
ミ

ミ

ミ

ヽ
ｓ
ヽ
ｏ
、
お

ヽ

ヽ
●
ミ

も

ヽ
ヽ
ヽ

ロ

ミ

ｓ
∽
ヽ
Ｒ

ど

ヽ
∽

”

ミ

Ｓ

ヽ
ヽ
ｓ

卜

ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
お

ヽ

』

ヽ
ヽ
」
ヽ
お

Ｇ
Ｏ
Ｘ
‐
∞
い
‐
ドｏ
ｒ
〕
●
】ヽ
〓０
）
一
〇
ｒＯ
・
”
（
望

（２４
）

〓
ミ
ユ
・
咀
８

鮨
Ｚ
一ｏ
〓
営
∽
・●こ
Ｓ

Ｐ
ｒ
諄
Ｓ

Ｓ
　
Ｅ

ハ
リ
ン
ト
ン
　
前
掲
注

（１
）

一
四
四
頁
。

（２５
）

∽
にヽ
あ
ヽ
「
ｓ
Ｓ
ミ
おヽ
鮨
６
や
ヽ
６
ｓ
ミ
お

Φ
『
い
つ
い
０
∞
い
∞
諄
∞
０
ド　
ミ
計，
０
【●
ドΦ
Φ
じ
　
∪
ヨ
”
●
●
２
ω
●
あ
お
す
。
「
ざ
ヾ
ミ
ヽ
コ
ミ
ヽ
どヽ
ヽ
連
、き
∽ヾ
ミ
ヽ
３

０
ヽ
ミ
ヽ
ｓ
ヽ
εヽ
）
∞

（い
Ｏ
ｏ
Ｏ
こ
【●
∽
‘
『”
●
●
ｏ
［
″
Ｘ
　
０
０
●
ｒ
】い
ｏ
い
ｏ
ｏ
゛
γ

く́
一】】一２
Ｒ
¨
ω
　
ω
“
層ヽ
ｏ
い
」「
ヽヽ
ヽヽ
ヽ
ヽ
ヽヽ

もヽ
ヽ
いヽ
ョ
ミ
ヽヽ

」ヽヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
６
ヽ
ヽ
、
ヽ
ヽ
、ヽ
●ヾ
ヽヽ
Ｓ
もヽ
・
０
く
”
●
弓
Ｐ
ｘ
”
ｏ
く
　
い
０
「
ヽ
い
∞
ｏ

（【
Φ
∞
〇
）

な
お
、
連
邦
税
法
上
、

「保
険
」
の
定
義
を
す
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
の
提
案
が
さ
れ
て
い
た

（ド

ｏ
ｏ
日
日
３
●
↓
銘
Ｐ

Ｂ
ミ

ヽ
も
ヽ
お
ヽ
ぉ

リ
ミ
ヽ
ヽヽ
Ｒ

ミ

Ｓヽ
●ミ
ＲＳ
Ｓ
ヽヽ
「
ヾ
ヽヽ
ミ
みヽ
ヽ
ヽ
ヽ
（い
ｏ
ヽ
いヽ
ヽ
ヽ
、ヽ
∽
　
（〕
の
文
【‐
一
】‐
∞
い
）・
∽
ｏ
ｏ
■
い
〇
・
ＨＯ
∞
い
・
”
［
∞
し
。

（２６
）

目
。
イ
。
■
●
”
´
［
わ
０
お
あ
ρ
∞
ドＮ
Ｃ

の
い
∞
【　
ε
Φ
一
じ

（
２７

）

ミ

営

い
∞
Φ

β

Φ
卜
じ

こ

■

Ｏ
ｏ
日

ヨ

０
●

↓
腱

い

・
ヽ
べ

ヽ

ミ

や

ミ

ｓ
ヽ
ヽ

ヽ

ｓ
ミ

ビ

お

、
ヽ
き

き

べ

き

ヽ

ヽ

コ
ミ

↓
ヽ

ミ

ミ

ヽ
ミ

ミ

ヽ
ヽ
き

く

ミ

ヽ
Ｒ

Ｂ
ミ

ゝ

ヽ
ヽ

ざ

驚

い
ヽ
ヽ
ｓ
ミ

ヽ

さ

ミ

き

ミヽ

嘲
ヽ
ミ

ヽ，

ｃ
ｏ
Ｘ

出

Ｔ

８

）
≧

〓
ぞ

に

ヽ

含

ｐ

諄

ド

”
〓

∽
●

●
）
く

ヽ
Ｓ

Ｐ

８

ヽ

３

国

営

ヨ

電

８

，

ｚ

】３

営

∽
・
く

ヽ
Ｓ

Ｐ

ｒ

鮮

８

９

Ｓ

・
Ｅ

ハ

リ

ン

ト

ン

・
前
掲
注

（１
）
五
九
〇
頁
。

（２８
）

∪
。
・
“
こ
と
手
●
『
ゴ
ゴ
∽【ｏ
メ

ヨ
ミ
ヽ
Ｓ

おヽ
ミ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
き
ヽ
υ
ミ
ヽ
ミ
ｓ
ヽ
ミ
゛
総
ミ
ミ

，
せ
ヽ
９
ミ
ヽヽ
ミ
ベ

い
ヽヽ
ミ
」ヽ
ミ
」ヽ
ヽ
ミ
６
Ｓ
ヽヽ
ヽ
き
く
ヽ
ミ
ヽ
９
ミ
ヽ
ｓ
ｓ
、お
ヽ

卜
〇
〇
”∽ｏ
メく
　
”
ｏ

，
［
”
０
く
　
ＮΦ
Φヽ
『
　
（ＰΦ
Φ
Ｏ
γ

（
２９

）

『
■

の

ｏ
日

日

０
●

↓

υ

Ｓ

ｕ

コ

ミ

ヽ

ミ

い
ヽ

Ｓ

ヽ
ヽ
ヽ

ヽ

ヽ
ミ

ン

ン

ヽ

ヽ
き

き

鑢

Ｓ

、

ヽ

ヨ

ミ

↓

ミ

ミ

ミ

ヽ
ミ

ヽ

ヽ

ヽ
き

●
ミ
ミ

ヽ
Ｒ

Ｂ

ミ

Ｓ

ヽ
Ｒ

ざ

ｓ
∽

い

ヽ

Ｓ
Ｓ

ヽ

卜

ヽ

ヽ
や

ヽ

ヽ

』

ミ

ヽ
ヽ
３

Ｃ
Ｏ
Ｘ
‐
∞
い‐
】０
〓

●ヽ
ぞ
〓Ｎ
Ｎｏ
〓ｐ
鉾
一ド

（３０
）

損
害
保
険
に
関
す
る
課
税
上
の
問
題
に
つ
い
て
、
中
里
実

「タ
ッ
ク
ス
ヘ
イ
ブ
ン
親
会
社
」
税
研

一
一
人
号

（二
〇
〇
四
年
）
三
九
貞
、
米
国
に
お
け

る
海
外
ｒ
会
社
へ
の
支
払
保
険
料
の
損
金
算
入
の
問
題
に
つ
い
て
、
中
里
実

「キ
ャ
プ
テ
イ
ブ
の
ア
メ
リ
カ
連
邦
所
得
税
法
上
の
取
扱
い
」
ジ
ェ
リ
ス
ト
八

〇
四
号

（
一
九
八
三
年
）
九
九
頁

（中
里
実

『国
際
取
引
と
課
税
』
（有
斐
閣
、　
一
九
九
圧
年
）
三
七
五
頁
）、
中
里
実

「法
人
課
税
に
お
け
る
保
険
と
デ
リ

バ
テ
ィ
ブ
の
境
界
」
小
塚
荘

一
郎
、
高
橋
美
加
編

『落
合
誠

一
先
生
選
暦
記
念
　
商
事
法
へ
の
提
言
』
（商
事
法
務
、
二
〇
〇
四
年
）
九
二
七
頁
）
、
大
西
賢

「キ
ヤ
プ
テ
イ
ブ
ヘ
の
支
払
い
保
険
料
は
事
業
経
費
か
―
ア
メ
リ
カ
の
判
例
を
中
心
と
し
て
―
」
第

一
八
回
日
税
研
究
賞
入
選
論
文
集

（
一
九
九
五
年
）

一



大阪学院大学法学llf究 2010 (37-1-lClll)100

〇
六
頁
、
白
須
信
弘

「ア
メ
リ
カ
の
多
国
籍
企
業
と
税
制
上
の
規
制
策
」
『第
３８
回
租
税
研
究
大
会
記
録
』
（日
本
租
税
研
究
会
協
会
、　
一
九
八
七
年
）
四

頁
。

（３．
）

歳
入
庁
が
、
問
題
と
な
る
再
保
険
特
約
が
独
立
当
事
者
間

（Ｒ
日
．■
ｏ
●
電
こ

の
取
引
で
な
い
と
し
て
、
四
八
二
条
を
適
用
す
る
こ
と
は
困
難
と
の
指

摘

一

Ｇ
ｒ

Ｏ
ｏ
日

日

・
０
●

↓
受

Ь

〓

゛

●

ヽ
ミ

ト
ヽ
Ｓ

ヽ
ｓ
ヽ

ヽ

ヽ
ミ

ビ

ン

ヽ
ヽ
ざ

ヽ
き

ヽ

こ

∽
ヽ
ヽヽ

お
ヽ

せ

き

ミ

）ｓ
ヽ
ｓヽ
ｓ
ミ

ヨ
ミ

ニ

∽
∽
ミ
Ｓ

ｃ
ｏ
Ｘ

‐
∞
望

６

ざ

・
∽
ｏ
●

・
∞
♪

Ｎ
ｏ
ｏ
ド

摯

Φ
９

旨

０
０
日

日

０
●

↓
銘

Ｆ

Ｌ
Ｓ

ヽ
●
ヽ
ミ

い
ヽ
ミ

ヽ
ヽ
ヽ
ゝ

ヽ
ミ

ｙ

お

ヽ
ヽ
き

ヽ
ヽ
ヽ
」

き

ヽ

ヽ

い

ミ

↓
ミ

ミ

ミ

ヽ
ミ

ミ

ヽ
ヽ
」
遊

ミ
ミ

ヽ
お

ｎ
Ｓ

ヽ
露

ヽ

ざ

ヽ
●
ω
ミ

ミ
Ｓ

ヽ

卜

ヽ

ヽ
き

さ
ヽ

”
ミ

」
ヽ
ａ

ｃ
ｏ
ｘ

‐
∞
い

‐
８
ン
ピ
ギ
る
ヽ
９
ｐ
鉾
〓
ヒ

。
「自
家
保
険
会
社
の
問
題
は
正
し
く
は
移
転
価
格
税
制
の
論
理
で
は
対
処
で
き
な
い
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
内
国
法
人

に
ま
つ
わ
る
リ
ス
ク
に
つ
い
て
、
外
国
関
連
会
社
が
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
内
国
法
人
か
ら
外
国
関
連
会
社
に
保
険
料
を
支
払
う
、
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
リ
ス
ク
移
転
契
約
が
真
正
に
成
立
し
て
い
れ
ば
、
独
立
当
事
者
間
価
格
で
の
保
険
料
支
払
は
否
認
し
が
た
い
。
」
（浅
妻
章
如

「国
際
的
租
税
回
避
―
タ

ツ
ク
ス
　
ヘ
イ
ブ
ン
対
策
税
制

（Ｃ
Ｆ
Ｃ
税
制
）
に
つ
い
て
」
金
子
宏
編

『租
税
法
の
基
本
問
題
』
（有
斐
閣
、
二
〇
〇
七
年
）
六
四

一
頁
）
。

（３２
）

八
四
五
条
に
言
及
し
た
資
料
と
し
て
、
吉
澤
卓
哉

「集
積
損
害
に
よ
る
保
険
引
受
リ
ス
ク
の
ヘ
ッ
ジ
に
つ
い
て
」
損
害
保
険
研
究
五
六
巻

一
号

（
一
九

九
四
年
）

一
二
九
頁
。

（３３
）

中
里
実

「タ
ッ
ク
ス
ヘ
イ
ブ
ン
親
会
社
」
税
研

一
二
五
号

（二
〇
〇
六
年
）
九
四
頁
。
移
転
価
格
と
は
別
に
、
保
険
料
支
払
の
損
金
算
入
の
否
定
や
国

外

へ
の
保
険
料
支
払
に
源
泉
徴
収
を
課
す
等
の
対
策
の
検
討
が
必
要
と
の
指
摘

（浅
奏
　
前
掲
注

（３．
）
六
四

一
貞
）
。

な
お
、
ド
イ
ツ
、
ス
イ
ス
及
び
英
国
と
の
租
税
条
約
に
お
い
て
付
加
税
が
免
除
さ
れ
て
い
る

ｃ
（・
ｏ
Ｏ
日
ヨ
し
●
↓
輿
Ｆ

ヽ
さ
●ミ
ミ
ざ
ｓ
ヽ
ミ

ヽ
ミ
ツ
ン

や
ｓ
ミ
員
ご
き
ヽ
Ｐ
ヽ
日
ヽ
き
ミ
ミ
ミ
膠
き
く
ヽ
ミ
ヽ
日
き
ヽ
３

きヽ
，
憩
ご
ヽヽ

さ
コ
ミ
ミ
い
ミ
」ｙ

ｃ
ｏ
ｘ
出
Υ
８
）Ｌ
●
ぞ
に
ヽ
８
ｐ
諄
も
し
。
例
え
ば
、
米
英

租
税
条
約
七
条
五
項
に
お
い
て
、
付
加
税
が
免
除
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
米
英
租
税
条
約
等
の
租
税
条
約
に
お
い
て
保
険
料
に
係
る
付
加
税
が
免
除
さ
れ
る

こ
と
に
つ
い
て
、
議
会
が
重
大
な
関
心
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る

（Ｆ

０
０
日
ヨ

０
●
り
塞
Ｆ

”
Ｓ
Ｓ
ヽ
ヽ
き
ヽ
ミ
、
ヽ
ヽ
９
ミ

Ｏ
Ｓ
ミ
ヽ
ョ
ミ

Ｂ
ミ
ヽ
ミ

”
ミ
ミ
ヽ
ヽ
ヽ
き
ヽ
ｑ
ヽ
きヽ
ヽ
∽
村
ヽ
∽
ｓ
ヽ
ヽ
濠
ヽ
Ｑ
ミ
」ぼ
ヽ
ヽ
゛
ヽ
い
ヽ
ヽ
ミ
　
Ｃ
Ｏ
∽
‐
や
あ
∞
ド

〓
Ｆ
い

∞
・
一
ｏ
ｏ
Ｐ

鮮

『
”
）
。

（３４
）

〕●
０
。
日
ヨ

０
●
↓
銘

，
Ｌ
゛
ヽヽ

ミ
い
ヽ
ミ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ミ
〓
ン
、
ヾ

ミヽ
い
き
ヽ
ヽ
ョ
ミ

↓
ミ
ミ
ミ
もミ
ミ
ヽ
きヽ
●ヽ
ミ
ヽ
Ｒ
ｎ
ミ
お
ヽ
Ｒ
ざ
ミ
∽
い
」ヽミ
ミ
ヽ
卜
『
きヽ
ヽヽ
ヽ
嘲
ミ
ミヽ

，

Ｃ
Ｏ
Ｘ
‐
∞
い‐
一９
Ｌ
ロ
ギ
トド
Ｎ
ｏ
ドｐ
摯
Ｈナ
ω
〓
降ヽ
Ｑ
Ｐ
∽ミ
ヽ
き

，
ぃ
Ｐ
”静
ｒ

（３５
）

八
四
五
条
は
、
代
理
官
　
代
理
人

（∪
ｏ
】ｏ
”
鉾
こ

で
あ
る
内
国
歳
入
庁
長
官

（ｏ
ｏ
日
ヨ
一∽∽いｏ
●
ｑ
Ｒ
Ｆ
お
日
≧
Ｐ
澪
●
用
）
に
よ
り
適
用
さ
れ
る

（七
七

〇

一
条

Ｔ

Ｉ

三

Ｔ

三

二
し
。
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（
３６

）

「
一

０

。
日

日

０
●

↓

銘

，

）
０

ミ

ヽ
ミ

ミ

聟

ヽ
ド

ヽ
ミ

ヽ
ｓ
ヽ

ミ

Ｓ

ヽ

ヽ

ヽ
ミ

ヽ
ミ

ヽ

こ

ヾ
ン

」
ヽ
ヽ

ミ

濠

ヽ

υ

Ｓ

ヽ
ゃ

υ

ミ

ミ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ

亀

ミ

】
況

へ

（ヽ

お

ヘ
ミ

い

も
∞

、

６
ミ

ヽ
ミ

‘

』ヾ
ミ
お
き
ｓ
嗚“
―
“
い
０
ド
０
∞
∞
（Ｃ

∽
Ｏ
ｏ
二

”
ｉ
”
〇
い
】Φ
∞
９

（３７
）

金
子
宏

「ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
所
得
課
税
に
お
け
る
独
立
当
事
者
間
取
引

（ミ
ヨ
、∽
】ｏ
●
咀
〓
けヽ
３
８
ｏ一】０
こ

の
法
理
―
内
国
蔵
人
法
典
四
八
二
条
に
つ

い
て
―
」
『所
得
課
税
の
法
と
政
策
』
⌒有
斐
間
、　
一
九
九
六
年
）
＾
一五
五
頁
、
岡
村
忠
生

「内
国
歳
人
法
典
四
八
二
条
の
適
用
に
お
け
る
告
知
と
証
明
黄

任
」
法
学
論
叢

一
二
四
巻
五
　
六
号

（
一
九
八
九
年
）

一
八
九
頁
。

（３８
）

本
庄
資

『ア
メ
リ
カ
の
租
税
政
策
』
（税
務
経
理
協
会
、
二
〇
〇
七
年
）
三
六
〇
東
。

（
３９

）

，

０
。
日

ヨ

０
●
却

齊

Ｆ

６
ミ

ヽ
ミ

こ

聟

ヽ
ヽヽ

ヽ
ミ

もヽ
ヽ

ミ

き
さ

や

Ｓ

ｓ
ミ

ヽ
ざ

ヾ
ａ

ｓ
ヽ

ミ

き
ヽ
υ
ｓ

ヽ
」ヽ

υ
ミ

ミ

」ヽヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ミ

贈
凋

べ

（Ｎ

「

へ
ヽ

い

も
∞

ヽ

９

ヽ
ヽ

ヽ
∽
●

『ヾ

ミ
■
卜ざ
Ｓ
ｓ
∞
―
％
Ｏ
Ｓ
・
い
∞
∞

（Ｃ

∽
０
９
卜

「
ｉ
四
〇
い

いΦ
∞
９

（４０
）

『
一・
Ｏ
ｏ
日
日

０
●
↓
皮
ｂ
・
６
ミ

ミヽ
ヽ
』
も
ヽヽ
ド
ミ
、も
ヽ
ミ
き
ヽ
お
ミヽ
ヽ
ミ

、
こ
ヽ
ン
」ｓ
ヽ
ミ
き
ヽ
υ
ミ

ゃヽ
∪
ミ
ミ
ヽヽ
ｓ
ヽ
ヽ
Ｒ
ミ
』
０
∞
κ

（、

、

へ
ヽ
い

０
∞
、

い
ば
ヽ
ミ

‘ヽ

』ヾ

ミ
■
や

ｓ
や
∞
―
い
０
９
ヽ
０
∞
い

（Ｃ

∽
０
９
■
「
Ｉ
甲
〇
い

ドΦ
い
９

（
４．

）

「
ぉ

ド

”
〓
“
Ｐ

∽
●
ユ
く
”
〓

【け
８

”

宍
，

一】”
●
ｏ
＞
マ

ｏ
Ｆ

『
ざ

∽
ミ

ミ
や
ヽ

ヽ
∽
母
ヽ
ヽ

Ｒ

ミ

Ｂ
ミ

、
Ｓ

ミ
ヽ
ヽ
ヽ

い
ヽ

い
ヽ

ョ
ｇ

、
ミ

ヽヽ
ミ

ミ

∽
ヽ
ヽ
」」ヽ
ヽ

∞
へ
●

３
ヽ

´
∞
一
Ｆ

９

、「
”
Ｘ
”
０
く
　
い
い
Φ
・
一
Φ
ド
●
　
ドト
　
（一
〇
〇
Φ
）

（
４２

）

Ｆ

Ｏ
。
ヨ

日

３

●
囀

き

Ｆ

６
Ｓ

ヽ
き

ミ

Ｆ

）
ヽヽ

ド
ヽ
」ざ
ヽ

ミ

Ｓ
ヽ
お
ヽ
ヾ
ミ

ミ

、
こ

゛
ミ

ミ

ミ

き

ヽ
υ
Ｓ

ヽ
」ヽ

い
ミ

ミ

」
Ｒヽ

ヽ
ヽ

ミ

』
総

へ

（ヽ

ヽ

へ
』
Ｓ

ヽ
も
∞

ヽ

９

べ

ヽ
ヽ
‘

ヽ
ミ
ミ
ヽ
や
ｓ
や
∞
―
％
０
９

Φ́
∞
『
（Ｃ

∽
Ｏ
ｏ
ユ

「
ｉ
甲
〇
い
ドΦ
∞
９

（４３
）

ミ

（
４４

）

η

２

・
ω
ヽ
一８

Ｌ

〓
二
薔

〓

〓

”
”

因
』

営

ｏ
＞
σ
お

Ｆ

●
ミ

ミ

Ｐ

と

ヽ

一
８

９

（４５
）

「元
受
会
社
が
再
保
契
約
の
責
任
準
備
金
全
部
を
保
有
す
る
も
の
」
（生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー

・
前
掲
注

（６
）
五
三
八
頁
）
。

「共
同
保
険

（複
数
の
保
険
者
が
リ
ス
ク
を
分
担
す
る
方
式
ご

（８
一３
員
８
８
）
⌒生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
　
前
掲
注

（６
）

一
四
一
頁^
）
。

（４６
）

田
中
英
人
編

『英
米
法
辞
典
』
（東
京
大
学
出
版
会
、　
一
九
九
六
年
）
七
七
〇
頁
。

（４７
）

「経
験
割
戻
金

（再
保
会
社
か
ら
元
受
会
社

へ
の
年
度
末
利
益
の
割
戻
と
し
て
あ
ら
か
じ
め
定
め
た
純
利
益
の
一
定
割
合
ご

（
（生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ

ー

・
前
掲
注

（６
）
二
七
九
頁
）
。

（４８
）

〕■
０
。
日
日
・
０
●
↓
銘
』ｒ
Ｑ
もヽ

ミヽ
ヽ
い
も
Ｓ
ヽ
ミ
」ｓ
ヽ
ミ
濠
ヽ
ヽ
Ｓ
ヽヽ
ミ
ヽ
、
こ
ヾ
み
ざ
ヽ
ミ
Ｓ
ヽ
コ
ミ
い
０
ミ
せ
ｓ
ヽ
ヽ
コ
∽ヽ
ミ
ヽ
もヽ
ヽ
ｓ
●ヽ
中
ミ
せ
ヽ
ヽ
ミ
』
０
∞
ヽ

（ヽ

「

へ
も
ヽ
ト
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も
ヽ
き

６
ｓ
Ｓ
ヽ
お
´

や
Ｓ

やヽ

や

さ

い
ヽ
Ｉ
Ｎ
ヽ
∞
ン

∞
食
Υ
∞
卜
Ｈ

（Ｃ

∽

０
９
卜

”
ｉ
”

０
い

Ｈ
ｏ
∞
９

（４９
）

フ
し

ｒ
Ｚ
９
Φ
『
―
∞
一
Ｐ
ｏ
ｏ
∽
Ｓ
一
い
∞
∞
貧
Φ
∞
じ

（５０
）

〕”・
Ｏ
ｏ
日
日

０
コ
弓
銘
●
・
６
ミ

ミヽ
ヽ
ｈ
Ｓ
Ｓ
ｓ
ヽ
ミ
ｓ
ヽ
ミ
き
も
ヽ
Ｓ
ヽヽ
ミ

，
Ｗ
Ｓ
冴
ｓヽ
ヽ
ミ
き
ヽ
い
ミ
い
ｏ
ミ
せ
ヽ
ｓ
、
「
、∽ヽ
ミ
ヽ
Ｏヽ
ｓｓ
●、゙
き
ば
ヽ
ヽ
ミ
漱
あ
ヽ

（Ｎ

”

へ
も
ヽ
ト

も
ヽ
さ
６
ｓＳ
ヽ
∽̈ヽ

コ
ミ
ゃヽ
ぃ
ヽ
ミ
も
ヽ
―
い
へ
∞
γ
∞
ト
ト

（Ｃ

∽
０
９
卜
”
ｉ
四
〇
い
Ｈｏ
∞
じ

（５．
）

生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー

・
前
掲
注

（６
）

一
二

一
頁
。

（
５２

）

〕
静

０
。
日

日

０
●

↓
腱

卜

・
６
Ｓ

ヽ
ミ

ミ

Ｐ

，
Ｓ

ヽ
ヽ
こ
ｓ
ヽ

ミ

濠

ヽ
ヽ
Ｓ

Ｓ

ミ
さ

Ｗ

Ｓ

お
」
ｏ
ｓ

ミ

ヽ

ヽ

い

ミ

』
ｏ
ミ

せ

ヽ
ヽ
、

「
、∽
Ｓ

ヽ
「
ヽ
‘

ｓ
，

」
゛
ミ

せ

、

ヽ

ミ

』
０
∞
』

（ヽ

「

へ
０
い
ト

●
べ
ヽ
６
ヽ
ミ
ヽ
３ヽ
」
、
ミ
ミ
■
ゃ

ミ
０
ヽ
―
い
へ
∞
γ
∞
卜
い

（Ｃ
・
∽
０
９
卜
「
ｉ
”
○
い

い
Φ
∞
９

（５３
）
　
「ざ
テ

ｒ
Ｚ
９
Φ
∞
‐
∞
Ｏ
ｐ
ｏ
∞
∽
Ｓ
■
ヽ
い
ヽ
―
ヽ
い
∞

（ＨΦ
∞
一
γ

（５４
）
　
「ざ
ａ

ｒ
ｚ
９
Ｈｏ
”
‐∞
い
が
Ｈ
【∞
∽
Ｓ
■
Ｈ
い
Φ
Φ

（Ｎ
Ｏ
Ｏ
卜
γ

（
５５

）

』
，

０
。
日

日

０
●
↓
υ
Ｂ

‘
６
ヽ
ヽ
ヽ
ミ

ヽ
●
Ｓ

Ｓ
ｓ
ヽ
」ざ
ヽ
ミ

ヨ
ミ

い
ヽ
ヽ
∽
さ

」」ｓ
ｓ
尚
ヽ
ヽ
ヽ
さ
ヽ
き

ヽ

ヽ
漱
“

Ｄ
ミ

Ｏ
Ｎ
『
ヾ
粉
・
∞
い
ド

（Ｃ

∽

の
ｏ
ニ

リ
■
｝

〇
い

い
貸
Ｍ

γ

．
バ
）
０

四
年
改
正
に
つ
い
て
、
本
庄

・
前
掲
注

（３８
）
三
六
〇
頁
。

（
５６

）

Ｆ

Ｏ
。
日

Ｂ

Ｏ
ロ

リ

８

Ｆ

６
Ｓ

ヽ
０

こ

Ｆ

，
ｓヽ
ヽ
ミ

ざ

ヽ

ミ

ヽ

さ

で

ヽ

ヽ
ミ

ヽ
ざ

ヽ
こ

も
ヽ

ミ

ヽ

ヽ
も

ヽ

ミ

Ｕ

ミ

ミ

」
ヽ
ｓ
ヽ

ヽ

ヽ

ミ

巌
あ

へ

（ヽ

ヽ

へ
ヽ

い

０
∞

き

，

総

ヾ

粉
」

ヽヾ
ミ
や

Ｓヽ
Ｓ
一
∞
―
％
０
９
）ｏ
∞
い
（Ｃ

∽
の
ｏ
二

“
Ｉ
甲
〇
い
ドΦ
∞
９
・

（５７
）

「加
入
会
社
が
連
結
前
に
有
し
て
い
た
欠
損
金
は
、
当
該
新
加
入
社
の
生
み
だ
し
た
所
得
の
限
度
額
の
範
囲
で
の
み
、
連
結
後
の
連
結
課
税
所
得
か
ら

控
除
で
き
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
連
結
課
税
所
得
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
赤
字
会
社
を
グ
ル
ー
プ
に
加
入
さ
せ
る
と
い
っ
た
行
為
に
、
自
動
的

に
歯
止
め
が
か
か
る
こ
と
に
な
る
。」
（増
井
良
啓

『結
合
企
業
課
税
の
理
論
」
（東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
二
年
）
二

一
三
頁
）
、
酒
井
貴
子

「ア
メ
リ
カ

連
邦
税
制
に
お
け
る
投
資
損
失
の
扱
い
」
岡
村
忠
生
編

「新
し
い
法
人
税
』
（有
斐
閣
、
二
〇
〇
七
年
）

一
九
九
頁
、
自
須
信
弘

「新
版
　
ア
メ
リ
カ
法
人

税
法
詳
解
」
（中
央
経
済
社
、
二
〇
〇
二
年
）
八
八
貞
。

（５８
）

田
中

。
前
掲
注

（４６
）
八
三
七
頁
。

（５９
）

〕け・
Ｏ
ｏ
ヨ
日

ｏ
●
り
Ｘ
Ｆ

Ｑ
ミ

ミヽ
ヽ
ｈ
Ｓ
、ヽ
ｓ
ミ
ｓヽ
ｓ
ミ
き
さ
で
ヽ
ヽ
ミ

ヽ
ざ
ヾ
こ
ｓ
ヽ
ミ
濠
ヽ
Ｕ
ヽ

ミヽ
υ
ミ
ミ

きヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ミ
』
０
∞
へ

（簗

¨

へ
』
ｅ
ｌ
（“
濠
（
ヾ
薇
ヾ
“

ヽゞ

ミ゙
ヽ
い
ヽ
Ｓ
Ｏ
∞
―
“
い
Ｏ
ｒ
ｏ
∞
い
（Ｃ

∽
Ｏ
ｏ
三
Ｆ
「
ユ
¨
・
〇
崚
´
ドΦ
∞
い
γ

（６０
）

ミ
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（６‐
）

ミ

（６２
）

ミ

（６３
）

生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
　
前
掲
注

（６
）
二
四
二
頁
。

（６４
）

生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー

・
前
掲
注

（６
）
九
九
頁
。

（
６５

）

『
”

の
ｏ
日

日

●
●

●

贅

●

・
６
ミ

ヽ
ミ

こ

Ｐ

ヽ
ミ

ｓ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ミ

濠

ヽ

「
Ｓ

Ｓ

ヽ
，

や

Ｓ

ン
」
ヽ
ヽ

ミ

き

ヽ
Ｕ

ヽ

ヽ
お

υ

ヽ
ヽ
ミ
ヽ
ヽ
ヽヽ

ヽ

ヽ

Ｒ

ミ

』
０
∞
へ

（ヽ

「

へ
ヽ

い

も
∞

ヽ

６
ゞ
べ

ヽ
ヽ
●
´

ヽ
ミ
ミ
■
や

ｓ
も
∞
ｌ
ω
ヽ
９
・
０
∞
い

（Ｃ

∽
０
９
■
「
さ
甲
〇
『

】Φ
∞
９

（６６
）

ミ

鉢
８
９

（６７
）

ミ
・

（６８
）

こ

（６９
）

生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
　
前
掲
注

（６
）
八

．○
貞
。

（
７０

）

Ｆ

の
０
日

日

０
●
弓
輿

●
じ
６
ミ

ヽ
さ

ヽ
ｈ
Ｓ

ヽヽ

ヽ
ミ

ｓヽ
ヽ

ミ

濠
Ｐ

で

ミ

ヽ
ミ

ヽ
ざ

ヾ
ン
ど
ヽ

ミ

Ｓ
ヽ
Ｕ
ミ

ヽ
ヽヽ

も
ヽ

ミ

どヽ
ヽ
ヽ
Ｒ

ミ

』
総

へ

（ヽ

「

へ
』
Ｓ

ヽ
桃

濠

９

磁

ヾ

一
“

ヽゞ
ミ
■
卜ヽ
ミ
０
∞
―
い
い
Ｏ
γ
Ｏ
∞
０
（Ｃ

∽
０
９
ユ
「
ユ
”
〇
喩
】Φ
∞
９

（７．
）

ミ

（７２
）　
』ヽ

ヽ
ヽ
ｏ
∞
ド

（７３
）

ミ

（７４
）

ミ

（７５
）

「
ｒ
″
紀
田
８
∞
（〓
ミ
Ｓ
」
８
ヽ
Ｌ
８
Ｎ
コ
カ
ロ
Ｘ
曳

ヽ
９

（％
）

損
失
ポ
ー
ト
フ
オ
リ
オ
の
例
と
し
て

「た
と
え
ば
、
あ
る
製
品
の
欠
陥
に
よ
っ
て
あ
る
企
業
が
今
後
５
年
の
間
に
２
億
ド
ル
の
製
造
物
責
任
に
よ
り
損

害
賠
償
を
負
う
と
し
よ
う
。
正
確
な
損
失
額
は
不
確
実
で
あ
り
、
そ
の
支
払
い
の
時
期
も
同
様
で
あ
る
。
そ
の
企
業
は
、
期
待

（予
測
）
保
険
金
支
払
い
の

現
在
価
値
を

一
括
し
て

（ま
た
は
分
割
し
て
）
支
払
う
こ
と
に
よ
り
、
す
べ
て
の
損
失
を
保
険
会
社
に
移
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」
（Ｓ

・
Ｅ

ハ
リ
ン
ト

ン

・
前
掲
注

（１
）
圧
八

一
頁
）
。
コ
ミ
ユ
●
電
８

”
ｚ
【３
営
∽・一こ
ミ
Ｐ
ｒ
鮮
３

，

⌒７７
）

生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー

・
前
掲
注

（６
）
八
七
三
頁
。
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（７８
）

生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー

・
前
掲
注

（６
）
八
五
〇
頁
。

（７９
）

生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
　
前
掲
注

（６
）
五
〇
〇
頁
。

（
８０

）

「
・
Ｏ
ｏ
日

日

０
●
↓
腱

Ｆ

。
６
ヽ
ヽ
ミ
ミ

い
Ｓ

Ｓ

ヽ
ミ

ざ
ヽ

ミ

き
ヽ
い
ミ

、
ヽ

ヽ

ミ

、
Ｒ

ミ
く

０
∞
０

（
聾

「

ω
∞
“
や

い
も
ヽ

６
ヽ
穏

飛

琢
Ｌ
Ｓ

ミ
や

や

Ｓ

も
い
―
い
』
ゝ

）
Ｏ
Ｏ
Ｎ

（Ｃ

∽

Ｏ
ｏ
ユ
・コ
ユ
｝
〇
い
ドΦ
∞
Ｊ
・

（８．
）

一
九
八
七
年

一
月
か
ら
適
用
さ
れ
る
保
険
給
付
支
払
準
備
金
の
割
引
に
よ
る
修
正
の
救
済
策
と
し
て
、　
一
九
八
七
年

一
月

一
日
以
前
の
開
始
の
事
業
年

度
終
了
時
点
の
割
引
か
れ
て
い
な
い
保
険
給
付
支
払
準
備
金
と
割
り
引
か
れ
る
保
険
給
付
支
払
準
備
金
と
の
差
額
に
つ
い
て
は
、
保
険
会
社
の
課
税
所
得
と

し
て
考
慮
し
な
い
と
す
る
規
定
で
あ
る

Ｃ
け・
０
０
日
ヨ
３
●
↓
ｇ
Ｆ

６
ミ
ｓヽ

こ
ぼ
）き
ヽ
ヽ
」」Ｓ

ミ
ミ
ヽ
ぎ
ヽ
ゃ
ヽ
ミ
゛ヽ
こ
ミ
漱
“
０

（〓

”
あ
８

，
８

，
ｏ
ｏ
●
”
３
″

Ｆ
こ
お
ｒ
員
Φ
？
い
●
Ｉ

ｏ
葛

（⊆

∽
ｏ
ｏ
ニ

コ
縛

ｏ
ぃ

る
銘
γ
監
査
法
人
ト
ー
マ
ツ
監
訳

『ア
メ
リ
カ
金
融
機
関

・
会
計
実
務
ハ
ン
ド
ブ
ツ
ク
』
（中
央
経

済
社
、　
一
九
九
三
年
）
三
二
五
貞
）
。

（８２
）

”
ｒ
″
Φ
∞
ｏ
∞
ｏ
ｏ
∞

（Ｚ
ｏ
く
Ｎ
ｐ
【Ｏ
Φ
じ
）
ＨΦ
Φ
い
コ
嘱
″
Ｌ
口
酉
Ｘ
一
卜
Φ
Ｎ

（８３
）

生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー

・
前
掲
注

（６
）
七
六
六
頁
。
据
置
年
金

（契
約
）
（特
定
年
数
経
過
ま
た
は
特
定
年
齢
到
達
後
に
初
め
て
支
払
が
開
始
さ

れ
る
年
金
）
ａ
ｏ
お
■
＆

営
ｏ
日

，
）
（生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー

・
前
掲
注

（６
）
二
〇
九
頁
）。

（８４
）

古
澤

・
前
掲
注

（３２
）
五
九
頁
。
受
再
者
か
ら
出
再
者
に
対
し
て
、
流
通
、
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
、
損
害
調
査

へ
の
報
酬
を
支
払
う
こ
と
と
さ
れ

て
い
る

（〓
円
■
●
咀
ｏ
●
”
ｚ
【ｏ
ず
営
∽・一Ｓ
ミ
Ｆ
Ｆ
詳
８

Ｓ

．
Ｅ

ハ
リ
ン
ト
ン
　
前
掲
注

（１
）

一
四
七
頁
）。
受
再
者
が
出
再
者
に
支
払
う
基
本
手
数
料
に

つ
い
て
は
、
再
保
険
手
数
料

（Ｐ
瞥
雀
『営
８

ｏ
ｏ
日
ま
ァ
一０
こ

と
言
わ
れ
る
場
合
が
あ
る

（大
沢
　
前
掲
注

（６
）
四
四
頁
）
。

（８５
）

経
験
割
戻
金

（叉
Ｒ
■
８
８

お
ど
●
ｅ

（
「再
保
会
社
か
ら
元
受
会
社
へ
の
年
度
末
利
益
の
割
戻
と
し
て
あ
ら
か
じ
め
定
め
た
純
利
益
の

一
定
割
合
し

（生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
　
前
掲
注

（６
）
二
七
九
頁
）
。

「実
績
に
基
づ
く
還
付
額
」
（監
査
法
人
ト
ー
マ
ツ

・
前
掲
注

（８‐
）
二
三
二
貞
）
、
「契
約
や
該
当
す
る
集
国
の
経
験

（率
）
に
基
づ
き
な
さ
れ
る
払
戻

（償

将爆
）　
）人
膊」
↑サ
″旧
」　
（
コ
Ｆ
ｏ
一ｏ
「「
】
ＲＯ
Ｘ
０
０
『一０
●
●
ｏ
ｌ
『●け０
０
「０
い口
●
０
こ
ｂいｏ
”
●
∽
””
く
い０」●
●
ら
ｏ
ヽ
ｏ
「ｏ
Ｏ
一絆
げ
”
∽の
Ｏ
ｏ
●
↓す
ｏ
ｏ
Ｘ
つ
ｏ
Ｌ
ｏ
●
ｏ
ｏ
ｏ
「
一す
ｏ
ｏ
ｏ
●
”『●ｏ
一
０
ヽ
い
０ヽ
●
０

，
６
イ
ａ
　
（八
〇
八
条

（ｄ
）
（３
し
。

（８６
）

ズ
保
険
者
の
引
受
）
保
険
金
額
」
（生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
　
前
掲
注

（６
）
四
五
頁
）
。

（８７
）

「制
定
法

∽Ｓ
言
け

の
規
定
が
概
括
的
な
場
合
に
規
則
お
恒
一】き
ｏ
房

等
に
抵
触
し
な
い
た
め
の
安
全
ル
ー
ル

（ま
た
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
を
い
う
。
）」
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（生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー

・
前
掲
注

（６
）
七
三
六
頁
）
。

（８８
）

「特
定
の
種
類
の
再
保
険
特
約
に
つ
い
て
、　
一
般
的
に
、
長
官
に
よ
る
再
保
険
特
約
に
係
る
調
整
の
権
限
の
行
使
が
行
わ
れ
な
い
。
第

一
に
、
毎
年
更

新
式
定
期
再
保
険

（冠
●『ぞ
８
う
ｏ
ｌ
静
げ
―
ビ

お
”房
日
８
８
）
に
つ
い
て
は
、
毎
年
の
リ
ス
ク
に
対
す
る
保
険
料
の
支
払
の
み
を
求
め
ら
れ
、
そ
し
て
、
費

用
の
負
担
を
求
め
ら
れ
な
い
と
い
う
点
か
ら
、
当
該
再
保
険
特
約
に
つ
い
て
、
当
事
者
に
対
す
る
調
整
を
求
め
る
も
の
で
は
な
い
。
第
二
に
、
毎
年
更
新
式

定
期
再
保
険
の
共
同
保
険

（８
一３
ヨ
営
８
）
は
、
毎
年
の
危
険
保
険
料
の
移
転
と
費
用
の
負
担
の
移
転
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
が
、
長
期
間
の
準
備
金

（積
立
金
）
（一ｏ
●
い
よ
ｑ
日
お
Ｘ
コ
８
）
の
移
転
を
含
ま
な
い
た
め
、
当
該
再
保
険
特
約
に
つ
い
て
は
、　
一
般
的
に
調
整
す
る
必
要
は
な
い
。
第
二
に
、
出
再

者
の
新
規
の
保
険
契
約
を
保
障
す
る
共
同
保
険
の
特
約
で
、
当
該
契
約
が
費
用
と
所
得
の
項
日
に
つ
い
て
、
出
再
者
と
受
再
者
と
の
間
で
、
再
保
険
が
付
さ

れ
た
リ
ス
ク

（，
Φ
コ．実

お
一房
〓
ａ
）
の
配
分

（割
当
）
に
応
じ
た
同
じ
割
合
で
配
分
さ
れ
る
場
合
、　
一
般
的
に
、
長
官
に
よ
る
調
整
は
求
め
ら
れ
な
い
。」

ｃ
一

ｏ
Ｏ
日

日

３

●

ギ

区

ｒ

６
Ｓ

ヽ
ミ

ミ

選

）き

ヽ
ヽ
」
ミヽ

ミ

き

ヽ
さ

ミ

ヽ
ミ

や

ｓ
ヾ
ミ

ミ

ミ

き

ヽ
υ

Ｓ

ヽ
お

∪

ヽ
き

ヽ
ミ
Ｓ

ヽ

Ｒ

ミ

』
０
の
へ

（ヽ

「

へ
ヽ
こ

ヽ
桃

ヽ

９

ｓ
ヽ

ヽ
‘

゛

゛
ヽ
や

や
ｓ
ｓ
∞
―
“
ヽ
９
・Φ
∞
Ｎ
（Ｃ

，
Ｏ
ｏ
二

”
Ｉ
甲
〇
い
いΦ
∞
望
し
。

（８９
）

生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
　
前
掲
注

（６
）
三
六
八
頁
。

（９０
）

「
ｒ
″
Φ
８
８
８

（〓
ミ

Ｐ
８
８
ｒ
８
８

”
ｒ
”
ｒ
）
８
８
３
”

（９．
）

本
庄
　
前
掲
注

（３８
）
四
九
二
貞
。

（９２
）

生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー

・
前
掲
注

（６
）

一
九
＾
．頁
。

（９３
）

生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
　
前
掲
注

（６
）

一
九

一
頁
。

（９４
）

生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
　
前
掲
注

（６
）
二
五

一
頁
。

（９５
）

「保
険
ｉ１ｌＥ
券
発
行
日

（契
約

（締
結
）
日
ご

（̈
∽８
ｏ
ｃ
詳
９

（生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
　
前
掲
注

（６
）
四
五
七
頁
）
。

（９６
）

卜
‐
ア
　
前
掲
注

（９
）
四
〇

一
頁
。

（９７
）

卜
∞
ｏ
Ｃ

∽
Ｎい
い
（ＨΦ
『
ざ
・

（９８
）

生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー

・
前
掲
注

（６
）
八
四
二
頁
。

⌒９９
）

”
ｒ
″
Ｏ
ω
∞
い
ｏ
い
Ｏ

Ｃ
●
●
ｏ
ｐ
Ｈ０
０
じ
ヽ
ＨΦ
Φ
∞
コ
属
寓
満
区
ヌ
Ｈ∞
∞
９

（醐
）

＞
∽８
８
０
（【０
●
８
一樹
ξ
営
８

と
は
、
当
該
ル
ー
リ
ン
グ
に
お
い
て
、　
一
方
の
会
社

（受
再
者
）
が
、
他
方
の
会
社

（出
再
者
）
の
す
べ
て
の
義
務
等
を
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引
き
受
け
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

「あ
る
保
険
会
社
が
他
の
保
険
会
社
の
生
命
保
険
／
年
金
契
約
上
の
負
債
を
そ
の
裏
付
の
資
産
及
び
将
来
の
保
険
料
徴
収
権
と
共
に
総
括
し
て
引
き
継
ぐ
協

約
」
（生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー

・
前
掲
注

（６
）
六
五
頁
）。

（１０１
）

生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー

・
前
掲
注

（６
）

一
六
四
貞
。

（‐０２
）

ヨ
Ｓ
ｓ
∽
Ｑ
さ
い
ヽ
き
●ヾ
ミ
ヽ
Ｒ

ｋヾ
）
ミ
ミ
が
ドｏ
ｏ
↓
ｏ
Ｎ
『一　
こ
Φ
Φ
９

（鵬
）

生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー

・
前
掲
注

（６
）
三
〓
Ｌ
頁
。

（‐０４
）

「再
保
険
の
再
保
険
」
（生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー

・
前
掲
注

（６
）
七
二
三
頁
）
。

（‐０５
）

占
澤
卓
哉

『企
業
の
リ
ス
ク

・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
と
保
険
」
（千
倉
書
房
、
二
〇
〇

一
年
）
二
五
頁
、
四
八
頁
、
占
瀬
正
敏

『ア
メ
リ
カ
の
生
命
保
険
会

社
の
経
営
革
新
』
（東
洋
経
済
社
、

一
九
九
六
年
）

一
一
三
頁
、
剰
余
金

（省
む
】房
）
に
つ
い
て
は
、
純
資
産
か
ら
表
示
資
本
を
差
し
引
い
た
額
で
あ
る

（田
中

・
前
掲
注

（４６
）
八
三
．
．頁
、
剰
余
金
救
済
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
吉
澤
　
前
掲
注

（３２
）

一
〇
四
頁
、
「サ
ー
プ
ラ
ス
支
援
再
保
険
」
（生
命
保
険

文
化
セ
ン
タ
ー
　
前
掲
注

（６
）
八
〇
六
頁
）
。

（瑯
）

本
件
事
案
の
剰
余
金
救
済
型
再
保
険
は
保
険
業
界
で
は

一
般
的
な
も
の
と
の
指
摘

（Ｆ
ｏ
＞
∽

，
８
Ｂ
『，
Ｎ
ミ
ミ

ミヽ
ヽ
ミ
ミヽ
や
Ｓ
ミ
２
Ｓ
ヽヾ
ミ
ヽ
”

Ｓヽ
ヽ
ざ

い
ミヽ
ミ
さ
や
Ｓ

↓
輿

ｚ
ｏ
一３

【８
Ｐ
８
８

Ｓ
ｏ
８
）
）
ゃ
多
く
の
保
険
会
社
が
活
用
し
て
い
る
と
の
指
摘

力

０
８
品
ｏ
〓
８
Ｌ
”
＞
己
８
ｌ
ω
”『庁
・ヽ

一Ｐ
ｓ
ａ
き
ヽ
ヽ
６
ミ
ヽヽ
ヽ
ご
「
ヽヽ
」お
お
ン
ヽ
ヽヽ
●ミ
Ｓヽ
Ｓ
ヽヽ
ヽ
Ｓ
ヽ
、
ミ
ｓ
一ミ
ゞヽ
ヽ
♪ヽ
ドΦ
卜
（『
ｏ
ゴ
●
こ
コ
お
く
や
∽
ｏ
●
′
】●
９
ドΦ
Φ
い
γ
）
。

（‐０７
）

士
‐―
澤
　
前
掲
注

（３２
）

一
〇

一
貞
、
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー

・
前
掲
注

（６
）

一
〇
六
頁
。

（‐０８
）

再
保
険
の
機
能
で
あ
る
危
険
分
散
過
程
に
お
い
て
、
各
保
険
者
が
自
己
の
収
受
し
た
保
険
料
と
再
保
険
料
と
の
差
額
を
利
得
す
る
メ
リ
ッ
ト
を
有
す
る

と
の
指
摘

（〈′
井
薫
ほ
か

『現
代
商
法
Ⅳ
　
保
険

・
海
商
法
改
訂
版
』
■
一省
堂
、

一
九
九
四
年
）

一
六
四
頁
）
。

（贈
）

債
務
者
信
用
就
業
不
能
保
険

（債
務
者
が
就
業
不
能
に
な

っ
た
時
そ
の
期
間
債
務
の
支
払
を
行
う
Ｒ
ａ
一（
一房
〓
営
８

を
い
う
）
８
８
一
い絆
』
】∽レ
〓
■

】３
１
営
ｏ
９

（生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー

・
前
掲
注

（６
）

一
九
一
．頁
）
。

（１１０
）

生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー

・
前
掲
注

（６
）
七

一
六
頁
。

（１１１
）

『
ミ
ｓ
∽
Ｑ
さ
い
ヽ
き
●ｓ
Ｓ
ヽ
Ｒ
ヽ
（ピ
ミ
ミ

，

μｏ
Ｏ
↓

Ｑ
一
『
♪
Ｎ
∞
Ｐ
Ｎ
ｏ
一

口
Φ
Φ
９

（‐‐２
）

問
題
と
な

っ
て
い
る
再
保
険
特
約
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
、
Ｔ
社
は
、
内
国
歳
人
法
典
上
、
生
命
保
険
会
社
と
扱
わ
れ
ず
、
結
果
と
し
て
、
生
命
保
険
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会
社
特
有
の
税
務
卜
の
恩
恵
で
あ
る
小
生
命
保
険
会
社
控
除
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
小
生
命
保
険
会
社
控
除
等
に
つ
い
て
は
、
監
査
法
人
ト
ー
マ

ツ

・
前
掲
注

（８‐
）
三
一
．
一
・
三
二
四
頁
を
参
照
。

（‐‐３
）

岡
村
　
前
掲
注

（３７
）

一
九
二
貞
。

（‐‐４
）

内
国
歳
人
庁
が
、
八
四
五
条
に
係
る
規
則

（お
磐
一詳
】８
）
を
発
遣
し
な
い
こ
と
が
米
国
憲
法
修
正
第
五
条
の
デ
ュ
ー

・
プ

ロ
セ
ス

（０
馬

「
８
０
０

条
項
に
反
す
る
か
否
か
の
点
に
つ
い
て
も
争
点
と
さ
れ
た
が
、
本
稿
に
お
い
て
は
割
愛
す
る
。

（‐‐５
）

再
保
険
特
約
が
存
在
し
な
か
っ
た
場
合
よ
り
、
再
保
険
特
約
の
当
事
者
に
よ
っ
て
支
払
わ
れ
た
租
税
が
少
な
い
場
合
に
、
租
税
回
避
の
結
果
が
存
在
す

る
と
い
う
の
が
歳
入
庁
の
見
方
で
あ
る
と
の
見
解

（〓
●
■

，
ａ

９
８
履
「
”
Ｑ
】ユ

摯
『ｏ
（３
・
員
３

『
ミ
湧

６
こ

Ｂ
ミ
ぶ
ミ
ヾ
ミ

ゃ
ミ
ミ

∞
ぶ

Ｇ
て
Ｌ
Ｈ
Ｆ
９

「”
”Ｘ
　
一″
ｏ
く
・
Ｏ
Ｏ
】
）０
０
∞
　
（ＨΦ
Φ
Ｏ
）し
。

（‐‐６
）

小
生
命
保
険
会
社
控
除
を
適
用
す
る
こ
と
が
、
租
税
回
避
の
結
果
と
な
る
か
否
か
の
点
に
つ
い
て
、
租
税
裁
判
所
は
、
言
及
し
て
い
な
い
と
の
指
摘

（摯
ｏ
９
６
『
”
９
お
静ｏＦ
ヒ
Ｓ
ヽ
ロ
ニ
８
・鉾
Φ
ｏ
い
し
。

（‐‐７
）

受
再
者

（『ｏ
】房
●
お
じ

が
再
保
険
に
係
る
損
失
に
対
し
て
責
任
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
経
験
割
戻
金
の
条
項
が
リ
ス
ク
移
転
を
除
去
あ
る
い
は
減
少
す
る

と
は
し
な
い
と
し
、
ま
た
、
経
験
割
戻
金
の
条
項
に
よ

っ
て
、
出
再
者

（８
ら
一●
”
８
日
Ｂ
ミ
）
に
利
益
が
償
還
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
将
来
の
損
失
を
吸
収

す
る
受
再
者
の
緩
衝
材

（蓄
え
）
を
減
少
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
受
再
者
の
リ
ス
ク
を
増
大
さ
せ
る
と
し
て
い
る

（日
さ

，

Ｇ
さ

い
ヽ

き
く
ヽ
ミ
ヽ
ヽ

６
ヽ
ミ
ミ
が
いｏ
Ｏ
↓
・０
一
『
♪
∞
館
Ｔ
一
∞
Ｈ　
貧
Φ
Φ
９
し
。

（‐‐８
）

租
税
裁
判
所
は
、
認
め
ら
れ
た
連
邦
上
の
基
準
が
な
い
と
し
た
上
で
、
リ
ス
ク
に
つ
い
て
、
①
再
保
険
に
付
さ
れ
た
保
険
契
約
に
係
る
準
備
金
の
金
額

（手
ｏ
●８
８
〓
ま

，
ｏ
お
移
コ
ｏ
ど
ヽ
手
ｏ
お
【３
ξ
＆

Ｂ
汗
】３
）
、
②
再
保
険
に
付
さ
れ
た
保
険
契
約
の
額
面
保
険
金
額

（，
ｏ
●
８

●日
８
ユ
Ｒ

，
０
お
】３
日
＆

ｏ
３
Ｑ
）
そ
し
て
、
③
受
再
者
が
リ
ス
ク
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
金
額

（，
ｏ

，日
Ｏ
Ｌ
ュ
け
ヽ
■
ゴ
】３

，
ｏ
お
一３
●
お
ヽ
営
コ．第
）
（
つ
ま
り
、
契
約
保
険
金
額

（，
ｏ

”
８
８
ユ
Ｒ

，
ｏ
電
庁
一３
）
と
準
備
金

（お
Ｘ
コ
ｏ
３

の
差
額
）
、
に
基
づ
き
、
計
量

（数
値
）
化
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
し
て
い
る

（Ｂ
ミ
総

Ｑ
さ
い
ヽ

い
お
ヽ
ミ
ミ
Ｒ

，
６
ｓ
ミ
ミ
が
】ｏ
Ｏ
↓
ｏ
一
「

，
Ｎ
∞
∞
　
β
Φ
Φ
９
し
。

（‐‐９
）

現
実
の
リ
ス
ク
移
転
が
再
保
険
の
基
本
的
な
原
則
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
あ
る
い
は
ま

っ
た
く
保
険
リ
ス
ク

（【３
日
８
８

ユ
第
）
を
移
転
し
な
い
再
保

険
特
約
と
称
す
る
特
約
は
、
実
質
的
に
、
貸
付

０
８
じ

あ
る
い
は
融
資
特
約
と
同
じ
で
あ
る
と
し
て
い
る

（Ｂ
ミ
驚

Ｑ
さ
い
ヽ

き
く
ヽ
ミ
ヽ
ヽ
０
つミ
ミ
Ｆ

【０
０
日
″
Ｏ
ｍ
Ｎ
♪
∞
∞
Ｎ
（ＨΦ
Ｏ
Ｏ
ｒ
）。
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（‐２０
）

Ｏ
Ｓ
ヽ
●
６
さヽ
い
ヽ
や゙

●ミ
ミ
ヽ
Ｒ
ヽ
６
ｏミ
ミ
Ｆ
μｏ
ｏ
↓

Ω
Ｎ
『
♪
∞
ｏ
∞

β
Φ
Φ
９

⌒‐２‐
）

ミ

⌒‐２２
）

「あ
る
判
断
が
、
法
を
無
視
し
て
、
十
分
な
理
由
な
く
、　
一
定
の
基
準
な
し
に
、
あ
る
い
は
情
況
を
十
分
考
慮
す
る
こ
と
な
く
な
さ
れ
た
、
と
い
う
よ

う
な
場
合
に
用
い
ら
れ
る
。
」
（田
中
　
前
掲
注

（４６
）

一
三
〓
頁
）
。

（‐２３
）

岡
村

・
前
掲
注

（３７
）

一
九
七
頁
。

（Ｏ

　
Ｂ
ミ

，
６
せヽ
い
ヽ
き
く
ヽ
ミ
ミ

や
ミ
ミ
デ
【８
り
Ｏ
Ｎ
一
・８
一
（８
Φ
９

「四
二
八
条
の
適
用
に
お
け
る
裁
量
の
存
在
に
よ
り
、
納
税
者
の
訴
訟
に
お
け
る
証
明
の
負
担
が
通
常
の
場
合
よ
り
も
重
く
な
る
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。
」
と
の
指
摘

（岡
村
　
前
掲
注

（３７
）

一
八
七
頁
）
。
不
足
税
額
の
査
定
に
係
る
適
法
性
の
推
定
に
つ
い
て
は
、
同
二
〇

一
頁
。

（‐２５
）

哺
ミ
ヽ
・
Ｑ
さ
い
ヽ
や
●ミ
ミ
ヽ
Ｒ
ヽ
６
ヽ
ミ
ミ
Ｆ
【ｏ
ｏ
↓
Ｏ
Ｎ
ヽ
♪
∞
ｏ
卜
ε
Φ
Φ
９

（‐２６
）

■
ミ
ヽ
・
Ｑ
さ
い
ヽ
゛
●ミ
ミ
ヽ
Ｒ
ヽ
６
ｓ
ミ
ミ
が
いｏ
ｏ
↓
０
一
『
♪
∞
ｏ
一
β
Φ
Φ
９

（‐２７
）

生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー

・
前
掲
注

（６
）
七
六
六
頁
。

（‐２８
）

く
８
『ぞ
フ
の８
■
３
一ｏ
↓
８
Ｂ

（Ｙ
Ｒ
Ｔ
）
は
、　
一
年
更
新
定
期
保
険
と
さ
れ
て
い
る

（ト
ー
ア
　
前
掲
注

（９
）
四
八
六
頁
）
。

（‐２９
）

生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー

・
前
掲
注

（６
）
八
七
八
頁
。

（
‐３０

）

旨

０
０
日

ヨ

０
●
り

Ｘ

Ｆ

６
ミ

ヽ
ミ

ヽ
ｈ
Ｓ

ヽヽ

ヽ
ミ

、ｓ
ｓ

ミ

き
さ

で

ヽ

ヽ
ミ

ヽ
ざ

ヾ
に

ヽ
ヽ

ミ

き

ヽ
υ
き

ヽ
ヽヽ

υ
ミ

ミ

ヽヽ
ｓ
ヽ
ヽ
ヽ

ミ

』
線

ミ

（Ｎ

「

へ
ヽ

い

も
“

ヽ

６
ヾ
穏

ヾ

∽
¨

ヽゞ
ミ
■
卜Ｎ
ミ
も
∞
―
い
Ｏ
Ｓ
・
Φ
∞
Φ

（Ｃ

∽
０
９
卜
「
ｉ
四
〇
い
卜Φ
∞
９

（‐３‐
）

生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー

・
前
掲
注

（６
）
二
七
九
頁
。
「同

一
リ
ス
ク
郡
団
別
保
険
料
率
は
中
込
者
の
過
去
の
損
失
経
験
を
反
映
す
る
よ
う
修
正
さ

せ
る
。
こ
の
修
正
を
経
験
料
率

δ
も
ｏ
『【８
８

８
Ｌ
●
し

ぁ
る
い
は
メ
リ
ッ
ト
料
率
と
い
う
。」
（Ｓ

・
Ｅ

ハ
リ
ン
ト
ン

・
前
掲
注

（１
）
二
二
〇
頁
、

国
Ｒ
〓
記
〓
●
”
ｚ
【ｏ

，
８
∽・く
ヽ
ヽ
Ｐ
ｒ
詳
ヽ
こ

。

経
験
勘
定
方
式

（興
Ｒ
Ｌ
ｏ
Ｒ
ｏ
８
８
●
●
け３

に
つ
い
て
、
支
払

っ
た
保
険
金
が
将
来
の
保
険
料
と
し
て
、
保
険
会
社
に
よ

っ
て
回
収
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

「あ
る
程
度
長
期
間
に
わ
た

っ
て
見
れ
ば
、
保
険
料
と
保
険
金
は
等
し
く
な
り
、
被
保
険
者
か
ら
保
険
会
社

へ
の
リ
ス
ク
の
移
転
は
な
い
こ
と
に
な
り
ま

す
。」
と
の
指
摘

（日
吉
信
弘

『代
替
的
リ
ス
ク
移
転

（Ａ
Ｒ
Ｔ
）
新
し
い
リ
ス
ク
移
転
の
理
論
と
実
務
』
（保
険
毎
日
新
聞
社
、
二
〇
〇

一
年
）
三
〇
頁
）
。

（‐３２
）

↓
ミ
磁
Ｑ
さ
い
ヽ
や
く
ミ
ミ
ヽ
ヽ
０
ミヽ
ミ
お
８
０
り
ｏ
ζ
ぷ
Ｌ
８

（８
８
）
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（‐３３
）

「金
融
再
保
険
の
最
大
の
特
徴
は
再
保
険
料
の
投
資
収
益
の
出
再
者
へ
の
還
元

（「
ｏ
摯

争
”
『】●
電
」
と
の
指
摘

（占
澤

・
前
掲
注

（３２
）

一
〇
〇
頁
の

注
九
五
）
。
金
融
再
保
険
の
定
義
に
つ
い
て
、
「既
発
生
ま
た
は
木
発
生
の
保
険
事
故
に
関
す
る
、
数
年
の
一
定
期
間

（通
常
は
３
～
１０
年
）
を
保
険
期
間
と

す
る
再
保
険
契
約
で
、
将
来
の
再
保
険
金
支
払
義
務
か
ら
再
保
険
料
の
投
資
収
益

（の

一
部
）
を
割
り
引
い
た
額
、
即
ち
、
将
来
の
再
保
険
金
支
払
義
務
の

現
在
価
値
を
、
再
保
険
料
算
出
の
基
準
と
す
る
も
の
で
あ
る
。」
（古
澤

・
前
掲
注

（３２
）
九
四
頁
）
。

（‐３４
）

Ｄ
Ｓ
碗
Ｑ
さ
い
ヽ
き
く
ミ
ミ
ヽ
ヽ
０
やミ
ミ
Ｆ
８
Φ
↓
ｏ
る
だ
Ъ
８

（８
８
γ

（‐３５
）

ヨ
ミ
ｓ
・
６
せヽ
い
ヽ
きヽ
∽ヽ
き
ｓ
ｔ

，
ｏ
ミヽ
ミ
が
ドｏ
ｏ
↓

Ω
∞
『
♪
∞
ｏ
Ｎ　
β
Φ
Φ
９

（‐３６
）

「出
再
契
約
を
引
き
込
め
る
こ
と
」
（生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
　
前
掲
注

（６
）
七
〇
二
貞
）
。

（‐３７
）

「払
戻

（返
還
）
条
項
に
つ
い
て
、
将
来
の
保
険
料
あ
る
い
は
特
別
な
終
了

（解
約
）
条
項
に
よ
る
調
整
を
通
じ
て
、
受
再
者
が
、
ど
の
よ
う
な
場
合

で
も
す
べ
て
の
損
失
を
回
収
で
き
る
な
ら
ば
、
当
該
取
引
は
、
単
な
る
貸
付

（融
資
）
特
約

（い
３
月
】●
”
営

営ヽ
い
０
日
０
●
こ

で
ぁ
る
こ
と
を
示
す
こ
と
に
な

る
。
」

（『
け
Ｏ
ｏ
日
日

０
●
弓
銘
ド
・
６
ヽ
ヽ
ヽ
ミ
こ
Ｐ
ヽ
ヽヽ
ｓ
ミ
ざ
ヽ
ミ
濠
ヽ
「
Ｓ
ｓ
ヽ
ミ

，
Ｎ
ｓ
ヾ
お
き
ヽ
ミ
濠
ヽ
υ
ヽ
ミ
ヽ
Ｕ
ヽヽ
ミ
ヽ
ヽヽ
も
ヽ
ヽ
Ｒ
ヽ

』
０
∞
κ

一
熙

ヽ

ヘ
ミ
Ｓ
ヽ
も
い
ヽ

６
ｓ
総
ヾ
●́

ヽ
き
ミ
や
』
ヽ
ミ
も
∞
―
“
ヽ
９

・
ｏ
∞
０

（Ｃ

，

０
９
卜

”
ｉ
甲

○
い

Ｈ
Φ
∞
９
し
。

（‐３８
）

∋
ミ
湧

Ｑ
せ
い
ヽ
さ
く
ヽ
ミ
ヽ
ヽ
９
）ミ
ミ
が
８
ｏ
↓

Ω
“
Ｎ
♪
∞
ｏ
∞
０
８
９

（‐３９
）

ミ
・

（‐４０
）

「例
え
ば
、
他
の
債
務
超
過
の
保
険
会
社
へ
の
剰
余
金
救
済
型
再
保
険
は
、
当
該
取
引
に
よ
り
、
重
大
な
租
税
回
避
の
結
果
と
な
ら
な
い
こ
と
を
示
す

傾
向
が
あ
る
。
」
Ｃ
”・
Ｏ
ｏ
ヨ
ヨ
３
●
り
区
Ｆ

６
ミ

ミヽ
ミ
や
ヽ
ヽヽ
ヽ
ミ
、い
ヽ
ミ
き
ヽ
お
ミヽ
ヽ
ミ

ヽ
こ
ｏン
ｓヽ
ｓ
ミ
き
ヽ
Ｕ
ミ

」ヽ」
υ
ミ
ミ
」ヽ
Ｒ

ヽ
ヽ
ミ
ヽ
段
ミ

（ヽ

「

ヘ
ミ
ゞ

稔

蓼

０
さヽ
ミ
∽́ヽ

ヽ
ミ
ミ
や
や
Ｓ
ｓ
の
―
い
０
９
・
ｏ
∞
『
（Ｃ

∽
０
９
卜
「
さ
甲
〇
い
ドΦ
∞
９
し
。

（‐４‐
）

ヨ
ミ
ヽ
∽
６
さヽ
い
ヽ
こ
ヽ
●ミ
Ｓ
ヽ
Ｒ
ヽ
６
ｓミ
ミ
お
いｏ
ｏ
↓
０
い
♪ヽ
∞
ｏ
∞
Ｃ
ｏ
ｏ
９

（‐４２
）

いマ
営
∽
Ｑ

，
社
に
よ
り
受
領
さ
れ
た
保
険
料
が
わ
ず
か

（一房
一”
コ
【津
営
こ

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
問
題
と
な

っ
て
い
る
再
保
険
特
約
に
お
い
て
、
ゴ
「〓
∽

Ｑ
Ｏ
社
に
移
転
さ
れ
た
リ
ス
ク
も
わ
ず
か
で
あ
る
に
違
い
な
い
と
い
う
の
が
歳
入
庁
の
主
張
で
あ
り
、
他
方
、
り
「８
∽
０
■
社
は
、
投
失
を
被
る
た
め
で
は

な
く
、
利
益
を
獲
得
す
る
た
め
に
保
険
会
社
は
保
険
を
引
き
受
け
る
こ
と
か
ら
、
再
保
険
特
約
に
お
け
る
経
済
的
損
失
の
確
率

（続
然
性
）
（一層

マ
ｏ
げ
３
【】一■
２
８
ｏ
い
ｏ
日
け
一３
■

は
、
ほ
と
ん
ど
常
に
低
い
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
た
と
の
指
摘

（９
８
オ
ｑ
鮨
９
『ｏ
（３
・∽Ｓ
ミ
Ｐ
匡
Ｐ
鉢
８
い
し
。

（‐４３
）

危
険
の
査
定

（コ．資

あ
８
移
日
８
一
（３
８
２
お
日
８
静し

（生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー

・
前
掲
注

（６
）
七
二
九
頁
）
。
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（幽
）　
∽
お
ｏ
″
ｏ
「
鮨
∽
暉
ｏ
お
ゴ
）●ミヽ
こ
Ｐ
Ｈ
ＨＰ
詳
Φ
ｏ
９

（‐４５
）

「リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
プ

ロ
セ
ス
に
お
け
る
最
初
の
ス
テ
ッ
プ
は
リ
ス
ク
の
認
識

（ユ
件

こ
ｏ
注
目
８
Ｌ
ｏ
こ

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ロ
ス
　
エ
ク
ス
ポ

ー
ジ
ャ
の
認
識

↑
汀

こ
９
け一澪
ヒ
８

Ｒ
♂
′

興
Ｂ
８

９ヽ

で
あ
る
。
」
（Ｓ

・
Ｅ

ハ
リ
ン
ト
ン

・
前
掲
注

（１
）
四
九
頁
、
工
〓
■
咀
８

”
ｚ
一，
ど
″

∽ミヽ
ヽヽ
口
　
【・
”絆
∞
〇
し
。

（‐４６
）

ズ
危
険
に
）
身
を
さ
ら
す
こ
と
。
と
く
に
保
険
に
つ
い
て
用
い
ら
れ
る
言
葉
で
、
被
保
険
物
が
滅
失
毀
損
す
る
よ
う
な
状
態

（危
険
状
態
）
に
あ
る
こ

と
を
意
味
す
る
。
」
（田
中

・
前
掲
注

（４６
）
三
二
四
頁
）
。
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
　
前
掲
注

（６
）
二
七
九
頁
。

（‐４７
）

生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
　
前
掲
注

（６
）
二
八
二
頁
。

（‐４８
）

生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
　
前
掲
注

（６
）
五
六
二
頁
。

（
‐４９

）

〓

”
簿
す
ｏ
■

ω
ｏ
い
Ｏ
ｏ
【
”

Ｏ
ｏ
日
●
”
●
メ

ｒ
業
∽
ｓ
一
』
―
』
へ
ヽ
ヽヽ
ヽ
ミ

≧
ヾ
ヽ
ヽ
ミ
ヽ
↓
ミ
ヽ

ざヽ
ヽ
ミ

゛
ヽ

゛

●
ミ
ミ

ヽ
３

０
ヽ
ミ
ヽ
ヽ
ヽ
０ヽ

ゅ
一
ゃ
ｏ
ｐ

●
・
Ｈ
Ｎ
ｏ

Ｓ
ｏ
ｏ
９

（‐５０
）

Ｂ
ミ
湧

Ｑ
さ

い
ヽ

゛
終
蕊
ミ
ヽ

，
０
０ミ
ミ
が

８
Φ
↓

Ｏ
ζ
Ｎ
Ｌ
８

（８
８
γ
例
え
ば
、
ア
リ
ゾ
ナ
州
保
険
法
に
お
け
る
承
認
に
つ
い
て
、
吉
澤

・
前
掲
注

（３２
）

一
二
〇
頁
の
注

一
五
五
。

（椰ｕ
）
　
「

∽
―
＞
‘
ゆ
Ｏ
Ｎ
Φ
　
（「
ｏ
げ

∞
・
Ｈ
Φ
Φ
Ｎ
ン
ド
Φ
Φ
『
り
∽
′ヽ
ｒ
出
】
口
∽
∞
卜
Φ
・
”
員
ｙ
♂
”
〓
”
●
・
∽
●
ユ
く
”
マ
ロ
嗜
●
（ｒ
穴
ド
〓
ｐ
ｐ
●
ゝ
し

ｏヽ
“
・
∽ヾ
ヽ
Ｒヽ

●

一
Ｆ

，
”
ぃ
０
い
●

∞
ト

（
‐５２
）

＞
〇
∪

Ｈ
ｏ
Φ
下
６
Ｈ
ｒ
Ｈ
Φ
Φ
『
＞
〇
∪
Ｅ
口
饉
∽
一
９

（‐５３
）

「額
面
金
額
か
ら
責
任
準
備
金
ま
た
は
解
約
払
戻
金
８

，

Ｓ
】●
ｏ
を
差
し
引
い
た
正
味
の
保
険
金
」
（生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ト

・
前
掲
注

（六
）
四
五

頁
）
、
危
険
保
険
金
と
は
、
「保
険
事
故
が
発
生
し
支
払
わ
れ
る
べ
き
保
険
金
の
額
と
既
に
積
み
立
て
ら
れ
て
い
た
保
険
料
積
立
金
の
差
額
」
（山
下

・
前
掲

注

（８
）
六
四
八
頁
じ
。

（Ｗ
）

生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー

・
前
掲
注

（６
）
六
七
四
頁
。
弓
３
∽】げ
げ
の
ほ
う
は
可
能
性
と
し
て
あ
り
そ
う
な
こ
と
を
ま
た
は
理
論
的
に
可
能
な
こ
と

を
表
す
の
に
対
し
て
、

「
３
３
げ
は
確
実
と
は
い
え
な
い
が
状
況
か
ら
み
て
大
い
に
あ
り
そ
う
な
こ
と
を
い
う
。
可
能
性
と
し
て
は
マ
３
３
げ
の
ほ
う
が

ｏ
３
の【げ
お
よ
り
も
高
い
こ
と
を
表
す
。
」
（荒
本

一
雄
ほ
か
編

『英
語
表
現
辞
典
　
第
二
版
』
（研
究
社
、

一
九
八
五
年
）
八
五
四
頁
）
。

な
お
、
り
営
∽
０
■
社
は
、
リ
ス
ク
移
転
の
本
質
は
、
再
保
険
特
約
に
付
さ
れ
た
保
険
契
約
が
損
失
を
生
じ
た
場
合
、
受
再
者
が
保
険
金
を
支
払
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
か
ど
う
か
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
リ
ス
ク
移
転
と
損
失
の
確
率

（蓋
然
性
）
（，
ｏ
「
ｏ
ｇ
げ
〓
‘
Ｒ
ざ
∽９

は
無
関
係
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
た

と
さ
れ
て
い
る

（∽
一８
澪
『
”
∽
暉
ｏ
お
〓
」
ミ
ミ
ｐ
匡
Ｐ
鉾
８
３

。
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（‐５５
）

弓
「”
房

Ｑ
，

社
と
歳
入
庁
の
リ
ス
ク
の
議
論
は
、
前
者
は
、
保
険
リ
ス
ク

（再
保
険
特
約
に
お
け
る
履
行
義
務
）
（̈
房
ξ
営
８

コ．準

↑
汀

多
【”電
ｇ
●

け
Ｒ
ユ
ｏ
』ゴ

ｃ
●
０
３

，
ｏ
お
】易
日
＆

８
ュ
８
ｏ［し

を
主
張
し
た
が
、
後
者
は
、
経
済
的
リ
ス
ク

（再
保
険
特
約
に
お
け
る
不
十
分
な
死
亡
率
経
験

（数
値
）

の
可
能
性
）
δ
８
●
０
日
【Ｏ
Ｌ
算

（，
ｏ
Ｂ
［９
Ｌ
巴
♂
『
８
９
２
Ｒ
〓．８
Ｒ

Ｅ
〓
ュ
Ｆ

お
【房
●
お
ら
８
二

８ヽ
一し

を
主
張
し
、
租
税
裁
判
所
は
、
保
険
リ
ス
ク
を

判
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
裁
判
所
の
判
断
は
、　
一
般
に
理
解
さ
れ
る
租
税
の
原
則
に

一
致
す
る
と
の
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
仮
に
、
八
四
五
条

（ｂ
）
に
係
る
歳
人
庁
の
主
張
に
基
づ
け
ば
、
納
税
者
が
、
ノ
ン
リ
コ
ー
ス
ロ
ー
ン
に
よ
り
建
物
を
取
得
し
、
投
資
を
上
回
る
減
価
償
却
に
よ
る
税
務
上
の

利
益
を
学
受
し
た
場
合
、
税
務
上
の
利
益
が
納
税
者
の
リ
ス
ク
と
比
し
て
不
均
衡
と
判
断
す
る
こ
と
は
疑
間
で
あ
る
と
の
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る

あ
け
ｏ
″
Ｒ
鮨
９
８
（３
」
Ｓ
Ｓ
Ｐ
〓
Ｐ
算
８
７
８
３

。
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
　
前
掲
注

（６
）
二
七
八
頁
。

（‐５６
）

国
際
商
事
法
務
二
三
巻
九
号

（
一
九
九
五
年
）

一
〇

一
Ｌ
貞
。

（‐５７
）

＞
〇
∪
ドΦ
Φ
が
あ
Ｈ
〓
ドΦ
Φ
『
＞
〇
∪
［尚
Ｘ
】∽
Ｈ９

（‐５８
）

∽
す
。
も
も

，ヽ
３
∽ミヽ
昼
●
〓ｏ
ｐ
韓
】Ｏ
ｏ
９

（硼
）

ω
ｏ
●
∽
ｏ
ｏ
∽∽ｏ一
ヨ
ざ
”
ミ
ミ
ミ
ヽ
ヽ
お
ミ
ヽ
●ミ
ミ
ｓ
ヽヽ

赴
ざ
ミ
ご
ミ
ヽ
、
、
６
ヽ
Ｒ
∽
ミ
さ
ミ
ヽ
ョ
ミ
ヽ
∽
゛
ミ
や
あ
ヽ
ヽ
ヽ
コ
ミ

員
ヽ
ヾ

，ヽ

き
き
ヽ
６
ざ
いヽ

やヽ
ミ
”
』
ｓヽ
ｓ
ヽ
§
ゝ
∞
一
Ｃ

〓
一”
ヨ
〓
ユ
ｏ
『
ヽ
―
と
■
ｒ
”
ｏメ
い
一
Ｆ
い
い
∞
Ｓ
ｏ
ｏ
じ

（鰤畑
）
　
「
∽
‥
＞
‘
Ｎ
Ｏ
い
０
　
（『
ｏ
げ
　
∞
ヽ
いＯ
Ｏ
Ｎ
γ
μΦ
Ｏ
「
”
∽
ゝ
・ｒ
”
Ｘ
』
∽
∞
卜
Φ

（‐６‐
）

ＨΦ
Φ
Φ
〓
０
０
０
′
Ｅ
〕
【Ｈ∽
∞
卜
９

（‐６２
）

い
い
卜
つ
∞
Ｏ
Ｈｏ
ドト

Ｓ
〇
〇
じ

こ
の
事
案
に
お
い
て
、
小
日
の
荷
物
の
配
達
業
を
営
む
Ｃ
ユ
お
０
「
”
８ヽ
】
ｒ
ａ
】８

Ｒ
と
澪
■
８
´
Ｆ
９

（以
ド

「Ｕ
社
」
と
い
う
）
は
、
荷
物
の
破
損
等
に

関
し
て
、
荷
物

一
個
に
つ
き
、
通
常
の
弁
償
金
額
は

一
〇
〇
ド
ル
を
超
え
な
い
も
の
で
あ

っ
た
が
、
希
望
す
る
顧
客
に
対
し
て
は
、
追
加
の
弁
償
金
額

一
〇

〇
ド
ル
に
対
し
て
二
五
セ
ン
ト
の
追
加
料
金
の
支
払
う
こ
と
に
よ
り
、　
一
〇
〇
ド
ル
以
上
の
弁
償
を
提
供
し
て
い
た
。
当
該
サ
ー
ビ
ス
に
関
し
て
、
多
額
の

利
益
が
生
じ
た
こ
と
か
ら
、
Ｕ
社
は
、
バ
ミ
ュ
ー
ダ
に
子
会
社
０
社
を
設
立
し
た
上
で
、
米
国
内
の
損
害
保
険
会
社
で
あ
る
Ｎ
社
と
荷
物
の
弁
償
に
係
る
保

険
を
締
結
し
た
。
ま
た
、
Ｎ
社
と
０
社
は
、
当
該
保
険
に
関
し
て
、
再
保
険
特
約
を
締
結
し
た
。
当
該
再
保
険
特
約
等
に
関
し
て
、
租
税
裁
判
所
は
、
歳
入

庁
の
処
分
を
維
持
し
、
０
社
の
所
得
は
、
Ｕ
社
に
帰
属
す
る
と
判
断
し
た
。

し
か
し
、
第

一
一
巡
回
裁
判
所
は
、
Ｕ
社
の
取
引
は
、
通
常
の
場
合
よ
り
も
複
雑

（８
ｏ
す
●
”８
け
ｅ

で
あ
る
が
、
真
実
の
事
業

（お
Ｌ
げ
５
】●
８
ｏ

が
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存
在
す
る
事
実
を
変
え
る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
、　
一
連
の
取
引
に
つ
い
て
は
、
経
済
的
実
質

（８
ｏ
●
ｏ
日
ぉ
省
″
Ｆ
Ｒ
９

が
あ
る
と
し
て
、
租
税
裁
判
所

の
判
断
を
覆
し
た

（お
お

∽ヽｅ

Ｓ
望

”
』
０
８
ヽ
Ｌ
Ｓ
ｏ

Ｓ
８
Ｈ
こ

。
た
だ
、
同
時
に
、
四
八
一
条^
と
八
四
五
条

（
ａ
）
の
審
理
が
さ
れ
て
い
な
い
と
し

て
、
第

一
審
の
租
税
裁
判
所
に
差
し
戻
し
た

（お
日
営
ｅ

（
Ｓ
Ｒ

”
〓

８
ヽ
Ｌ
Ｓ
ｏ

ｓ
８
じ
し
。
当
該
事
案
の
概
略
に
つ
い
て
、
松
田
直
樹

『租
税
回
避
行

為
の
解
明
』
（ぎ
ょ
う
せ
い
、
二
〇
〇
九
年
）
四
六
頁
。

な
お
、
Ｕ
社
の
支
払
保
険
料
は
、
予
想
で
き
る
リ
ス
ク
移
転

（請
求
金
額
を
収
入
金
額
で
割
っ
た
損
失
の
割
合
が
一
一九
か
ら
三
三
％
）
に
比
し
て
不
均
衡

で
あ
り
、
八
四
五
条

（ｂ
）
の
重
大
な
租
税
回
避
の
結
果
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
の
見
解

Ｇ
”
日
８

＞

∪
８
■
●
”

ョ
ざ
い
ヽ
きヽ

Ｓ
ミ

９
ミ
ヽ
き
さ
劉
ミ

∽
き

おヽ
あ
」ヽ
３
３
ど
ヽ
ど
ξ
ヽ
き
さ
６
Ｓ
ミ
∽Ｌ
？
●
↓
黙
８
“
Ｐ
Ｎ
∞

０
鳥
子

い
ｏ
Ｓ
）し
。

（徳
ｕ
）
　
一
〇
〇
Φ
∞
卜Ｏ
Ｈ『
　
（『
ｏ
げ
〇
卜
・一
〇
〇
Φ
し
　
（Ｆ
壼
Ｈ
）̈ヽ
ヽ
メ
２
Ｓ
ミ
【ヽ
∽
”
ｏ
く
ヽ
い
Ｌ
”
ヽ

，
ユ
一●】●
ヽ
〇
ご】０
・
〓〇
∞
ヽ
い
い
スＸ
）
〓
け
ｐＬ
）

Ｎ８
紀
Ｈｏ
「

が
、
関
連
者
間
の
再
保
険
特
約
に
つ
い
て
、
八
四
五
条

（ｂ
）
を
適
用
し
た
初
め
て
の
事
例
と
の
指
摘

０

Ｃヽ
・
ω
■
〓
ｂ
ｉ
薔

〓
専
”
”

宍
ド
〓
”
●
ｏ
」′
げ
『ｏ
●
∽́ミヽ
ゞヽ
●
　
一
Ｈ
・””
∞
Φ
Φ
し
。

（Ｗ
）

九
五
三
条

（ｄ
）
（３
）
に
お
い
て
、
内
国
法
人

（８
日
０
■
●
８
尋
ｏ
『３
８
）
と
扱
わ
れ
る
Ｆ
社
の
損
失
は
、

一
五
〇
二
条

（ｄ
）
の
損
失
と
し
て
、

連
結
申
告
を
な
し
う
る
関
係
に
あ
る
グ
ル
ー
プ
の
他
の
法
人
の
所
得
と
の
相
殺
は
認
め
ら
れ
ず
、
結
果
と
し
て
、
Ｆ
社
の
損
失
は
、
Ｆ
社
自
身
の
所
得
の
み

と
相
殺
さ
れ
る
と
の
制
限
が
課
さ
れ
て
い
る

（一
８
駕
８
ド”
∞
Ｐ
い
０
ど
げ
８
ヽ
８
９
）
。

（‐６５
）

∽
お
。
だ
ｏ
『
”
∽
嗜
ｏ
お
Ｆ
●ｓヽ
ミ
Ｐ
ド
ドＰ

，一
Φ
ｏ
Ｎ

（‐６６
）　
の
Ｈ
つ
く
ｏ
Ｌ
●
”

おヽ
∽
ン
Ｒヽ
”
ヽ
おヽ
き
ヽ
Ｕ
ヽ
ミ
ヽ
い
ヽ
「
ヽ
ｓ
●ミ
ミ
ｓ
ヽヽ
、
ｓ
、き
゛
ミ
∽ヽ
∽
村
ミヽ
さ
・
い一
∞
↓
輿

ｚ
ｏ
お
∽
Ｈ
Ｈ∞
　ヽ
Ｇ
ｒ
●
ｏ

，
い
只
る
ア

（‐６７
）

判
時
二
〇
三
七
号
二
四
頁
。
平
成
二
〇
年

一
一
月
二
七
日
の
東
京
地
裁
判
決
に
係
る
課
税
上
の
問
題
点
等
に
つ
い
て
は
、
別
の
機
会
に
論
じ
た
い
と
考

え
て
い
る
。

（鵬
）

判
時
二
〇
三
七
号
二
四
頁
。

（硼
）

租
税
回
避
に
係
る
個
別
の
否
認
規
定
を
検
討
す
る
上
で
念
頭
に
置
く
べ
き
原
則
に
つ
い
て
、
金
子
宏

「匿
名
組
合
に
対
す
る
所
得
課
税
の
検
討
」
金
子

宏
編

『租
税
法
の
基
本
問
題
』
⌒有
斐
閣
、
二
〇
〇
八
年
）

一
七
四
頁
。

（‐７０
）

課
税
と
再
保
険
の
問
題
や
各
国
の
再
保
険
料
の
課
税
上
の
扱
い

（表
）
に
つ
い
て
、
Ｏ
”
Ｏ
ｐ
●ミ
Ｓ

，
Ｐ
鮮
８
よ
■
参
照
。

（‐７‐
）

「フ
ァ
イ
ナ
イ
ト
保
険
が
保
険
で
あ
る
か
否
か
と
い
う
こ
と
か
ら
ス
ト
レ
ー
ト
に
結
論
を
導
こ
う
と
す
る
よ
り
も
、
当
該
保
険
取
引
の
特
性
に
応
じ
た
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取
扱
い
の
要
否
を
検
討
し
た
方
が
生
産
的
で
あ
る
と
思
わ
れ
る

（法
人
税
法
基
本
通
達
９
１
３
１
９
参
照
ご

（後
藤
元

「法
律
の
適
用

・
解
釈
に
お
け
る
保

険
概
念
の
役
割
」
（平
成
２．
年
度
日
本
保
険
学
会
大
会
共
通
論
題

「保
険
概
念
の
再
検
討
し

報
告
要
旨
二
頁
）

，
ξ

一ミ
遁
てく
∽８
ユ
ξ
ｏ
む
ゝ
∽一∽ミ

８
５浄
８
月
ミ
ゴ
営
営
●
Ｅ
】壼
目
じ
、
「当
該
フ
ァ
イ
ナ
イ
ト
保
険
が
大
数
の
法
則
に
よ
る
リ
ス
ク
の
分
散
を
利
用
し
て
い
な
い
と
し
て
も
、
そ
の
こ
と
が
租
税

法
Ｌ
の
考
察
に
影
響
す
べ
き
で
は
な
い
。」
（後
藤
元

「法
律
の
適
用

・
解
釈
に
お
け
る
保
険
概
念
の
役
割
」
保
険
学
雑
誌
六
〇
九
号

（二
〇

一
〇
年
）
六
〇

頁
）
。「そ

の
契
約
に
応
じ
て
税
務

・
会
計
の
見
地
か
ら
判
断
す
る
こ
と
が
適
切
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
保
険
契
約
法
お
よ
び
保
険
業
法
の
観
点
か
ら
、
保
険
契

約
あ
る
い
は
保
険
取
引
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
も
の
は
、
形
式
ＩＩ
、
保
険
契
約
と
称
し
て
い
て
も
、
こ
れ
を
税
務

・
会
計
Ｌ
、
保
険
契
約
と
し
て
取
り
扱

う
こ
と
は
妥
当
で
は
な
い
。」
（竹
漬
修

「フ
ア
イ
ナ
イ
ト
保
険
の
法
的
性
質
」
立
命
館
法
学
三

一
〇
号

（二
〇
〇
六
年
）
二
三
四
頁
）
と
の
見
解
ｃ

フ
ァ
イ
ナ
イ
ト
保
険
の
保
険
料
の
損
金
算
人
を
認
め
る
か
否
か
の
点
に
つ
い
て
、
移
転
さ
れ
る
リ
ス
ク
の
性
質
と
リ
ス
ク
の
程
度
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と

の
指
摘

（渡
辺

・
前
掲
注

（４
）
二
〇
Ｌ
東
）
。


